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１　世界を平和にするエロ映画を作ろう！







『エロの力が世界を救う！　紛ふん争そう根絶に賭かけたポルノ王の熱きリビドー性衝動、とくとご覧あれ!!』





　……ぼくは眼前の看板に書かれたキャッチコピーを眺ながめ、呆ぼう然ぜんとしていた。その看板に描えがかれた絵の中では、顔の下半分だけをおおう不思議な仮面をした男が爆ばく撃げきする戦せん闘とう機を背に不敵な笑えみを浮うかべている。


「こんな映画、本気で作る気なの……？」


　──ウィーン、ガガッ！


　──ズガガガガガッ!!


　ぼくの背後では、ショベルカーやブルドーザーといった土木用の機械がけたたましい音を出して作業をしていた。舞まい上がった砂さ塵じんがぼくの頰ほおを打ち、垂れていた冷ひや汗あせに貼はりついてザラつく。


「──丈たけ途とさん！　映画セットの下見はもう充じゆう分ぶんでしょ！　早く零ゼロ組に戻もどりますわよ!!」


　声に反応して振ふり返ると、まず地じ肌はだがむき出しになった広大な土地が目に入る。そして砂塵の向こうへ瞳ひとみをこらすと……ツインテールの女の子が見えた。


「あ、部長！　もう作業の指示を終えたんだ。さすがだね」


　彼女はぼくが所属している新聞同好会の部長だ。閃ひらめき学園高校の制服たる紫むらさきのワンピースドレスを特注のレザー製にかえ、巨きよ大だいな革かわ張ばりのノートを丸めておしおき棒のようにして持ち、足にはハイヒールを合わせている。その姿はまるで、女王様だ。


「──丈途くん！　みんなはりきって映画作りの準備を進めてるわよ！　私たちのクラスが中心になって作る映画なんだから、ポルノ王のリビドーに負けないくらいの情熱を持ってがんばらなきゃね!!」


　髪かみを肩かたの辺りでそろえているいかにも活発そうな女の子が、こちらに駆かけ寄ってくる。彼女は新聞同好会のマネージャー、倉くら部ぶ勝かつ代よだ。部長とは違ちがって色気が前面に出るタイプではないが、どのクラスにもひとりはいそうな馴な染じみやすいかわいさがあった。


「勝代さん、ちょうどよかったですわ。みんなであたくしたちのクラスへ帰りますわよ。せっかく映画作りのために授業時間を一コマ頂いたんですから、有効に使いましょう」


　部長はそう言うと身をひるがえして歩み始める。勝代もそれに続き、こちらに背を向けて足を進めた。


「……一体、どうしてこんなことになったんだろう……？」


　ぼくはふたりの後ろ姿を眺めながら漏もらす。


　新聞同好会のメンバーたるぼくらは全員が同じクラスである。つまりぼくは元いた一年三組から……別クラスへ編入していた！


「この状じよう況きよう、いまだに頭が追いつかないな……」


　閃学園には様々な分野の〝天才〟が集まっている。勝代はマネージャーの天才。ぼく──芥あくた川がわ丈途はポルノ小説の天才だ。しかし部長だけは、才能はおろか本名や経歴すら一いつ切さい不明……。


「部長、謎なぞが多すぎなんだよ。どう考えても部長に関かかわったせいでこうなったんだよなぁ」


　ぼくはエロの力で学園新聞の売上げを伸のばしたいと考えた部長にスカウトされ、新聞同好会に入った。そして学園のアイドルにエッチなインタビューをしてみんなに追われたり、羽子はね突つき大会でエッチな必殺技わざを使って勝ち上がる閃学園チームを取材したりしていた。


「色々あったけど、それでも同好会は楽しかったな。……あの特集が新聞に載のるまではね」


　ぼくの状況が一変してしまった原因……それは、部長が勝手に新聞掲けい載さいした特集にある。その特集とは、紛争のせいで貧困に喘あえぐ者たちの話だ！　さらに言えば特集内には、中東の紛争地とおぼしき所で子供たちと遊びながら笑顔を見せる──部長とクロトの写真が載っていた!!


「部長、どうしてクロトなんかと……!!」


　クロトは映画シナリオの天才であり、ぼくのライバルである男だ。部長はそんな人物と手を組み、紛争に関係したある〝計画〟を裏で進めていた。


『──一年零組が主導し、ボランティア企き画かくを立ち上げる』


　……これが、その〝計画〟だ。


　そして一年零組とは……新聞同好会の部室だった!!


　部室前でその事実を知ったぼくと勝代は啞あ然ぜんとしてしまう。そんな中、部室からクロトと部長が姿を現した。そして、ぼくらの学園生活を大きく変える宣言をする。クロトと部長の計画がついに大きく動き出した瞬しゆん間かんでもあった。


　ぼくはため息をつくと、そのときのことを思い返す──。





「──一年零組とは、あたくしのクラスですわ。今まではあたくししかおりませんでしたが……丈途さん、勝代さん。あなた方には今いるクラスからこの零組へ編入して頂きます」


「「編入!?」」


　ぼくと勝代の声が、驚おどろきで重なる。


「この件についてはもう、学校側の承しよう諾だくを得ておりますわ」


「えぇ!?」


　ぼくが声を上げる中、部室の前にいたクロトと部長が並んで手をたずさえ、こちらを不敵に見み据すえる。


　そして、おもむろに口を開いた。


「ぼくの夢──」


「あたくしの夢は──」


「「世界平和」」


　……せ、世界平和ぁぁぁ!?


　──ドクンッ。


　なぜか、心臓が不ふ穏おんな高鳴りを起こした。


「あたくし、ボランティアで世界平和に貢こう献けんしたいのです」


　──ドクンッ。


　部長の言葉に、強い違い和わ感かんを覚える。


　──ドクンッ。


「学生らしくて、素す敵てきな夢でしょ？」


　────────────────────────────────────────。


「……噓うそだ……」


　ぼくは、絞しぼり出すようにして喋しやべる。どれくらいの期間をかけたのかは知らないが、部長やクロトが今まで温めていた計画が、ただのボランティア企画のはずがなかった。この話、もっと大きな裏があるに違いないのだ。


「噓ではありませんわ。丈途さんたちの編入の件に関しても、ボランティアに必要な措そ置ちとあって学校側がこころよく認めてくださいましたのよ？」


「なんでただのボランティアでクラスを替かわらなきゃいけないのさ」


「閃学園らしくみなさんの才能を活いかしてボランティアをするためには、きちんとした指示系統が必要ですもの。一年零組はボランティアの要として、学園生全員を導く役割を担になっているんですの」


　……学園全体を巻きこむつもりだ。部長とクロトは、自分たちの夢のために、ぼくらの閃学園を巻きこむつもりなんだ。


「いや、もうぼくらは巻きこまれてる……」


　多くの学園生が、部長の記事を読んでボランティアに協力しようとしている。ぼくや勝代も、自分の意思とは無関係にボランティアに関わることになってしまった……………………………。





　映画セットの建設を見学し終えたぼくらは、新聞同好会の部室……もとい、一年零組の教室に戻もどっていた。この部屋には今まで教室を連想させる備品は一切なかったが、ぼくと勝代が編入したとあって壁かべにはホワイトボードがかけられ、教きよう壇だんも設置されている。もちろん人数分の机や椅い子すも支給され、教壇に向かって右から順に「ぼく・部長・勝代」と横一列に席を並べていた。


　……ちなみに、銃じゆうや弾だん薬やくや無線機器などのレジスタンス的備品はそのまま置かれている。


「──それでは、ボランティア企画の現状把は握あくを始めます」


　教壇に立った部長は、おしおき棒のような巨きよ大だいノートを手の中でもてあそびながら、席に座っていたぼくへ目をやる。


「丈途さん。そもそも、ボランティアとはなんだと思いますか？」


「……ボランティア？」


　ボランティアといえば、ご奉ほう仕しである。ご奉仕といえば……メイドさんだ！　例えば晩ご飯のときなんか「ご主人さま～、本日はデミグラスソースにしました～」とメイドさんが裸ら体たいの上からソースを垂らして綺き麗れいな素す肌はだを隠かくして現れ、ぼくが「どこから頂こうかな。……まずは胸か」と言いながらゆっくりと舌を這はわせると、「あんっ！　ご主人さま、そんなことしたら私の胸が見えちゃう……」だなんてメイドさんが頰ほおを染めて身をよじり、それでもさらに舌を這わせ続けて胸をプルプルと震ふるわせるぼくを前に「んくぅっ……！　ご、ご主人さま、それ以上は本当に胸が見えて……はあぁぁ!!」とメイドさんが恥はじらって胸を隠そうとして──。


「駄だ目めだよ！　ぼくに食べさせるためにソースをかけたんだから、胸でもなんでも隠しちゃ駄目！　ご主人さまの命令だよ!!」


　ぼくが叫さけぶと、一いつ瞬しゆん、部長の目が点になった。


　次いで彼女は肩かたを震わせると──。


　ビシィィィ!!


　丸めて棒状にした巨大ノートで床ゆかを叩たたきつける。


「なにが『ご主人さまの命令だよ!!』ですか！　今、明らかにメイドさんとのエッチな妄もう想そうをしてたでしょ!?　どうしてボランティアについて聞いてそんな妄想するんですか!?」


　部長が声を張り上げる中、席に座っていた勝代がなんとも言えない顔でこちらを見つめてきた。


「……三組の女子って、丈途くんが教室で妄想を暴走させるのを今まで耐たえてたのね……。大変だったのねぇ……」


　──しまった！　一年零組はぼく以外みんな女子だ！　下手な妄想を口にしたら、一発でクラス全員を敵に回しちゃうじゃないか!!


　ぼくが慌あわてて口を手でふさいでいると、部長が「まったく……丈途さんの妄想のたくましさには困ったものですわ……」とため息をつく。


　そして気を取り直すように咳せき払ばらいをひとつして、巨大ノートでホワイトボードを指した。


「通常、平和のためのボランティアと言えば募ぼ金きんや福ふく祉し活動を想像されると思います。しかし、あたくしたちがおこなうボランティアはここに書かれている通り『反戦映画作り』です。あたくしたちは、映画を通じて〝思想〟を広めることによって世界平和を実現していくのです。多くの人に意識の変革が起これば、必然的に多くの人が世界平和のために動いてくださいますからね」


「自分たちで直接なにかをするんじゃなくて、人を動かすための活動をするってこと？」


「はい」


　部長はぼくの言葉に頷うなずきながら、さらに話を進める。


「映画は世界中で無料公開します。映画館がない地域には、野外で上映するためのセットを配置します。本当の意味で全世界公開になりますので、心して映画制作に臨のぞんでください」


「……ずいぶん大がかりな計画なんだね」


「この程度で大がかりだなんて言ってもらっては困りますわ」


「それ、どういうこと？」


　部長はこちらに不敵な微笑ほほえみを向けるだけで、ぼくの質問には答えない……。


　彼女はホワイトボードへ改めて目をやると、反戦映画作りの話を続けた。


「あたくしたち零組は映画作りの中心スタッフとして働き、世界平和に貢こう献けんしていきます。各人の役割ですが……あたくしが監かん督とく、勝代さんはマネージャー。そして丈途さんは──」


　部長がホワイトボードの一点をノートで指す。そこには、ぼくの役割がでかでかと記されていた。それは……。





　芥川丈途──主演男優（ポルノ王）





「なんでぼくが主演なのさ!?」


「だってポルノ王ですもの」


「いや……そう言われると取りつく島もないんだけど……っていうかだいたい、反戦映画の主人公がなんでポルノ王なの!?」


「より多くの方にこの映画をご覧になって頂くため、エンターテイメント性を考こう慮りよした結果ですわ。武力を使わずにエロの力で世界平和を実現しようとするポルノ王の激げき闘とう……話題性抜ばつ群ぐんだと思いませんか？」


「悪い意味で話題になりそうだよ!!」


　ぼくの反論に部長は「映画シナリオの天才たるクロトさんの案ですから、ご安心ください」と肩をすくめる。


　クロトが考えた案……。それが、一番の不安材料だった。部長もクロトも謎なぞや秘密が多い。それでもぼくは、新聞同好会の今までの活動を通じて部長なら信じられると思った。しかしクロトは別だ。クロトは部長と違ちがって、抱かかえている秘密に暗い影かげのようなものを感じる。


「この映画作り、無事にすめばいいけど……」


　ぼくがつぶやいていると、勝代が恐おそる恐る口を開くのが見えた。


「ねぇ……部長」


「どうしたんですの？　勝代さん、珍めずらしくはっきりしない口調ですわね」


「あの……反戦のために映画作りをすることは賛成よ。でも、私たち新聞同好会よね？　今は映画撮さつ影えいがあるから新聞を作れないのはしょうがないけど……映画作りが終わったら、またみんなで一いつ緒しよに新聞作りをするのよね？」


　──そうだ！　ぼくと勝代が一年零組に編入してからうやむやになっていたが……そもそも、ぼくらは新聞同好会なのだ!!


「部長、勝代の言う通りだよ！　ぼくたち閃新聞を作るために集まった仲間だろ!?　ちゃんと同好会の活動は再開するんだよね!?」


　ぼくらの問いに、部長は黙だまりこんだまま答えない。


　沈ちん黙もくが教室を支配する中で、授業時間終しゆう了りようのチャイムだけが虚むなしく鳴り響ひびいていた。




２　超主人公「ポルノ王」の必殺技







　目の前には華か麗れいな世界が広がっていた。中世の匂においを醸かもす、宮きゆう殿でんや貴族邸てい宅たく。小鳥のさえずりが聞こえる林。綺き麗れいな湖……。だが、その雅みやびな世界と相反する物も存在した。近未来的なフォルムをした戦車や軍用ヘリコプターが随ずい所しよに配備されていたのだ。


「……なんとも表現しがたいファンタジー世界ができあがったね……」


　ぼくの声を聞いた部長は「いい映画セットじゃありませんか。苦節一週間……ついに完成しましたわね」と微笑んでいた。


　……ちなみにこの映画セット、閃学園のすぐ近くに建てられており、敷しき地ちの広さは閃学園と同じくらいある。そして映画セットすべてを囲むようにして、三階建てのビル並に高い壁かべがつくられていた。これをたった一週間で完成させるなんて……早っっっっ!!


「この学園の人、本当にでたらめなことをするな。前なんて一夜で魔ま王おう城を建ててたし……」


「その魔王城の話は聞いておりますわ。学園の敷地より何倍も広い所に建てていたようですが……造りが雑だったようですわね。この映画セットは丁てい寧ねいにつくったから一週間もかかったんですのよ」


「一週間もって……」


　ぼくが頰ほおを引きつらせていると、百名近い生徒たちが宮殿前に集まっているのが見えた。閃学園は一学年三クラスで、ひとつの教室に十五名程度の生徒しかいない少人数制だ。百名といえば、生徒の大半がここに集まっていることになる。


「部長の記事の効果、絶大だな……」


　今日は日曜である。映画撮影は基本的に放課後や土日を使っておこなわれるが……才能磨みがきに忙いそがしいみんなが休日にここまで集まること自体が奇き跡せきだ。


　啞あ然ぜんとしてみんなを見つめていると、男の嬉うれしそうな声が響いてくる。


「──丈途！　ここに来れば会えると思ったよ!!」


　淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた中性的な顔立ちの男が、こちらに近づいてきた。数学の天才、円えん修しゆう律りつだ。


「久しぶりだね、律。映画作りへの参加を決めたの？」


「もちろんさ！　僕の才能が少しでも世界平和の役に立てばと思ってね」


　はにかみつつ律が答える。しかし彼は広大な映画セットへ目を向けると、表情を一変させて不思議そうに首をかしげた。


「この映画の制作費……相当なものだね。どうやって制作費以上の反戦効果をもたらすつもりなんだい？」


　律の問いに答えるようにして、女の子の冷ややかな声が聞こえてくる。


「丈途がそこまで考えてるわけないでしょ。聞くなら部長かクロト先せん輩ぱいよ」


　声の主はポニーテールの女の子だった。プログラミングの才能を持つ、霧む線せん蘭らんである。彼女は同年代の女の子から〝お姉さま〟として慕したわれる百合ゆり少女だ。


「……蘭も反戦映画作りに興味があるなんて、意外だね」


「あたしが戦争を肯こう定ていするような人間に見える？　それに、大好きな吹ふく音ねちゃんが参加するんだもの。当然あたしも参加するわ」


　蘭は言いつつ、そばにいた赤髪の小さな女の子に抱だきつく。クラリネットの天才、鳴なる唐から吹音さんだ。


「……丈途くん」


　蘭に抱きつかれたまま、鳴唐さんが感かん極きわまったようにこちらへ目を向ける。それを見て、ぼくは一年三組から零組へ移ると決まったとき撮とったみんなとの記念写真を思い出した。


　あの写真の中で、鳴唐さんは「行かないで」と言わんばかりにぼくの制服の裾すそをつかんでいた。ずっと同じクラスだったぼくが他クラスへ行ってしまうことが不安だったのだろう。彼女のその気持……正直、嬉しかった。


「鳴唐さん。三組は……その、いつも通りみんな元気にしてる？」


「やっぱりいつも通りじゃないよ。丈途くんがいないんだもん……」


　鳴唐さんは寂さびしそうに言い、懇こん願がんするようにして問いかけてくる。


「映画作りが終わったら、丈途くんは三組に戻もどってくるんだよね？」


「それは……ごめん。わからないよ。映画作りが終わる頃ころには、ぼくらの進級が近くなってるだろ？　その状態でまたクラスが替かわるっていうのも考えにくいし……」


「でも、二年生になったら吹音たち……きっとみんなバラバラのクラスだよ？」


「うん……」


「そうしたら、丈途くんもちゃんといる三組で過ごせる時間、もうないってことだよ？」


「そうなるよね……」


「そんな……いきなりすぎるよ。二年生になるまでの最後の時間、丈途くんときちんと過ごしたかったのに……」


　鳴唐さんの震ふるえるような声……本当に、胸が痛かった。自分がどうして零組への編入をかたくなに拒こばまなかったのか、後こう悔かいの念が滲にじみ始める。


「あの……鳴唐さん。ぼく……ぼく……」


　彼女に対して言訳にならない言訳をしようとしたそのとき、ぼくは、どうして部長を信じてついていこうと決めたのか思い出した。
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　あれは閃新聞の取材でリゾートへ行ったときのことだ。ぼくは部長とクロトがホテルの部屋へ一いつ緒しよに入るところを見てしまい、あのふたりに繫つながりがあったことを知った。部長はクロトについてなにも語らないが、一緒に部屋へ入るくらいだ……多分、つき合っているのだと思う。


　ぼくは部長がクロトと深い仲だと知って疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれてしまった。だがその直後──。


「部長、バスローブ一枚で突とつ然ぜんぼくの部屋に来るんだもんなぁ……」


　誰だれにも聞こえないようつぶやきつつ、ぼくはあのときのことに思いをはせた。お風ふ呂ろ上あがりの部長を見てエロ展開かと慌あわてたが……実は真面目まじめな話をしにきていて、思わず肩かたを落としてしまったあのときのこと──。





　──ぼくがベッドに座って肩を落としていると、同じくベッドに座っていた部長が「もう、お話ししてよろしいですか？」とつぶやく。


「……うん」


「では……」


　部長はそう言うと同時に、こちらへ腕うでを伸のばしてぼくの手を取り……。


　むにゅっっ！


　急に、自分の胸へぼくの手を当てた!!


「ぶ……部長!?」


　ぼくの手を包みこむような豊満な胸の感かん触しよく……。お風呂上がりということもあって、温かく、しっとりとしていた。


　これはやっぱり……エロ展開!?


　そのとき、ぼくの手が指先大の丸い傷に触ふれる。部長の胸にあるこの傷……覚えがある。弾だん痕こんのような、あの傷きず痕あとだ……。


「この傷を丈途さんに知られたときあたくしが言ったこと、覚えておりますか？」


　部長が、絞しぼり出すような声で言う。弾痕のような傷痕……新聞同好会で雪山に行ったとき、遭そう難なんしてみんなで身を寄せていてぼくが知らず触さわってしまった傷……。


「あのときあたくしは、いつか時がくれば丈途さんに一番にお話ししますと言いました。今も、その気持は変わりません。ですから……こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう況きようで言っても説得力がないのはよくわかっておりますが……あたくしのこと、信じてもらえませんか？」


　部長がいつの間にかこちらを向いていた。どこかすがるような瞳ひとみで、ぼくを見つめている。いつも自信満々の彼女がこんな顔をするなんて……信じられない。


「……いつになったら全部話してくれるの？」


「……ごめんなさい……」


　答になっていない答を言い、部長は申し訳なさそうに首を横に振ふる。そしてそれ以上、喋しやべらなくなってしまった。


　……部長のこと、本当になにもわからないままだな……。


　部長はぼくの返答を待つようにして、目の前でうつむいていた。重要なことはなにも語らず、ただ自分を信じて欲しいと言う部長。普ふ通つうに考えてずいぶん無理のある話だ。


「……部長、ぼくと一緒に新聞同好会を立ち上げたときのこと、覚えてる？」


　部長が、そっとこちらを見つめる。


「いきなり部長がぼくの目の前に現れてさ、『あなたのポルノ小説の才能、新聞同好会で活いかしなさい』だなんて言って……無む茶ちや苦く茶ちやな子だと思ったよ。でもさ、部長がどうしても新聞同好会を作りたいって思ってることだけはよくわかった。だからぼくも協力して、一緒に同好会の立ち上げを手伝って……」


　ぼくの言葉を聞きながら、部長はそのときのことを思い出すように遠くを見つめる。ぼくの手を握にぎっていた指に、少しだけ力がこもった。


「部長、あのときぼくに〝駒こま〟って言ったろ？　部長にとってそばに在るべき存在だって……でもさ、なにも言ってくれなかったら、ぼくはなんの力にもなれないよ？」


　その言葉で、はっとしたように部長が顔を上げる。


「丈途さん……」


　思わずやってしまったかのようにぼくの手をこぼし、部長はただこちらを見つめていた。


「あたくし……あたくし……」


　部長の腕が、再びこちらに伸びてくる。今度はぼくの手でなく、ぼく自身を捕つかまえようとするようにゆっくりと伸びてくる。そして、ついにぼくを抱だきしめようとした瞬しゆん間かん──。


「……っ……！」


　彼女は耐たえるように呻うめき、宙で拳こぶしを固めた。次いでその拳を自分の胸に置き、絞り出すようにして「ごめんなさい……」とまた謝ってくる。


「丈途さん、今日はこれで……」


　言うなり部長はベッドから立ち上がり、逃にげるようにして扉とびらへと向かう。


「──部長！」


　ぼくの声で、部長の足が一いつ瞬しゆん止まった。彼女は前を向いたまま、震ふるえる声を出してくる。


「……ごめんなさい。でも……ありがとう」


　それだけ言うと、今度こそ本当に部屋を出てしまう。


「……部長……」


　シャンプーの残り香がだけが、いつまでも部屋に漂ただよっていた………………………………………。





　あの一件で部長の胸の傷に触れて、ぼくは彼女がどれほどの想おもいを持って夢を追いかけているのか知った。だからこそ部長を信じると決めたのだ。零組への編入は本当に唐とう突とつなことで、しかも部長が強ごう引いんに推おし進めたことではあったが……部長を信じる気持に迷いはない。


　ぼくは自分の決意をもう一度確かく認にんするように頷うなずくと、目の前にいる鳴唐さんを見つめる。


　いつの間にか、彼女はうつむいてしまっていた。


　ぼくがずっと考えにふけっていたせいだろうか……。


「鳴唐さん。ぼくだって三組を離はなれるのは寂さびしいよ。でもぼくは……ぼくたち一年零組は、閃学園にいる天才たちだからこそできる大きなことのために働くんだ。もしよかったら、鳴唐さんもそれに力を貸してくれないかな？　ぼくはまだ世界平和計画の詳しよう細さいを知らないけど……部長なら、本当にやってのけるかもしれないって思うんだ」


「丈途くん……」


　顔を上げた鳴唐さんの瞳には、わずかに涙なみだの跡あとが残っていた。うつむいていたのは涙を隠かくすためだったのかもしれない。


　それを証明するかのように彼女は慌あわてて目の辺りを拭ぬぐうと「ごめん。丈途くんが零組でがんばろうとしてるのに、吹音、わがまま言っちゃった……」と一いつ所しよ懸けん命めいに笑えみを浮うかべてくる。


「──ごほんっ！　僕だって、丈途が三組からいなくなって寂しいんだけどね!!」


　横から不ふ機き嫌げんな声がしたので目を向けると、律がむすっとした顔でこちらを見つめていた。


「──あんたみたいな変態作家でも、いなくなるとクラスが静かすぎてかなわないわ。ま、これからは嫌いやでも映画撮さつ影えいで会いそうだけど」


　鳴唐さんの脇わきに立つ蘭が、鼻を鳴らしながらそう口にする。


「みんな……」


　クラスを離れたあとでもいつもと変わらず接してくれるみんなを見て、目め頭がしらが熱くなった。まるで今でも三組にいるかのような錯さつ覚かくを起こしてしまう。


「映画作り、みんなでがんばろうね！」


　ぼくが言うと、鳴唐さんと律が元気に頷く。蘭は「クロト先せん輩ぱいがいるなら大だい丈じよう夫ぶよ」と肩かたをすくめていた。


　──そうか！　この三人は秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いのとき、クロトがいる秩序派にいたメンバーだった！　無秩序派にいたぼくと違ちがって、クロトに好意的なんだ！


　閃学園では一度、生徒たちが秩序派と無秩序派の二手にわかれて大きな争いを起こしたことがあった。そのとき秩序派のリーダーとして無秩序派のぼくと敵対していたのがクロトなのだ。ゆえにぼくはクロトに対していい感情を持っていなかった……。


「──丈途、そろそろ自分の矛む盾じゆんに気づけ。クロトと部長は同じ〝計画〟を進めているんだぞ。クロトは信じられないが部長は信じるだなんて都合のいいこと、まかり通るわけがないだろ」


　鋭するどい声がしたので目を向けると、一眼レフのカメラを首に下げたジーパン姿の女の子が見えた。天才写真家の名めい機き来らい夏かだ。彼女は無秩序派だったので、ぼくと同じくクロトに対していい感情を持っていない。


「どうして来夏がここに？　映画作りには絶対に参加しないと思ってたのに……」


「なんだ？　私も一応は三組のクラスメートだったはずだが、いると迷めい惑わくなのか??」


「そんなことないよ。来夏もいてくれたら、本当に三組にいるような気分になるし……」


「ふん、まぁいい。私は謡うた江えに説得されて来ただけだ」


　来夏が横を向いたのでぼくも目をやると、そこにはアイドルと見まがうかわいい顔をした女の子がいた。歌の才能を持つ、園その声こえ謡江である。


「元々別クラスの私は、この場にお邪じや魔まだったかしら？」


　妙みようにツンとした声で喋しやべり、謡江は顔をそらしてしまう。


「謡江……無秩序派だったのに、どうしてここに？」


「丈途くんだって無秩序派だったでしょ！　なのにクロト先輩の計画に協力して……」


　謡江は頰ほおを膨ふくらませると「心配して損したわ。三組のみんなと楽しそうにしてるし」と、すねたようにつぶやく。


「──謡江ちゃんはね、ポルノ作家くんのことを心配してボクたちを集めたんだよ～！」


　あっけらかんとした声とともに、大きな白衣を着て裾すそを引きずった背の低い女の子がぼくに抱だきついてくる。クォーター独特の日本人離ばなれした美び貌ぼうを持つ、天才発明家の香か学がく創つくるだ。


「謡江ちゃんに感謝しないとね！　ボク、戦争は嫌きらいだけど……将来は世界を狂くるわすマッドサイエンティストになるから、この映画には参加しないつもりだったんだからね！」


　……創。戦争が嫌いなのに世界を狂わせたいって……言ってることおかしいよね？


　ぼくが苦く笑しようしていると、来夏がため息混じりにこちらへ話しかけてくる。


「私たちは謡江に声をかけられて、クロトの監かん視しをするためにここへ来たんだ。まぁ、『ポルノ王』をお前が演じるとなれば、醜みにくい写真をたくさん撮とれそうだという理由もあるがな」


　来夏はそう言うとカメラに手をやり、口の端はしを上げて微笑ほほえんだ。


　ぼくは再び苦笑すると、改めて謡江へと目を向ける。


「謡江、わざわざ無秩序派だったみんなを集めてくれてありがとう。心強いよ」


「そう言ってもらえると嬉うれしいわ。丈途くんが部長のことを信じるって言うなら、私も信じる。でもさっき来夏さんが言った通り、部長とクロト先輩は同じ計画を進めているふたりだってことは忘れないでね」


「……うん」


「私、また丈途くんがクロト先輩に才能を封ふう印いんされて小説を書けなくなったりしたら、嫌よ」


「謡江……あのときはぼくのことを支えてくれてありがとう。謡江のおかげで思いついた連れん載さい小説『奥様は歌魔ま女じよ』も、かなり人気が出て本当に助かってるよ」


「……あの、そこは素す直なおに喜べないところなんだけど……。主人公の名前、ウタエだし……」


　──奥様は歌魔女。それは、歌魔女にしてちょっとエッチな若奥様のウタエがいろんな魔ま法ほうを使って様々なエッチにチャレンジするという、ドキドキの一大シリーズなのだ！


「ぼくにポルノ小説の才能が戻もどったのは、謡江のおかげだからね。感謝の気持をこめてシリーズを書いてるんだよ。『初めてのソフトＳＭ編』に始まり、『たまにはコスプレ編』・『勇気を出して大人のオモチャ編』と様々なシチュエーション展開で人気がどんどん高まって──」


「やめてよっ！　私をモチーフにしてるってバレバレの主人公でそんな展開しないでっっ!!」


「なに言ってるのさ。読者だって歌魔女のウタエが次はどんな魔法でエッチをするのか愉たのしみに待ってるんだ。ぼくとしてはそろそろ『マニアックに木馬編』でも書きたいんだけど、どうかな？」


　嬉き々きとして語るぼくの声を耳にしながら、謡江は真っ赤に染まった顔を両手でおおいつつ「あぁ……私、なんで丈途くんの妄もう想そうを応おう援えんしちゃったんだろう……」と漏もらしていた。


　才能が封印されたときの話をこうやって明るくできるのも、全部謡江のおかげだ。謡江……本当にありがとう。


　ぼくは真っ赤に染まった顔を両手でおおっている謡江を見つめ、微笑んでいた。


　──バタタタタタタッ！


　唐とう突とつに、上空から一機の大型ヘリコプターが近づいてきた。両側から翼つばさがのびており、全体的になめらかな曲線で作られた近未来的なフォルムをしている。それはあっという間にぼくらの目の前まで来ると、砂さ塵じんを巻き上げて着陸した。


「──ずいぶん集まったね」


　ヘリコプターの中から、眼鏡めがねをかけて制服を端たん正せいに着た男が出てきた。──クロトだ！


「みんな。ぼくたち映画研究会はこの反戦映画作りを手伝わせてもらうことになった。これからお互たがいがんばろう」


　映画シナリオの天才たるクロトは、映画研究会に所属する三年生である。しかしすでに商業映画でも活かつ躍やくしており、クロトが関かかわった映画は常に興行収入数十億を叩たたき出すと有名だ。ぼくとは年ねん齢れいも媒ばい体たいも違ちがうが、それにしても売上げの桁けたが違う相手であった。


「それでは、さっそく映画撮さつ影えいの準備を進めよう」


　クロトが喋り終えると同時に、ヘリコプターの中から数名の生徒が大量の本を抱かかえて出てきた。その生徒たちは抱えていた本を手早くみんなに配り始める。


「これはポルノ王の映画シナリオさ。ポルノ王という人物を追うことで反戦の意を伝えるヒューマンドラマになっている。映画作りに参加する者の中からぼくが役を決めて割り振ふってあるから、確かく認にんしておいてくれ」


　配られている本の表紙には大きな文字で『ポルノ王（仮）』と記されていた。……映画のタイトルなのだろう。


「いくら（仮）でも酷ひどいタイトルだな……」


　知らず漏らしていると、クロトの脇わきに立ってビデオカメラで辺りを撮影している男が目に入った。一見『ポルノ王（仮）』のメイキングビデオを撮影しているように見えるが……クロトは現実を映画シナリオに見立ててすべてを意のままに操あやつろうとする男だ。おそらく、あのカメラが撮影しているのはクロトが今まさに演じているなんらかのシナリオなのだろう。


「今この瞬しゆん間かんも、クロトのシナリオの一シーンってことか……」


　本当に油断ならない男だ。改めてそう思った。


　ぼくが顔を引きしめていると、クロトがこちらに気づいて近づいてくる。その手にはシナリオが二冊持たれていた。


「きみの演技には期待してるよ、主演男優くん」


　そう言って、クロトはぼくにシナリオを一冊渡わたす。


「……なんでぼくが主演男優なのさ」


「おおまかな説明はあの子から聞いたはずだろ？」


　クロトはそう喋しやべると、少し離はなれた場所にいる部長へと目をやる。部長はのこぎりや金かな槌づちといった工具を持っている生徒たちとなにか話していた。美術を担当している生徒と打合せをしているのだろう。


「……部長が決めたことなら信じるけど、クロトが決めたことなら話は別さ。だから確認してるんだ」


「ふっ……ずいぶんと嫌きらわれたものだね。わかったよ、詳くわしく説明しよう。ぼくの書くシナリオは常にヒューマンドラマだ。つまり、どれだけ人物を描えがけるかが重要になってくる。今回〝ポルノ王〟というキャラクターを思いついたとき、ぼくは丈途くんをイメージしてシナリオを書いたんだ。見知った人がキャラクター造形の根幹にあるなら、より人物を深く描けるからね。だがそれゆえに、ポルノ王を演じられるのは丈途くんだけになってしまったのさ。よろしく頼たのむよ」


　クロトはそう言って肩かたをすくめていた。


　──って、薄うす々うす感づいてたけど……ポルノ王ってぼくだったんだ!!


　心の中で激しく突つっこみつつも、ぼくはクロトに疑わしげな視線を向ける。


　……本当に、今喋ったことだけが理由なのかな……？


「……さて。主演男優へのあいさつはすんだし、主演女優にもあいさつをしてこようかな」


　クロトはそうつぶやきながら辺りを見み渡わたし、誰だれかを捜さがしていた。


「主演女優？」


　ぼくは声を上げながらも、クロトの視線が一点に定まったので同じ方を見る。するとそこには……鳴唐さんがいた！


「ま、まさか……鳴唐さんが主演女優なの!?」


「そうさ。吹音さんの演技は、秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いのときに見せてもらったからね。彼女、相当なものだよ。芸術家気質が演技にプラスの力を与あたえているね」


「だからって鳴唐さんにまた主演なんてさせて……」


「とにかくぼくのシナリオを読んでみたまえ。他ほかにもきみの友達が出演しているよ」


　クロトの台詞せりふを聞き、ぼくは慌あわててシナリオのページをめくる。


　キャストが書かれたページを見つけると、彼が言った通りたくさんの出演者にまじって見知った名前が載のっていた──。





『主演』


●芥川丈途→ポルノ王


●鳴唐吹音→反戦音楽家





『助演』


●円修律→某ぼう国こくの作戦本部に勤める数学者


●霧線蘭→某国の諜ちよう報ほう機関に勤めるクラッカー破壊者


●香学創→某国のマッドサイエンティスト


●園声謡江→某国の元アイドルにしてポルノ王の補ほ佐さ官かん


●名機来夏→ジャーナリスト





「な、なんてそのままの配役……!!」


「その方が演技しやすいだろうからね」


　クロトはさらりと言うと、鳴唐さんの前まで進んで優ゆう雅がにひざまずく。


「今度こそ貴女あなたにハッピーエンドを贈おくるために、主演女優をぜひ受けて欲しい」


　芝しば居いがかった台詞だが、クロトが言うと嫌いやになるほど様になった。さきほどまで辺りを撮影していたカメラマンも、クロトのそんな様子を敏びん感かんに察知してじっと撮とり始めている。


「この映画って、世界平和を実現するための大切な映画なんでしょ？　吹音が主演して大だい丈じよう夫ぶなの??」


「もちろんさ。吹音さんがいないと、この映画は成り立たないよ」


　不意に、鳴唐さんがこちらを見つめてくる。そして制服のポケットから一枚のリードを取り出すと、視線を落とした。


　──あれはぼくが以前「がんばってね！」と彫ほったリードだ!!


　ぼくと鳴唐さんはお互たがいリードに「がんばってね！」と彫り合い、一枚ずつ持っている。ふたりで相手を応おう援えんし合った思い出の品だ。


「吹音、前にクロトさんの映画に出演したとき、自分を変えるためにがんばったの。吹音は人見知りが激しいし自分の気持もあまり表に出せないし……そんな自分を変えるためにがんばったの」


「覚えているよ。生徒会長にまで立候補して……吹音さんは変わったと思う」


「でも吹音、ポルノ小説が恋れん愛あい小説じゃなくて……その……あの……エッチな小説だってわかって、丈途くんにエッチな妄もう想そうをやめさせようとしちゃったの。丈途くんがどれだけエッチなことを愛してるのかわかってなくて、自分の意見を押しつけようとしちゃったの」


「気にすることはないさ。吹音さんの心の清さは、丈途くんもよく知っているだろうからね」


「気にしちゃうよ……。だからね、吹音、もう一度がんばろうと思うの」


「なにをがんばるつもりなんだい？」


「映画の主演よ。ポルノ王の相手役として映画に出れば、謡江さんみたいに丈途くんのエッチなお話につき合えるようになるかもしれないし……なにより、今度は生徒会長のときみたいにがんばる方向を間ま違ちがってないよね？　吹音、もう丈途くんと敵対するなんて嫌いやなの……」


「大だい丈じよう夫ぶさ。丈途くんは一年零組としてこの映画作りの中心にいるんだ。吹音さんが主演をやれば大きな助けになるよ」


「わかった。吹音、主演をやる」


「──ちょっ……鳴唐さん！　そんなに簡単に引き受けていいの!?　っていうかクロト！　勝手にぼくの気持を代弁するなよ！　ぼくは鳴唐さんの主演を──」


「丈途くんは吹音と共演するの……嫌？」


　慌てて喋しやべるぼくへ、鳴唐さんが悲しそうに問いかけてくる。


　い、嫌なわけないっていうか……むしろ……嬉うれしい!!


「丈途くん、頰ほおが緩ゆるんでいるよ？」


　クロトの茶ちや化かすような言葉で、ぼくは自分の頰に手をやる。


　──本当に緩んでた!!


「決定だね。そもそも、吹音さんが進んで出演を引き受けたんだ。丈途くん。彼女のやる気に水をさすのは野や暮ぼだと思うよ」


　クロトはそう喋ると鳴唐さんの前から立ち上がる。


「吹音さん、演技に悩なやんだらいつでも相談にのるよ。もちろん、丈途くんも気軽に相談してきて欲しい。きみたちふたりは大事な主演なんだからね」


　彼は言いながら鳴唐さんとぼくを一度ずつ確かく認にんするように見ると、こちらに背を向けて去り始めた。


　……もちろんぼくも相談してきて欲しいって……どういうつもりだ？　クロトの奴やつ、鳴唐さんを主演にしたがるのは相変わらずだけど……今日の発言、なぜかぼくに対して前みたいな敵意がなかったな……。


　クロトと会ってどこか構えていたぼくは、肩かたすかしを食くらったような気分になる。


　感情のやり場に困って視線をさまよわせると、クロトから渡わたされたシナリオが目にとまった。


「……とりあえず、読んでみるか」


　──映画『ポルノ王（仮）』の概がい要よう。それは、戦争中の各国を渡り歩くポルノ王がその国の要人に会い、エロの力をもって要人に戦争の無意味さを説き、戦いを終結させていくというものだった。どうやってこの映画で反戦効果をもたらすつもりなのかと思ってラストシーン近くまで読み飛ばしてゆくと──。





○オーケストラ会場前（夜）




「反戦音楽家の鳴唐吹音と、軍事国家のオーケストラが夢の共演！　今夜、ついに世界の平和が宣言される!!」と書かれた看板が会場前に立てかけられている。







「って……鳴唐さんがオーケストラと共演!?」


　ぼくは思わず叫さけんでしまう。


　鳴唐さんは中学生のときにオーケストラと共演したことがあるのだが……そのとき、担当していたソロパートを本番中にまったく吹ふけなかったという演奏事故を起こしていた。天才クラリネット奏者として周りから様々なことを押しつけられてきたせいで、他人と力を合わせられなくなってしまったようなのだ。彼女はこの失敗がもとで中学校を不登校になり、以来、オーケストラとの共演はトラウマだった。


「鳴唐さん、このシーン……」


　ぼくがオーケストラとの共演シーンを彼女に見せると、その顔が瞬しゆん時じに青ざめた。


　……やっぱり、まだ立ち直ってなかったんだ……。


「オリエンテーション大会の伴ばん奏そうで、いくらかは集団に慣れたと思ったんだけど……」


　出会ったばかりの頃ころの鳴唐さんは常にひとりだった。オリエンテーション大会でぼくが彼女に合唱の伴奏を頼たのんだときも、悲痛な叫びを上げて断ったほど彼女は集団が苦手だ。


「鳴唐さん。このシーン、やっぱりできないよね……？」


　彼女はなにも答えない。青ざめたまま、ぼくの言葉が届いていないようであった。


　オーケストラとの共演シーンは鳴唐さんのトラウマそのものだ。オリエンテーション大会の伴奏とはわけが違ちがう。この反応は無理もなかった。


「ぼくだっていつかは鳴唐さんにオーケストラと共演して欲しいけど……」


　オリエンテーション大会の伴奏は、鳴唐さんがぼくたちの想おもいを汲くんだ結果の共演だった。しかしクロトのシナリオにあるオーケストラシーンは、降って湧わいたように用意されたものである。こんなシーンは……鳴唐さんを痛めつけるだけだ!!


「クロト！　このシナリオ、書き直してくれよ!!」


　こちらから遠ざかっていたクロトへ向かって声を上げると、彼はその場で足を止める。


「……どうしたんだい？」


「鳴唐さんがオーケストラと共演するシーン、削けずってくれ!!」


「なるほど、あのシーンか。一応説明すると、この映画に出る役としての『鳴唐吹音』と現実の吹音さんはかなり近しい設定にしてある。役としての鳴唐吹音は、戦争で人々が狂きよう気きに包まれる様を見て集団に恐きよう怖ふを抱いだいているんだ。つまり軍事国家のオーケストラと共演するシーンは、彼女が平和のためにトラウマを乗り越こえて演奏する感動的なシーンなのさ」


「集団に恐怖を抱いている設定って……まさかクロト、鳴唐さんのトラウマを知っててあのシーンを書いたの!?」


「そうさ」


　あまりにもあっさりと答えるクロトを見て、一いつ瞬しゆん、ぼくは思考が止まってしまう。


　……トラウマを知っててあのシーンを書いたって……え？　それって一体──。


「クロト！　どういうつもりだよ!?　秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いのときもそうだったけど……なんでいつも鳴唐さんに無理をさせようとするんだ!!」


「吹音さんのクラリネットには素す晴ばらしい力があるからさ。きみも秩序派と無秩序派の戦いのとき、吹音さんのクラリネットが生徒たちを魅み了りようしたことは知っているだろ？　それに、戦争と音楽は切っても切り離はなせない関係にある。音楽家たちは戦時中、人々を戦争へと駆かり立てる曲を作って奏でていたんだ。感情レベルですぐに想いを伝えられる音楽は都合のいい洗脳道具だったからね。だからこそ、音楽家たちが力を合わせて平和への願いを奏でるあのオーケストラシーンは重要なんだ」


　クロトは再びこちらに背を向けると、「そもそも、吹音さんがあのシーンを演じることは無理じゃない」と言い置いてまた去ろうとする。


「ちょっと待てってば！　無理じゃないってなにを根こん拠きよに言ってるのさ!?」


　ぼくの言葉を聞き、クロトはわずかに口の端はしを上げて振ふり返った。


「いずれわかるよ。あのシーンは必ず撮とれる。吹音さん自らの望みでね」


　予言でもするかのような口調……。その確信めいた振ふる舞まいに、ぼくはつい言葉を失ってしまう。


「丈途くん。きみはオリエンテーション大会で吹音さんの傷をわずかに癒いやした。ならばぼくは、この映画撮さつ影えいで完全に癒してみせよう」








【シーン１　某ぼう帝てい国こくの城内】


　映研撮影　映画『ポルノ王（仮）』メイキング映像より





　顔の下半分だけをおおう不思議な仮面をつけた男が、その身を包んだ黒衣を揺ゆらして薄うす暗ぐらい牢ろうの前まで進む。──ポルノ王、丈途である。


「きみは国民を戦争に駆り立てる曲を演奏しなかったせいで、ここに囚とらわれたらしいね」


　その言葉を聞き、牢の中で誰だれかが顔を上げた。ボロ布を着せられ、たったひとりで牢に囚われている少女……反戦音楽家の吹音だ。


「きみの演奏は乙女旋律ラブリー・クラリネツトと呼ばれ、多くの者を魅了してしまう。ゆえにその力で国民感情を操作したい国も多い。この国もまたそうだ……違うかい？」


　ポルノ王の問いに、吹音は警けい戒かいしつつも頷うなずく。彼女の特とく殊しゆな力を狙ねらって今までたくさんの者が近づいてきた。そのせいで彼女は、誰も信じられなくなってしまったのだ。


「そう警戒しなくてもいい。ぼくはきみを助けに来たんだ」


「噓うそ！　みんな吹音に甘い言葉をかけるけど、結局は利用しようとするんだもん!!」


「ぼくは世界平和を目指すポルノ王だ。そんなぼくが、どうしてきみを利用するんだい？」


「知らない！　でも、あなたもきっと吹音のこと利用するつもりだもん!!」


「その疑うたぐりよう……よほど恐こわい思いをしてきたんだね。きみを狙う輩やからは皆みな、女性の扱あつかいを知らなかったようだ。女性は愛めでるべき存在だというのに……」


「──ポルノ王、時間がありません！　早く吹音さんの救出を!!」


　ポルノ王の脇わきにひかえていた白いスカートスーツの女が、素す早ばやく辺りを確かく認にんしていた。某ぼう国こくの元アイドルにしてポルノ王の補ほ佐さ官かん、謡江だ。彼女が着ているスーツの腕うで部分にはハーレムをイメージした文様がついていた。ポルノ王の寵ちよう愛あいを受けている証あかしである。


「──ポルノ王は吹音殿どのの牢か!?　決して生かして帰すな!!」


　不意に、怒ど声せいとともに大勢の人が駆けてくる足音がした。


「ふっ……今ごろ皇こう帝ていのおでましか」


　ポルノ王は不敵に笑うと、もうすぐ皇帝が姿を現すであろう廊ろう下かの端はしへと目を向ける。


　それと同時に、謡江は持っていた書類の束をめくって素早く声を発した。


「ここの皇帝は吹音さんに恋こいをしています！　しかし皇帝という立場上、吹音さんに優やさしくできずツンデレしています!!」


「……なるほど。たやすい奴やつだね」


　ポルノ王のつぶやきが終わらぬうちに、甲かつ冑ちゆうを着こんだ兵士たちが廊下の端から姿を現した。次いで、煌きらびやかな王おう冠かんと豪ごう奢しやなマントを身につけた皇帝が姿を現す。


　ポルノ王は素早く口元へ手をやると、仮面を剝はいで不ふ遜そんな顔を露あらわにした。


「ポルノ王の力、食くらうがいい！　必殺──」





「──ではみなさん、準備オーケーですわね？」


　急に横合いから女の子の声が響ひびき、大きく見み得えを切ろうとしていた丈途がこける。


　声を発した女の子はそんな丈途を無視して、カメラを構えた生徒や反射板を持った生徒と打合せを始めていた。


「部長！　どうして今から必殺技わざってところで演技を止めるんだよ!?」


「シナリオをもらったのは数日前なんですから、演技練習はもう充分でしょ？　カメラや照明の準備が整ったようですので、俳優のみなさんは所定の位置に戻もどってください。これから本番に入ります」


「少しはぼくの心の準備も考えて欲しいんだけど……」


　丈途のつぶやきを無視し、部長は俳優たちが移動するのを待っていた。それを見た丈途は渋しぶ々しぶ元の場所に戻る。


「３……２……１……アクションッ！」


　メガホンを口に当てた部長のかけ声で、ついに映画『ポルノ王（仮）』がクランクインした。


　この映画は世界平和を謳うたっている。上映も、全世界でおこなわれる。とにかく〝世界〟を意識した映画、それが『ポルノ王（仮）』だ。


　丈途は主演男優として己おのれが背負うものの重さを感じつつ、しかし毅き然ぜんとして顔を上げる。


　そして大きく息を吸い、記念すべき第一声をつむいだ。


「きききぃ！　きみはぁぁ！　国民をぉぉぉ──」


「カ──────ット!!」


　部長が、額に青筋を立ててメガホンで叫さけぶ。


「丈途さん！　いきなり嚙かむなんてどういうことですか!?　練習のときもずいぶんと大根役者でしたが……本番になって大根ぶりに磨みがきがかかってるじゃありませんか!!」


「そんな……だってぼく、演技の天才でもなんでもないし……」


「そんなレベルの大根ぶりじゃありません！　もっと普ふ通つうに演じていいんです！　なんであなたがポルノ王に選ばれたと思ってるんですか!?」


「なんでって言われても……ぼくをモチーフにしたわりには少し台詞せりふが芝しば居いがかったキャラだし……」


「もう……仕方ありませんわね。ではポルノ王が必殺技を使うシーンから撮とります。あのシーンをやれば、きっとコツがつかめますわ」


「えぇ!?　ぼく、あっちの方が難易度高い気がするんだけど……」


「黙だまって監かん督とくに従う！」


「そんなぁ……」


　部長の指示で、みんなが準備を始める。そして撮さつ影えいはすぐに再開された。


　丈途は牢ろうに囚とらわれている吹音を背に、皇帝が姿を現すであろう廊下の端へと目を向ける。


　それと同時に、謡江は持っていた書類の束をめくって素早く声を発した。


「ここの皇帝は吹音さんに恋をしています！　しかし皇帝という立場上、吹音さんに優しくできずツンデレしています!!」


「……なるほど。たやすい奴だね」


　丈途のつぶやきが終わらぬうちに、甲冑を着こんだ兵士たちが廊下の端から姿を現した。次いで、煌びやかな王冠と豪奢なマントを身につけた皇帝が姿を現す。


　丈途は素す早ばやく口元へ手をやると、仮面を剝いで不遜な顔を露にした。


「ポルノ王の力、食らうがいい！　必殺、桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレム!!」


　その台詞とともに、彼の口から言こと霊だまがつむがれ始める。












「──なぜ国民を戦争に駆り立てる曲を演奏しない！」


　皇帝は吹音のいる牢の鉄柵を叩くと、その場に膝を突いてしまった。


「長引く戦いで国は疲弊し、国民も弱っている……わしだってもう戦争は終わりにしたいのだ。しかし、ここでやめたら国が滅びる！　ゆえに争いをやめるわけにはいかないのだ!!」


「……皇帝さん、本当は優しい人なのね。そんなに自分を追いつめることないんだよ？　ほら、こっちに来て」


　吹音に穏やかな声音で言われ、皇帝は牢の鍵を開けて中に入った。すると突然──吹音が、抱きしめてきた！


「お前……どういうつもりだ!?」


「今までこの国の運命をひとりで背負ってきて、辛かったんだね。でも大丈夫。ポルノ王さんに任せれば、きっと世界を平和に導いてくれるよ。だから安心していいの」


　吹音はそう言い、皇帝の股間に手を這わせる。彼女の小さな指は音楽家らしく繊細だった。しかしその動きは艶かしく、クラリネットを演奏するときのようになめらかで複雑だ。皇帝の股間の上で自在に蠢き、様々な方向から同時に責める……。


「ううっ……！」


　皇帝が、背筋に電流でも走ったかのようにのぞけった。それほど吹音の指使いは卓越していたのだ。乙女旋律……その力は、演奏だけにとどまらず責めでも人を魅了してしまうのかもしれない。


「もっと素直に快楽を口にしていいのよ？　皇帝さんは意地っ張りだね。戦争をやめたいって言えないのと一緒」


　吹音は皇帝の股間に口を這わせると、ズボンの上からそっとくわえる。小さな口だが、クラリネットの演奏で鍛えたゆえか強いしめつけで刺激を与えた。


　吹音はそのまま両指を動かすと、まるでクラリネットを吹くかのように皇帝の股間をもてあそび始める。彼女の口に、指に、翻弄されて波打つ股間……。


「うくぁっ……！　吹音殿！　そ、そんな激しい責め……!!」


「素直になってって言ったでしょ？　吹音にどうして欲しいの？」


「そ、それは……あの……もっと、わしの股間でクラリネット演奏をしてください！」


「ふふっ。やっと素直に言ってくれたね」


　ついに心の壁を取り払った皇帝を見て、吹音は微笑む。そして「吹音からのご褒美よ」と言い、まるで曲の盛り上がりを吹くかのように口と指を情熱的に動かして皇帝の股間を責めた。


「ぐおぉぉっ！　吹音殿、わしはもう、もう……!!」


　股間を強くしめつける口、熱く吹きつける吐息、素早いタンギングのごとく連続的に刺激を与えてくる舌……そして、蠢く十本の指……。皇帝は吹音の演奏技術を前に威厳などかなぐり捨て、ただひとりの男としてもてあそばれ続けた。


「皇帝さん。吹音に対して素直になったように、戦争に対しても素直になって。吹音やポルノ王さんと一緒に、平和への道を歩みましょ？」


　皇帝は激しい快楽に溺れる中、吹音のその言葉にただ頷いていた。












「ぐおぉぉっ……！　ポルノ王、貴様、吹音殿に対してなんという桃もも色いろの妄もう想そうを……!!」


　──バタンッ！


　豪ごう奢しやなマントをひるがえし、皇帝がその場に倒たおれた。彼は悦えつ楽らくに浸ひたった顔のまま意識を失い、ビクンッビクンッと痙けい攣れんしている。


「また、つまらぬ者を導いてしまった……」


　ポルノ王は痙攣している皇帝を見おろし、虚むなしそうにつぶやく。いきなり皇帝を倒された兵士たちは愕がく然ぜんとして、完全に足が止まっていた。


　ふと、ポルノ王が顔を上げてその瞳ひとみに兵士たちを映す。


　たったそれだけの仕草で、兵士たちは恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまった。我先にとその場を駆け出し、あっという間に逃にげてしまう。


「……皇帝がいなければなにもできないような腰こし抜ぬけたちだったか」


　ポルノ王は仮面をつけなおすと優ゆう雅がに皇帝の前まで進み、その懐ふところから牢の鍵を取った。


　さきほどからポルノ王の雄ゆう姿しを見つめていた吹音が、息を呑のむ。


「ど、どうして吹音のことを助けてくれるの？　吹音を利用しないんだったら、どうするつもりで助けるの??」


「ぼくはきみと同じく平和を願う者だ。それに──」


　ポルノ王は牢ろうの鍵を開けると、吹音の前に立つ。


「こんなかわいい子を牢に入れるような皇帝、男として許せないよ」


　そう言って、破顔した。


　吹音はその笑え顔がおを見て目を大きく開く。ポルノ王への警けい戒かいが、今の笑み一発で消し飛んでしまったのだ。そして彼女は顔を真っ赤にすると、黙だまりこんでしまう。


　──ポルノ王がまたひとり、口説き落とした瞬しゆん間かんであった。


　恥はじらう吹音を見た謡江が、慣れた手つきで白いワンピースをポルノ王に渡わたす。その服には、謡江の着ているスーツと同じく腕うで部分にハーレムをイメージした文様がついていた。


「さぁ、帰ろう。きみの新しい家、ぼくの住む──ポルノ御ご殿てんへ」


　そう言ってポルノ王が差し出したワンピースを見て、吹音は己おのれの運命を悟さとったかのように一いつ瞬しゆん震ふるえた。


　彼女は恐おそる恐るワンピースを受け取ると、意を決するようにしてポルノ王に抱だきつく。


　吹音の小さな手が、薄うすい膨ふくらみの胸が、ポルノ王にギュッと押し当てられた。


「吹音……こういうの初めてだから……その……優やさしく食べてね」


　こうして、ポルノ王のハーレムにまたひとり加わったのであった……………………………。





「──カット。オーケーですわ。皆様、本日はお疲つかれさまでした」


　メガホンから響ひびいた部長の声を聞き、俳優たちの肩かたから一気に力が抜ぬけた。


　──ドクンッ！　ドクンッッ！　ドクンッッッ……!!


　丈途は異常な高鳴りを起こす自分の胸を押さえ、なんとか息を整える。


　……鳴唐さん、演技とはいえなんの迷いもなくぼくに抱きついてきたな。クロトが鳴唐さんの演技を「芸術家気質がプラスの力を与えている」って誉ほめてたけど……こういうことか。まるで本物の「反戦音楽家・鳴唐吹音」って感じだったもんな……。


　そう思う中で、丈途はついガッツポーズを作ってしまう。


　しかし……おいしい展開だ！　鳴唐さんのかわいらしい胸を合法的に押しつけてもらえる機会なんてそうない！　わかってるじゃないかクロト！　なんだったらもっと激しいシーンも用意してくれっっ!!


　丈途は心の中で叫さけびつつ、演技を終えて一息ついている吹音を見つめた。


「──あっ、丈途くん……」


　丈途の視線に気づいた吹音が、急に顔を赤らめる。ポルノ王に口説かれたときと同じ、真っ赤な顔……。


「ご、ごめんなさい！　吹音、最後の演技で思いっきり抱きついちゃった……」


「いや、いいんだよ！　なんていうか、鳴唐さんの小さな手とか薄い膨らみの胸とかギュッと押し当たって気持よかったし──ってぼく、なにを言ってるんだ!?」


「吹音の……胸？」


　吹音は丈途の言葉で自分の胸を見つめると「当たっちゃったの……？」と真っ赤な顔をさらに赤くしてしまう。


　──まずい！　ぼくの下心、バレバレだ!!


　丈途は焦あせり、まくしたてるようにして喋しやべり始める。


「その……演技がよかったっていう意味なんだ！　全力で押し当たった演技！　ギュッと押し当たった演技！　鳴唐さん、よかったよ!!」


「あ、ありがとう……。丈途くんの演技もよかったよ。あの桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムっていう必殺技わざ……『皇こう帝ていは吹音の演奏技術愛撫を前に威い厳げんなどかなぐり捨て』って辺り、特に気き迫はくが凄すごかったの」


「そう言ってもらえると嬉うれしいよ」


「でもね、吹音、ちょっと気になったんだけど……なんでエア演奏なの？」


「……へ？」


「あのポルノ、皇帝さんの前で乙女旋律ラブリー・クラリネツトのエア演奏してたのよね？　どうしてクラリネットを使わなかったの??」


　……かわりに股こ間かんを使ってたからだよ……。


　とは丈途は言えず、考えるようにして口を開く。


「あの……あれはその……そうだ！　あのポルノはね、反戦音楽家・鳴唐吹音がクラリネットも使わずエア演奏だけで皇帝に感動を与あたえて改心させたっていう話なんだよ！　乙女旋律の威い力りよくを物語ったポルノなんだ!!」


「そっか。エア演奏でも改心させちゃうなんて、乙女旋律は凄いのね。吹音、ちゃんとわかった上で演じないと駄だ目めね……」


　吹音は自分に言い聞かせるようにして、真面目まじめな顔でつぶやいていた。


　……なんとかごまかせたみたいでよかった……。


　丈途はそう思いつつ、さっき自分が喋ったポルノについて考える。『ポルノ王（仮）』のシナリオはクロト担当だが、桃色昇天の内容だけはポルノ小説の天才たる丈途が作っていた。しかし丈途は本来、吹音をモチーフにしたポルノを作れない……。原因はわからないが、がんばり屋さんで一いち途ずな吹音を見ているとポルノにできないのだ。そのため、丈途はクロトからあるアドバイスをもらってポルノを作った。


「反戦音楽家・鳴唐吹音をモチーフにする、か……。クロトの奴やつうまいことを考えたな……」


　丈途は感かん慨がい深ぶかげに漏もらす。


　そのときふと、彼はシナリオを広げてじっと見つめている吹音に気づいた。


　さりげなく近づいて彼がシナリオをのぞくと──。





○オーケストラ会場前（夜）




「反戦音楽家の鳴唐吹音と、軍事国家のオーケストラが夢の共演！　今夜、ついに世界の平和が宣言される!!」と書かれた看板が会場前に立てかけられている。







　……やっぱり、不安だよね。


　丈途はそう考えながら、「あのシーンは必ず撮とれる」と言っていたクロトを思い出す。


「あのときのクロト、やけに自信ありげだったけど……どう考えても無理だよ。あのシーンをなくすよう、また言わなきゃ」


　丈途が頷うなずいていると、部長がなぜか肩を怒いからせつつ近づいてきた。


「丈途さん！　いつまでぼけっと突つっ立ってるんですの!?　映画作りの中心にいる零組のメンバーなんですから、撮さつ影えいの後片付けくらいしてください!!」


「えぇ!?　でもぼく、さっきまで演技してて凄く疲れてるんだけど!?」


「もっと零組としての自覚を持ってください！　後片付けくらい当然です!!」


「そんなぁ……」


　部長は丈途に言うだけ言うと、すぐにその場を離はなれて生徒たちと打合せを始めてしまった。


「──丈途くん。吹音、クラリネットの練習があるからもう行くね」


　吹音が、どこか名残なごり惜おしそうにつぶやく。


　城の窓を見ると外はいつの間にか薄うす暗ぐらくなり始めていた。周りに目をやると、ちらほらと生徒たちが帰り始めている。今日は放課後に集まって映画撮影をしていたので、吹音のように今から才能磨みがきを始める者も多いだろう。


「明日あしたの放課後、またここでね」


　吹音が、精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを丈途に向けて言う。


「うん。ここに来れば……また会えるもんね」


　丈途がなにげなく応こたえた台詞せりふで、吹音がわずかに顔を曇くもらせた。


　ここに来ればまた会えるということは、来なければ会えないということでもあるのだ。吹音は、その事実を思い出してしまったのだろう。


　彼女の表情を目にとめた丈途は、自分の失言に気づいて慌あわてる。


「な、鳴唐さん！　ご、ごめん──」


「──吹音ちゃ～～ん！　あたしと一いつ緒しよに学園まで戻もどりましょ!!」


　声のした方を見ると、蘭が元気に吹音のもとへ駆かけてきていた。


「──丈途はまだ仕事が残ってるらしいね。企き業ぎようから頼たのまれてる計算がなければ僕も手伝いたかったんだけど……」


　律が申し訳なさそうに丈途のもとへ来る。


「──あの桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムとかいう技わざはこれからさらに磨けよ！　技を使う方も使われる方も醜みにくいとは素す晴ばらしいぞ！　おかげで今日はいい写真が撮れた!!」


　来夏がカメラを手に上じよう機き嫌げんな様子で丈途へ近づいてきた。


「みんな、撮影お疲つかれさま。学園まで一緒に帰るの？」


　丈途の問いに全員が顔を見合わせる。そして、誰だれともなく「そうしようか」と口にした。


「そっか……よく見ると全員三組だもんね。ちょうどいいか。それじゃ、また明日ね！」


　丈途がそう言うと、みんな彼に思い思いの別れを告げて城の出口へと向かった。


　みんなは明日も教室で会うのだろう。丈途が抜ぬけた、あの一年三組の教室で……。


「ぼく、本当にもうクラスが違ちがうんだな……」


　みんなの後ろ姿を眺ながめながら、丈途はため息を漏らしていた。




【カット】





３　女王様のバスト[image: ]シークレット







「──この詩が生まれた背景には戦争があって──」


　スカートスーツから豊満な胸や肉にく感かん的な太ふと股ももをのぞかせている女教師が、教きよう壇だんの上で国語の教科書を手に喋しやべっていた。ぼくが元いた三組の担任、与よ謝さ野の亜あ希き先生だ。


「三組にいた頃ころは先生の色いろ香かを毎日堪たん能のうできたんだけどなぁ……」


　ぼくはつぶやきながら、ぼうっと亜希先生を見つめる。


「零組に編入したせいで、酸すいも甘いも嚙かみわけた三十代半ばのたわわに実った胸や、男を虜とりこにする柔やわらかそうな太股はたまのご褒ほう美びくらいにしか見られないもんなぁ。夜のベッドでささやかれるような甘い声こわ音ねだって一時の夢程度にしか聞けないし──」


「丈途くん！　つぶやくならもうちょっと小さい声で言いなさい！　喋るほどにどんどん加熱して声が大きくなってるわよ!!」


「──え!?　まずっ──!!」


　亜希先生に注意されて急いで口をふさぐも「今さら遅おそいわよ！　私はあなたへのご褒美で授業してるんじゃありません!!」としっかり怒ど鳴なられてしまう。


「……丈途さん。反戦映画を作るなら、もう少し戦争に対して強い意識を持って頂けませんか？」


　押し殺したような声が左ひだり隣どなりの席から聞こえる。目を向けると、部長が肩かたを震ふるわせつつ頰ほおをひくつかせていた。


「……相手が先生でもお構いなしに妄もう想そうするのね。丈途くんと同じクラスになるって、私が思ってた以上に大変なのかも……」


　部長の向こう側に座っている勝代が、あきらめたようにして漏もらす。


　──まずい！　また下手な妄想を口にしちゃった!!　……いや、待てよ。妄想を口にさえ出さなければむしろハーレムなんじゃ……。勝代から「丈途くん。私、授業で体がなまっちゃったから今夜は思いきり動きたいわ」と言われて張りのある胸を情熱的に押しつけられる妄想とか、部長から「あたくし体がこってしまいましたわ。丈途さん、胸を揉もんでくださらない？」と言われて大きな胸を丹たん念ねんに揉まされる妄想とかし放題だし──。


　──バキバキッ！


　後ろから不ふ穏おんな音が聞こえる。


　振ふり返ると、スーツとサングラスという怪あやしすぎる恰かつ好こうの男ふたりが同時に指を鳴らしていた。部長のＳＰたちだ。


「小こ僧ぞう。お嬢じように対して変な妄想をしたら……死ぬと思え」


　黒人っぽい男が、殺意を隠かくしもせずどすのきいた声を出す。ブレイドだ。


「少年。おいら、お嬢のクラスメートが帰らぬ人になるのは嫌いやだな」


　白人っぽい男が、静かだが有う無むを言わさぬ口調でつぶやく。ロッキーだ。


「す、すみません！　ちゃんと授業を受けます!!」


　ぼくは急いで前を向くと、背筋をピンと伸のばして座りなおす。


　そんなぼくを見た部長は、仕方なさそうにため息をついていた。


「丈途さん。亜希先生が今授業で説明されていた、戦争を背景に生まれた詩のお話……ちゃんと聞いた方がいいですわよ？　戦時中はあなたのような芸術家だって、争いと無関係ではいられなかったんですからね。作家は『ペン部隊』として戦地に派は遣けんされて国民の戦意を高こう揚ようさせるような文章を書かされておりましたし、音楽家は国民や兵隊を鼓こ舞ぶするための曲を作って奏かなでておりました。人の心に届く芸術だからこそ、国民感情を操作するには都合のいいものでしたの」


「……そういえば、クロトも似たようなことを言ってたよ。嫌な時代だよね」


「えぇ、嫌な時代です。そしてそれは今も続いております。戦争とは政治の暴力的な形態……。つまり外交の一手段ですの。いえ、国内の紛ふん争そうも含ふくめれば内政の一手段でもあります。その外交・内政で、二十世紀の戦死者数だけでも一億人を軽く超こえておりますわ。しかも兵器のハイテク化にしたがって、戦せん闘とう員よりも民間人の死者数が増える始末。もう誰だれであろうと『自分だけは戦争と無関係でいられる』だなんて根こん拠きよのない自信は持たない方がいいですわね」


「うっ……！」


　その「根拠のない自信」をぼくは持っていたのかもしれない。身の回りに〝戦争〟という現実がないせいで、違ちがう世界の出来事だと思っていたのかもしれない……。


「丈途くんも少しは彼女を見習って、しっかり世の中のことに目を向けてくださいね」


　亜希先生はホワイトボードへ向きなおると、授業を続けようとする。


「……そういえば亜希先生。零組での授業ってもうずっと前からやってたんですか？」


「当り前でしょ。零組の子も授業しないと進級できないじゃない」


　当り前って言われても……ぼく、零組の存在すら今まで知らなかったし……。


　そのとき、重要なことに気づいた。ぼくはこのクラスになってからまだ……担任の先生に会ったことがないのだ!!


「亜希先生、零組の担任って誰なんですか!?」


「……担任？」


「はい！」


「……え～と……」


「……先生？」


「大だい丈じよう夫ぶ。多分、法的には問題ないように処理されてるはずだから」


「その微び妙みように怪しい回答はなんですか!?」


　先生に突つっこむ中、ぼくはさらに重要なことに気づく。


「このクラス、ホームルームはおろか出欠すらとってないし……よく考えたら授業してる先生、みんな部長のことを『きみ』とか『彼女』とか代名詞でしか呼んでない!!」


「あら、今ごろ気づきましたの？」


　部長はこちらを向くと「あたくしの仕し事ごと柄がら、常に危険がともないますので本名はやたらに教えられないんですの」と軽く説明をする。


　……部長、今、さらっと凄すごいこと言ったな……。


「って部長、もう働いてたの!?」


「はい。あたくし、たまに新聞同好会を休んでいるときがありましたでしょ？　仕事の関係で日本を離はなれておりましたの」


　日本を離れてたって……。


　亜希先生は部長の言葉を聞き、「そうだ。今日の授業にも関係のあることだし、せっかくだからあなたのお仕事の話を丈途くんたちにしてあげたらどう？」と提案してくる。


「いえ……あの……それは……」


　部長は急に口ごもると、すまなそうに首を横へ振ふる。


「いずれ、みなさんの前でお話しするときが来ます。クロトさんのシナリオにそういうシーンがありますから……。それまでは話すことができないんですの」


　亜希先生は〝シナリオ〟や〝シーン〟という言葉に首をかしげていたが、今は部長が仕事の話をしたくないということは理解したようだった。


　なぜか、亜希先生の表情が少しだけ陰かげる。


「……ごめんなさいね。話したくないのなら、無理に話さなくていいの。あなたのお仕事、辛つらいものもたくさん見ちゃうでしょうから……」


　ぼくは先生の言葉を聞いて、部長が閃新聞に載のせた紛争に関する記事を思い出した。中東の紛争地とおぼしき場所で、子供たちと遊びながら笑え顔がおを見せる部長の写真が載った記事……。


　……部長の仕事って多分、紛争と関係あることなんだろうな……。


「──丈途さん」


　不意に、部長が声をひそめてぼくへ話しかけてくる。


「……なに？」


「前にあたくし、自分の秘密に関して『いつか時がくれば丈途さんに一番にお話しします』と言いましたわよね」


「……うん」


「今日の放課後、みなさんが映画撮さつ影えいを始める前に、この教室でお話ししたいと思います」


「え!?」


　ぼくが驚おどろいて部長を見つめると、彼女は何事もなかったかのように前を向いてしまう。


　気がつくと亜希先生は授業を再開しており、教室内にはいつも通りの時間が流れていた。


　……部長がぼくに「一番にお話しします」って言ったのは、あの弾だん痕こんみたいな傷きず痕あとを触さわっちゃったときだよな。あの傷、部長の胸にあるんだけど……その胸に関係する秘密を教えるってことはまさか──。


　ぼくに胸を見せる!?


　ぼくは自分の考えに、不意打のような心臓の高鳴りを覚える。


「ま、待て……落ち着けぼく……」


　部長にはクロトという彼氏がいるのだ。前に新聞同好会の取材でリゾートへ行ったときも、ぼくの部屋をバスローブ一枚で訪ねてきた部長を見てエロ展開が始まるのかと思ったが……結局は真面目まじめな話だった。きっと今回だって……。


「でも、胸を見せるわけだしな……」


　クロトとつき合っているのにぼくに胸を見せるだなんて、どう考えても普ふ通つうじゃない。まさか部長……クロトとうまくいってないのかな!?　それで、ぼくに助けというか抱ほう擁ようを求めてるのかな!?


「あり得る話だ……男と女はわからないからなぁ」


　言いながらも、ぼくの心臓の高鳴りはさらに強まってゆく。


　……あの大きな胸を、しかもひとけのない放課後の教室で見せられるということは、触ろうが揉ももうが顔をはさもうがやり放題なわけで、そうしているうちに部長が「あんっ……！　丈途さん、そんなに激しく……!!」だなんて燃えてくることも起こりうるわけで、互たがいに気分が盛り上がってきた辺りで大人の階段をのぼることも当然の流れとしてあって──。


　ごくり。


　つい、生なま唾つばを呑のんでしまう。


　自分の心臓の高鳴りがうるさすぎて、その後の授業はまったく耳に入らなかった。








　放課後になると、ぼくと部長は映画作りへ行くための準備をわざとゆっくりやった。勝代はそんなぼくらに痺しびれを切らしたのか「私、先に行ってポルノ王のハーレムを準備してくるからね！　女の子をたくさんはべらせなきゃ!!」と、元気に教室を駆かけ出てしまう。


　ロッキーとブレイドは部長の言いつけなのか、授業がすべて終わると黙だまって教室を出ていった。つまり今、教室にはぼくと部長しかいない。


「……やっとふたりっきりになりましたわね」


「うん……」


「あたくしと丈途さんのふたりで立ち上げた新聞同好会ですが……改めてこの部屋でふたりっきりになると、ちょっと緊きん張ちようしますわね」


　はにかんだように言い、部長が微笑ほほえむ。


　ふたりっきりで緊張か……そりゃそうだよな。だって今日、ぼくらは大人の階段をのぼるんだから……!!


　そう思うと、ぼくにも部長の緊張がうつってしまった。黙っていると、その緊張がさらに強まってくる。ぼくはなんとか間を持たせて落ち着くため、必死でさりげない話題を口にした。


「い、今はここ、新聞同好会の部室っていうよりは一年零組の教室だよね……」


「ふふっ、そうですわね」


　…………………………………………………………………………………………………………。


　──な、なにこの沈ちん黙もく!?


　ぼくが焦あせって部長を見ると、彼女はなにか迷うようにして顔をうつむけていた。


「……部長？　どうしたの??」


　ぼくの声を聞き、彼女は意を決するようにして少しだけ上うわ目め遣づかいをすると、そっと口を開く。


「あの……つかぬことをお聞きしますが……あたくしのこと、覚えておりませんか？」


　……へ??


「覚えてるもなにも、部長とは新聞同好会を立ち上げるときからずっと一いつ緒しよだろ？」


「やっぱり気づいてなかったんですね。よかったですわ……」


　部長はほっとしたように息をついていた。


　……よかった？　気づいてなくてよかったってどういうこと??


　ぼくが問いかけようとすると、部長は慌あわてて「なんでもありませんの！　ほんと、今の質問は気の迷いだと思ってください!!」と声を張り上げてごまかす。


　……気の迷いにしては、やけに覚かく悟ごを決めて聞いてきたような──。


「では、あたくしの秘密……今からきちんと丈途さんにお話ししますわね」


　部長は仕切り直すように言うと、改めてぼくを見つめる。


　ひ……秘密……。


　──ごくり。


　またしても、生唾を呑んでしまった。


　部長の胸の秘密……一体なにがあるというのだろうか。例えば、胸が凄すごく敏びん感かんな体質で服がこすれるだけで感じていたとしたらどうだろう……。部長は動くたびに感じて常に喘あえいでいたことになる。だがそれなら、ぼくと同じ一年生なのに彼女が妙みように大人びた色いろ香かを発していることに説明がついた。きっと部長は動くたびに「んくぅ……！　こ、こんな所であたくし、また殿との方がたを欲しくなって……」と身み悶もだえし、ぼくが零組に編入してからは「はあぁっ……！　た、丈途さん、あたくしの情じよう欲よくに気づいて……!!」と物欲しげな視線をこちらへ向けていたに違ちがいない。


「──部長！　ぼく、情欲に気づいてあげられなくてごめん!!　今からがんばるから……とりあえず、その敏感な胸で顔をはさんで欲しいんだけどっっ!!」


「……胸で顔を、はさむ？」


　部長の額に、青筋がピシッと走る。


「いや、だから、今から胸の秘密の話をするんだよね？　きっと凄い秘密が隠かくされてると思うんだけど……その秘密にまつわる情欲に気づいてあげられなくて──」


「情欲などありません！」


　──ビシィィィ!!


　部長が、丸めて棒状にした巨きよ大だいノートで床ゆかを叩たたく。


「今からするのは、あたくしの仕事の話です！　し・ご・と・の・っ!!」


「……仕事？」


　ぼくが呆あつ気けにとられてつぶやくと、部長は「国語の授業中に少し触ふれていた、あの話です！」と怒ど鳴なってくる。


　……秘密ってそっちだったのか……。べつにクロトと仲が悪くなってぼくに抱擁を求めたわけじゃなかったのね……。


「まったく……丈途さん相手では、雰ふん囲い気きもなにもあったものではありませんわね」


　部長はひとりで肩かたを落としているぼくを見つめ、盛大にため息をついていた。


「今からお話しすることは、本当は一番効果的な場面でみなさんにまとめてお伝えすることです。しかし……少しだけクロトさんのシナリオに反して、丈途さんに今お伝えします」


「いいの？　そんなことしてさ」


「丈途さんに一番にお話しすることは、前からの約束ですもの」


　部長は教室の端はしへ行き、備品として置かれていた銃じゆうを触さわる。そして、なにかを思い出すように目を細めた。


「あたくしの仕事、それは──国家規模の武装解除ですわ」


「国家規模の……武装解除??」


「正式にはＤＤＲと呼ばれる仕事です。兵やゲリラの武装解除をおこない、争いと関係のない普ふ通つうの仕事につけるよう手助けするんですの。みんなが武器を捨てて普通の仕事につけば、国全体の武装解除ができますでしょ？」


「なんか……ずいぶんスケールの大きな仕事だね」


「いえ、地道な仕事ですわ。なにせ過去百年以上、この世界に争いのない年などありませんでしたもの……」


「百年以上も争いっぱなしなの!?」


「国と国との戦争と、一国内での紛ふん争そうを合わせればそうなります。特に、泥どろ沼ぬま化かしている紛争に関してはどうしようもないほど事情が複雑化しているものもありますの。民族・宗教・領土……果ては大国の思おも惑わくなど様々な要因がある中で、血で血を洗っているうちにそもそもなにで争っていたか忘れてしまうほどの状じよう況きようになってしまうんです」


「争いを止めるのって、本当に大変なんだね……」


「はい。しかも、長い戦いの末にやっと国が平和へと歩み始めても、すぐに紛争がぶり返す可能性は高いですわ。紛争後は生活環かん境きようがボロボロですし……かつて敵だった者への憎にくしみも簡単には消えません。銃が手元にあれば、また争いが再発する可能性は高いですわ。だからあたくしは地道にひとつひとつ武装解除をおこなっていくしかありませんの」


「……部長の話を聞いてると、世界平和ってとんでもなく難しいことに思えてくるよ」


「その通りですわ。だからこそあたくしは、反戦映画を通じてまず人々の心から変えていこうと思いましたの。人々の心を動かせるだけの映画を作れば、世界全体に〝反戦〟という大きなうねりができ、争いを収める強い力となりますわ」


　部長は銃から手を離はなすと、どこか影かげのある表情をこちらへと向ける。


「あたくしが零組にいるのも、仕事の特とく殊しゆさゆえですわ。ただのＤＤＲなら名前を隠してまで仕事をする必要はありませんが、お行ぎよう儀ぎよくやるだけではどうにもならないときがありますもの……」


　その言葉を聞いて、ぼくは部長の胸の傷を触ってしまったときのことを思い出した。新聞同好会で雪山に行ったとき、知らず触れてしまった弾だん痕こんのような傷……。部長はあの傷にどれほどの想おもいをこめて世界平和という大きな夢を追いかけているのだろうか。あんな傷を負うほど危険な目にあってまで平和を成しとげようとするだなんて……。


「──って、あれ？　でもよく考えたら、部長と同じ夢を追ってるはずのクロトは普通のクラスにいるよね??　映画シナリオの仕事までやってるし……」


「クロトさんはあたくしと同じ夢を追い始める前から、映画シナリオでその才能を開花させておりましたもの。武装解除の仕事には関かかわっておりませんわ。クロトさんが関わっているのは、閃学園でおこなう世界平和計画の方です」


　……ということは、世界平和を一番に夢見ているのは部長ってことか……。それにしてもクロト、〝映画シナリオ〟っていう自分の道が定まってたのに、あえて部長と一いつ緒しよに世界平和だなんて困難な夢を追い始めるとは……。


「部長とクロト、本当に仲がいいんだね。きっとお似合いのカップルなんだろうな」


　自分の声に、わずかな悔くやしさが滲にじんでいた。その事実に、ぼくは我ながら驚おどろいてしまう。


「──ちょっと待ってください!!」


　部長が、いきなり声を張り上げる。


「ど……どうしたの？」


「あたくし、そこら辺のことも含ふくめて、いずれすべてをお話しできるときを心待ちにしておりますの。ですから今は、答を急がないでください」


　……ん？　それって……どういうこと??


「クロトさんのシナリオにのっとって、お伝えすべきときにきちんとお伝えしますから」


「……まだ、秘密を全部教えてくれるってわけじゃないんだね」


「あたくしとクロトさんのこと……色々事情がありまして、現状でばれてしまうと計画が狂くるってしまいますの」


「色々ねぇ……って、よく考えたらぼく、いまだに部長の本名も知らないし……才能すらわからないままなんだけど!?」


「ふふっ……。女性は、簡単には自分の秘密を明かさない生き物ですのよ？」


　部長はからかうように微笑ほほえむと、ぼくの目の前に立ち、こちらを真っ直すぐ見つめてくる。


「あたくし、丈途さんとなら世界平和という困難な夢も必ず叶かなえられると信じていますの」


「そんな……ぼくにそこまで凄すごいことはできないよ」


「いえ、できます。だってあたくし……あなたのこと、ずっと見てきましたもの」


　まるでぼくのことを昔から知っているような口ぶりで話す部長……。


「……ん？　そういえば部長、さっき『あたくしのこと、覚えておりませんか？』って聞いてきたけど……まさかぼく、部長と昔会ったことあるの??」


「さ、さぁ？　あ、あたくしにはなんのことだか……」


　部長は急にしどろもどろになり、視線をさまよわせ始める。


「おかしいよね？　『やっぱり気づいてなかったんですね。よかったですわ……』とか言ってたしさ」


「と、とにかく、今はそんな話をするために丈途さんといるんじゃありませんのっっ!!」


　部長はこちらに向かって両手を差し出すと、ぼくの右手を包みこむようにして握にぎってきた。


　柔やわらかい部長の両手から、胸の内に燃える想いが宿ったかのような熱さが伝わる。


「あたくし、やっと世界平和計画が本格的に動き出して嬉うれしいんですの！　一緒にがんばりましょう!!」


　彼女はそう言って、力強い瞳ひとみをぼくに向けてきた。


「うん、そうだね。一緒にがんばろう！　ぼく……部長のことは信じるって決めたんだ!!」


「丈途さん……ありがとうございます!!」


　部長はぼくの言葉を大切に受け取るようにして、こちらの手をゆっくりと握り直してくる。


「……あのさ、部長」


「なんですか？」


「もし本当に世界が平和になったら……部長が今やっているＤＤＲって仕事はなくなるんだよね？　そしたらさ、部長はその先どうするの？」


「そうですわね……」


　部長は考えるようにして遠くを見つめる。そして──。


「普ふ通つうの女子高生になって、みなさんと普通の学園生活を送ってみたいですわ」


　そう口にした彼女がぼくに向けた表情は、初めて見る年頃ごろの女の子の笑えみだった。


「部長……」


　思わず、ぼくは声を漏もらしてしまう。


　……部長は本当にそういう生活に憧あこがれてるんだな。高校生なのに国家規模の武装解除だなんて危険な仕事をして、自分ひとりだけで授業を受け続けてたんだもんな。無理もないか。部長が今の仕事を続ける限り、〝普通〟が一番難しいんだろうし……。


「早くそういう生活を送れるといいね、部長。そのためにも……映画作りをがんばろう!!」


　ぼくは部長を応おう援えんするようにして元気よく喋しやべり、勢いよく教室の扉とびらへ向かい始める。


　後ろに目をやると、彼女が弾だん痕こんのような傷のある胸へ手をやり、ぼくが聞き取れないほどの小さな声でなにかささやいていた。


「──丈途さんとなら世界平和は実現できますわ。だって丈途さんはあたくしの……命の恩人ですもの」








　ぼくたちが映画を撮とり始めて数日が経たった。放課後になると学園を出て近くにある映画セットへ向かい、撮さつ影えいが終われば解散して才能磨みがき。みんな、そんな生活が染しみつき始めている。


　今日もぼくは放課後になるとすぐに映画セットへと向かった。巨きよ大だいな門をくぐってセットの中に入るともう、美術や照明を担当している生徒たちが辺りを走り回り、俳優たちは演技の練習をしていた。


　指示を飛ばす声や台詞せりふを合わせる声がゆきかい、映画セット内の喧けん噪そうは相当なものである。


「凄い熱気だ……。なんか、本格的に〝映画撮影〟って感じになってきたな」


　その場の雰ふん囲い気きに圧されていると、近くで演技練習をしている俳優たちの声が聞こえてきた。


「──ゲリラの作戦行動データから統計の変化点を検出して次の作戦行動を予測すると──」


　律が、某ぼう国こくの作戦本部に勤める数学者の演技練習をしている。真に迫せまった演技……というか、実際にゲリラの作戦行動データを使って計算しているらしいので、本気の光景だ。


「──これがゲリラの使ってる携けい帯たい電でん話わね。この電話を電波ジャックできるシステムを作るには──」


　蘭が、某国の諜ちよう報ほう機関に勤めるクラッカー破壊者の演技練習をしていた。彼女も真に迫った演技だが……これも、実際に電波ジャックのシステムを作っているらしいので本気の光景だ。


「映画作りのために、本当にゲリラの作戦行動を予測したり電波ジャックのシステムを開発したりするなんて……」


　ふたりの映画作りに賭かける情熱がうかがえた。


「律と蘭は秩ちつ序じよ派にいたから元々映画撮影には乗り気だったけど……それにしても凄いな」


　ぼくがつぶやいていると、少し離はなれた所から別の俳優たちの声も聞こえてくる。


「──戦争を巡めぐる人の醜みにくさなど当り前すぎて、芸術にもならん!!」


　ジャーナリスト役の来夏が、一眼レフのカメラを手に演技の練習をしている──って、今の台詞、クロトの作ったシナリオと違ちがう気が……。


　持ってきたシナリオを開いて確かく認にんすると、やはり今の台詞は違った。おそらく来夏個人の意見だろう。


「──ふっふっふっ……ボクの発明で世界を狂くるわすために、まずは一いつ旦たん平和になってもらうよ。世界を狂わせるのはあくまでボクなんだからね。ふっふっふっ……」


　某国のマッドサイエンティスト役の創が、巨大エンジンとおぼしき機械の前で不ふ吉きつな笑い声を上げていた。


　……世界を一旦平和にしたあとで狂わすって……創、良い人なんだか悪い人なんだかわからないよ……。


　念のためシナリオを確認してみると、やはりクロトの書いた台詞ではなかった。


「ふたりともクロトのシナリオに合わせるつもりはないようだけど……戦争は嫌いやなんだな」


　無秩序派だったふたりを見つめながら、ぼくは苦く笑しようしてしまう。


「──この映画作りを通じて、みなさんの反戦意識は確実に高まっているようですわね」


　気がつくと、部長がぼくの脇わきに来て嬉しそうに辺りを見つめていた。


「この調子でいけば、いい映画が撮れそうですわ」


「うん。みんなの熱気、凄すごいもんね」


　ぼくの言葉に、部長は笑みを浮うかべて頷うなずく。


　……よかったね、部長。いつか本当に普ふ通つうの女子高生になれるといいね。


「──なんでわしらの衣装が逆に発注されとるんだ!?　作り直しだぞ!!」


「──私、またやっちゃった～！　もう、私の馬ば鹿か馬鹿っっ!!」


　唐とう突とつに、男の怒ど鳴なり声と女の子の涙なみだ声ごえが響ひびいてきた。目を向けると、恰かつ幅ぷくのいいオールバックの男が見える。ボスの才能を持つ党とう野の総そう才さいだ。彼は豪ごう奢しやなローブを着て、苛いら立だたしげに電子葉巻から紫し煙えんをくゆらせていた。ちなみに涙声になっている女の子は……勝代だ。


「……ふたりともどうしたの？」


　ぼくが問いかけると、勝代が「総才くんって本当はレジスタンスのリーダー役なんだけど、悪徳政治家みたいな顔してるから悪徳宰さい相しよう役の衣装を用意しちゃったの……」とつぶやく。


　ドジっ子の勝代らしい間ま違ちがいだ……っていうか本人の前で「悪徳政治家みたいな顔してる」って……酷ひどいな。


「わ、わしは将来この国を背負う有能な政治家になるんだがな……」


　案の定、総才は頰ほおをひくつかせながら喋っていた。


　……ん？　そういえば総才は「わしらの衣装が逆に発注されとる」って言ってたけど、衣装が違ってるもうひとりって一体……。


　周りを見ると、ウェーブがかった茶ちや髪ぱつの男が土つち埃ぼこりにまみれた中東系の民族衣装を着ているのが目に入った。彼は子役時代に一いつ世せいを風ふう靡びした男。〝千の仮面を持つ少年〟という異名を持つ演技の天才──。


「な、な、な……名前なんだっけ？」


　──ズサァァァッ!!


　彼はまるでコメディー映画のように派手にこけていた。


「おいおい丈途くん。僕を忘れてもらっちゃ困るな。きみと僕とは吹音さんを賭けて戦うライバルだろう？」


　……あぁ、なんか、遠い昔にそんな台詞を言われたような記き憶おくが……。


「僕は演劇界にその人ありと言われた男……主しゆ屋や久く成なる樹きさ!!」


　彼は大きく足を開いて立つと、右手の親指で自分を指して自じ慢まんげに胸をそらしていた。


　……なんだろう、この感覚。成樹を象しよう徴ちようするのにふさわしい一言があったような……あれは確か……そうだ！


「うざい」


「いきなり酷いね!!」


　成樹のツッコミは、またしてもコメディー映画のように派手なリアクションでおこなわれた。


　……やっぱり、うざい。


　そう思う中、ぼくはふと、ここにいるメンバーが秩序派と無秩序派の戦いのときどうしていたのか考える。


　……え～と、総才は政治家から接待旅行されててあの戦いに出てなかったな。あとは──。


「成樹って秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いのとき、どっちにいたの？」


「もちろん、吹音さんがいた秩序派さ」


「なるほど……勝代はどっちだった？」


「私、風邪かぜをこじらせてたからあの戦いに参加してないの。妙みように長引いちゃって……」


「それは大変だったね……」


　普ふ段だん元気な人ほど一度病気にかかると弱かったりする。勝代もその口だったらしい。


「部長は零組だから関係なかっただろうけど……学園の校訓に反対するような記事を閃新聞に載のせてたし、秩序派だよな。そう考えるとこの映画作り、本当にいろんな考えの人が協力してやってるんだな……」


　ぼくは感かん慨がい深ぶかげに漏もらしていた。


〝世界平和〟という旗のもとに主義主張の違う生徒たちを集めた部長の記事は、本当に凄い。


「──えと、ポルノ王さんはいろんな国の女の人たちを助けてるのね。んと、偉えらいのね──」


　思いにふけるぼくのもとへ、やけに歯切れの悪い台詞せりふが流れてくる。目を向けると、こちらから少し離はなれた場所で謡江と鳴唐さんが演技練習をしている姿が見えた。


　……今の台詞、鳴唐さんだよな？　どうしたんだろう……。


　不思議に思ったぼくは、勝代たちに別れを言って鳴唐さんたちのところへ向かう。


「……鳴唐さん、なにかあったの？」


　彼女は映画の衣装である白いワンピースに着き替がえていた。どこか暗い顔をしており、落ちこんでいるように見える。


「──あっ、丈途くん！　吹音、その、あの……なんでもないの!!」


　彼女はぼくを目にとめると慌あわてて声を上げてきた。


「……なんでもあるでしょ？　オーケストラのシーンが近づくにつれて、演技がどんどん悪くなってるじゃない」


　白いスカートスーツの衣装に身を包んだ謡江が、困ったようにぼくへと目を向ける。


　……鳴唐さん、やっぱりあのシーンが恐こわいんだ……。そうだよな……。


　ぼくはすでに、オーケストラシーンを削けずるようクロトに何度も頼たのんでいた。しかし彼は「いずれわかるよ」と言うだけでなにもしようとはしないのだ。


「……鳴唐さん。ぼく、もう一度クロトにあのシーンを削るよう頼んでみるよ」


「い、いいの！　その……吹音、どうしたらいいのか迷ってるっていうか……」


　鳴唐さんはうつむくと「やっぱり吹音、いつかはオーケストラで演奏したいし……」と漏らす。


　──そうだ！　鳴唐さんが尊敬しているクラリネット奏者は、オーケストラで演奏している人だった!!


　ぼくはオリエンテーション大会のとき、彼女が自分の机に置き忘れていた音楽アルバムで尊敬している奏者を知った。その人物はウィーン生まれのウィーン育ちで、ウィーンのオーケストラに入ってクラリネットの首席奏者を務めていたのだ。


「吹音さん、無理しないで。こんな状態じゃオーケストラシーンの演技は難しいわよ……」


　謡江が鳴唐さんを見て心配そうにつぶやいていた。


　映画撮さつ影えいが始まったばかりの頃ころは完全に「反戦音楽家・鳴唐吹音」になりきっていた鳴唐さんだが……さきほどの演技を見る限り、確かに無理があると思う。


「やっぱり、こんな状態が続くようだったらもう一度クロトにオーケストラシーンを削るよう頼むよ」


「そうね。その方がいいと思うわ」


　謡江は言いながら、熱気に溢あふれた撮影現場を見み渡わたす。


「クロト先せん輩ぱいはなにを考えてるかわからなくて怪あやしいけど……私もみんなと同じでこの反戦映画は成功させたいわ。でも、だからこそ主演女優に無理をさせちゃいけないと思うの」


「そうだね。主演女優がこんな状態じゃ、映画が成功するとは思えないもんね」


　ぼくは謡江と同じように撮影現場を見渡した。すると……気のせいか、生徒たちが数日前より減っているように見える。


「おかしいな……。まだ学校に残ってる人たちがいるのかな？」


　ぼくが学園の方へ目を向けていると、こちらの様子に気づいた部長が「参加者はこれで全員ですわよ」と近づいてくる。


「撮影が嫌いやになってやめちゃった人がいるの？」


「いえ、その逆ですわ。飛び抜ぬけて熱意のある方には重要なシーンをお任せするため、戦争と関りのある様々な機関へ演技練習に行ってもらってるんですの」


「戦争と関りのある機関って……それ、危なくない!?」


「大だい丈じよう夫ぶですわよ。前線で戦うというわけでもありませんしね。軍の特とく殊しゆ部隊や軍事衛星を扱あつかっている機関。他ほかにも、軍と関係のある研究機関や武器の製造・売買に関わっているところなど、様々な場所に生徒を派は遣けんしておりますの」


「ほ、本格的だね……」


「なにせ全世界で公開する映画ですもの。有名俳優を使わず閃学園生だけでやる以上、相応の努力が必要ですわ」


「そっか……そうだよね」


　ぼくは息を呑のみつつ、改めて熱気溢れる撮影現場を見渡した。


「──よし、ぼくも演技練習をがんばろう!!」


　気合を入れるようにして声を上げると、ぼくはその場ですぐに演技の練習を始める。


「ポルノ王の力、食くらうがいい！　必殺、桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレム!!」


　自分の発した声を聞くと、ぼくは知らず首を横に振ふっていた。


　……駄だ目めだ。こんなの、ただ大声を出してるだけじゃないか！


「もっと不ふ遜そんに！　もっとたぎるようなエロ心をこめて！　必殺、桃色昇天!!」


　ぼくはそれからしばらく、必死に演技練習をやり続けた…………………………………………。


　どれくらい練習をした辺りだろうか。気がつくと、鳴唐さんと謡江と部長がなにやら話しこんでいるのが見えた。


　──ちょうどよかった。ぼくの演技がよくなったか見てもらおう。


　駆かけ寄ろうとすると、不意に三人の怒ど声せいが重なる。


「「──あの人、ほんっっっと鈍どん感かん!!」」


　……あの人？　鈍感??　みんな、なんの話をしてるんだろう……。


「三人ともどうしたの？　急に怒ど鳴なってさ……」


　ぼくが話しかけると、鳴唐さんと謡江が「「きゃっ！」」と驚おどろいたように短い悲鳴を重ね、ふたりしてあたふたと視線をさまよわせる。


　そんな中、部長が意地悪な笑えみでぼくを見つめてきた。


「女同士の秘密話です。丈途さんには言えませんわ」


「秘密話かぁ……気になるな」


「そんなことより、丈途さんはなんのご用でこちらへ来たんですの？」


「あ、そうそう。ぼくの桃色昇天の演技を見て欲しいんだけど……コスプレポルノがいい？　それともＳＭポルノがいい？」


　ぼくの言葉を聞いて、みんなが固まる。


　そして次の瞬しゆん間かん、さきほどの怒声をはるかに上回る怒鳴り声を重ねてきた。


「「そんなもの、女の子に確かく認にんさせない!!」」


　──バチィィン!!


　三人が同時に放つ平手打ち……。


　誰だれかの手の平がいい所に当たってしまったらしく、ぼくの意識はそのまま闇やみへと落ちてしまった……。




４　不穏な三角木馬シーン







「──痛っ！　中々腫はれが引かないな……」


　朝あさ陽ひの差しこむ体育館に、ぼくの呻うめきが響ひびく。


　今日は全校集会があるため、生徒たちはみんな体育館に集められていたのだ。


　まだ校長の現れぬステージに目を向けつつ、ぼくは痛む両頰ほおとアゴを軽くさする。数日前に鳴唐さんや謡江や部長からされた平手打ちの後こう遺い症しようがいまだ残っていたためだ。


　……この、アゴへの一発がぼくの意識を奪うばったんだよな……。


　アゴについた手形の大きさや本人の背の高さから考えるに、この一発を放ったのはおそらく──鳴唐さんだ！


「恐るべし、鳴唐さんっっ!!」


　小こ柄がらで非力に見える彼女だが、時として爆ばく発はつ的てきな力を見せる。例えばぼくが彼女のリードを食べ物と勘かん違ちがいして舐なめてしまったときは、一ひと抱かかえはあろうかという大きな石を投げつけられて意識を失った。他にも、クラリネットの練習をがんばりすぎて中庭で倒たおれていた彼女を背負ったときは、チョークスリーパーホールドを極きめられて危あやうくお空のお星さまになるところだった。


「小柄だからって、あなどれないんだよなぁ……」


　──ザワザワ──。


　──ザワザワ──。


　ぼくがつぶやいていると、体育館の中ではいつの間にか生徒たちが気軽に雑談を始めていた。


「……みんなよく普ふ通つうにしていられるな。ぼくなんて全校集会があるたびに、また変なイベントが始まるんじゃないかって不安になるのに……」


　閃学園では、こうやって全員が体育館に集まると無む茶ちや苦く茶ちやなイベントが始まることがままある。そのイベントのせいで、ぼくは何度も酷ひどい目にあってきた……。


「イベントを警けい戒かいするこの緊きん張ちよう感かん！　そろそろ全校集会がたえられなくなってきたな……」


　ぼくが冷ひや汗あせを拭ぬぐっていると、正面のステージに紋もん付つき袴はかまを着た初老の男性が現れた。がっしりとした体に長い白はく髪はつと立派な白髭ひげを揺ゆらし、身の丈たけほどもある大きな筆を担かついで颯さつ爽そうとステージの中央を目指している。彼こそが閃学園の校長、黒くろ樹き水すい墨ぼくその人だ。


　校長はステージの中央に来ると、床ゆかに敷しかれていた大きな白紙に筆でなにかを書きつける。それがワイヤーで持ち上げられると──。





『夢』





「──もうしばらくすれば春が来る。進級する者や卒業する者など様々おるが……ここで一度、己おのれの夢を書にしたためて校訓が唱える『我が道』とはなにか自分自身に問うのだ！」


　校長の言葉とともに、先生たちが習字道具一式を配り始めた。


　……なんだ、ただの習字か。よかった……。


　ぼくが胸をなでおろしていると、横からぼそりと声が聞こえる。


「まったく……あの人の理想主義にはうんざりですわ」


　吐はき捨てるような言葉に驚おどろいて顔を向けると、部長が顔をしかめて水墨校長を見つめていた。


「部長……なにもそこまで言わなくても……」


「あたくし、この学園の校訓からして納なつ得とくしておりませんもの。『閃ひらめきを信じろ・感性を信じろ・我が道をゆけ』だなんて、わがままもいいところですわ。この学園にいる生徒はみんな天才。きちんと組織だって動けば大きな力を発揮できますのに」


　その言葉を聞いて、クロトが秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いのときに言った台詞せりふを思い出す。


『──みんなに未来ある正しき道を示し、この学園の真価を発揮させる……それこそ、我々秩序派の考える正義なのさ』


　──部長の考え、クロトと同じだ！


　そう思った途と端たん、背筋が冷たくなった。


　……いや、そもそも部長とクロトは同じ〝計画〟を進めているふたりだ。考えが似ているのは当り前じゃないか。部長は閃新聞を使って学園の校訓に反対するような記事を書いてたし……わかってたことじゃないか。


　ぼくは自分に言い聞かせるようにして内心でつぶやいていた。


「ぼく……部長のこと、信じていいんだよね？」


　いまだ水墨校長を見つめている部長へ向け、ぼくはそっと漏もらす。


「──丈途くんも部長も、夢を聞かれてるのにどうして不安そうな顔だったり怒おこってるような顔だったりするのよ」


　勝代がぼくらへ目をやり、不思議そうに首をかしげる。


「ほら、もう習字道具がきたわよ。校長が言った通り、全力投球で白紙に夢を書きつけましょう！」


　夢……か。閃学園に入学した当初は、ポルノ小説で稼かせいで稼いで稼ぎまくって、世の男たちのリビドー性衝動で築いた財を手に無人島を買い取り、そこにポルノ御ご殿てんを建設して世界中の美女ばかり集めた言語道断のハーレムを作るという野望があったが……。段々そんな野望も口にしなくなってきたな。……なんでだろう？


　ぼくはふと鳴唐さんへ目をやる。彼女はすでに筆を一いつ所しよ懸けん命めいに動かし、夢を書き始めていた。


「なんの迷いもなく書いてるな……。鳴唐さんらしいや」


　次いで謡江の方を見てみると、もう書き終わっていたらしくぼくと目が合う。彼女は手元の紙を持ち上げて、はにかみつつもぼくに夢を見せてくれた。


『歌手デビュー』


　謡江の持つ紙には、そうしたためられていた。


「謡江らしいな。ぼくの将来なんて、小説を書くこと以外に想像つかないんだけど……」


　そう口にしたとき、ぼくは謡江のおかげでクロトに封ふう印いんされた才能が復活したことを思い出した。今ぼくが小説を書けるのは謡江のおかげだ。それなのに「小説を書くこと以外に想像つかない」だなんて……謡江に悪いと思った。


『作家一筋』


「……うん。これでいいんだ」


　自分の習字を謡江に見せると、彼女は「丈途くんらしいわね」と微笑ほほえんでいた。


　ぼくは謡江に笑えみを返し、一年零組のみんなへと目を向ける。


「勝代はどんな夢を書いたの？」


「これよ！」


『献けん身しん一いつ擲てき!!』


「……なにこれ？　まさか……乾けん坤こん一いつ擲てきとかけたの!?」


「うん！　全力でマネージャーするって感じでいいでしょ!!」


　……なんか、やるかやられるかの覚かく悟ごでマネージャーをしてるっぽくて逆に恐こわいよ……。っていうか献身一擲って、覚悟であって夢じゃないし!!


　ぼくは心の中で盛大に突つっこみつつ、今度は部長へと目を向けた。すると──。


『世界平和』


　そう書かれた習字が目に入った。


「……聞くまでもなかったよね」


「愚ぐ問もんですわ」


　部長が確信に満ちた声で答えていると、ステージから校長の言葉が響ひびく。


「──そろそろ全員が夢を書き終えたようだね。それではみんな、できあがった物をこちらへ持ってきたまえ」


　前を向くと、ステージの下に先生たちが集まっていた。


　みんながステージ前まで行くと先生たちは習字を受け取り、体育館の床ゆかに置いてあった大きな木板に貼はり始める。そして全員の習字を貼り終えると、大きな木板を持ち上げてステージ前に立てかけた。


　ぼくはみんなの習字を眺ながめ、見知った名前を探す。


『一＝〇．九九九…円修律』


　……なんだあれ？


　ぼくは律のそばへ行き、さっそく問いかける。


「律、なんで夢が計算式なの？　しかもあの計算、『一』と『〇．九九九…』がイコールなんて、間ま違ちがってない？」


「ふっ……丈途、甘いな。『三分の一』に『三』をかけたら？」


「『一』だよ」


「なら、『〇．三三三…』に『三』をかけたら？」


「『〇．九九九…』だね」


「でも『〇．三三三…』を分数にしたら『三分の一』になるよ？　なんで『一＝〇．九九九…』じゃないのさ」


「──あっ！　本当だ！　なんで!?」


　律は自じ慢まんげに笑うと「たくさんあるように見えて実はひとつ。それが〝夢〟だろ？　だからあの計算式を書いたのさ」と説明する。


　──それ、〝夢〟って字の解かい釈しやくを計算で表しただけじゃん！　夢の内容には一いつ切さい触ふれてないし!!


「長々と説明されたわりに無意味な話だったな……。まぁ、律の夢はどう考えても数学者なんだろうけど……」


　ぼくは漏もらすと、気を取り直して他ほかの人の習字を探す──。


『導師グル　霧線蘭』


「……なんで蘭は夢が宗教系なの？」


　ぼくの言葉に気づいた蘭が「馬ば鹿か！　宗教じゃないわよ!!」とこちらへ来た。


「導師グルっていうのはね、カリスマ的なコンピューター専門家に与あたえられる尊そん称しようよ!!　ま、いつまでも妹たちの導師お姉さまであり続けるって意味も含ふくまれてるんだけどね」


　……さすが百合ゆり少女。〝お姉さま〟としての言動も忘れていない。


「──丈途は作家が夢か。予想通りすぎてつまらんな」


　後ろから声がしたので振ふり返ると、来夏がぼくの習字を眺めてぼやいていた。


　……つまらんって、失礼な……。


　試ためしに来夏の習字を探してみると──。


『醜しゆう　名機来夏』


「……いや、それ夢っていうか……」


「私の醜みにくい写真に対する情熱が見事に表現された一文字だろ」


「醜い写真に対する執しゆう着ちやくは凄すごく伝わったよ……」


　ぼくが頰ほおをひくつかせていると、急に横合いから誰だれかが抱だきついてきた。体に当たる、薄うすい胸の膨ふくらみ……。


「ポルノ作家く～ん！　ボクもちゃんと夢を書いたんだよ～!!」


　抱きついてきたのは創だった。


　……相変わらず無防備に抱きつくな。そりゃ、嫌いやじゃないけどさ……。


　知らず頰が緩ゆるむのを感じつつ、ぼくは創の夢を探してみる。


『魔怒災炎帝主屠マツドサイエンテイスト　香学創』


「あえて漢字で書く必要ないよね!?」


「だってこっちの方が習字っぽいし……邪じや悪あくでいいよね!!」


「邪悪っていうか、不良みたいだから!!」


　創はぼくのツッコミを無視すると「わぁ～、ポルノ作家くんの夢は『ポルノ一筋』かぁ～！」と嬉うれしそうに喋しやべっていた。


　……創。勝手に「作家」って部分を「ポルノ」って読まないでくれよ……。


　周りに目をやると、みんな互たがいの習字を眺め合って楽しそうに話していた。


　近づく春を想おもって夢を語らう、朝のひととき……。


「無む茶ちや苦く茶ちやな学園だけど、普ふ通つうの学校っぽいところもあるんだな」


　それからしばらく、ぼくはみんなの書いた夢を眺めて時間を過ごした。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　みんなの習字を眺めていると、ぼくはふと、まだ夢を確かく認にんしていない人がいたことに気づく。


「鳴唐さんはなんて書いたんだろう？」


　なんの迷いもなく一いつ所しよ懸けん命めいに文字を書いていた鳴唐さん。夢はきっとクラリネット関係のことだろう。


「鳴唐さんがそれ以外になにか書くとも思えないしね」


　ぼくは答のわかっている問題を前にわざわざ答合せをするような気持で視線をさまよわせる。そして、鳴唐さんの習字を見つけた。


　そこに書かれていた夢は──。





『わかりません　鳴唐吹音』





　は……はぁぁぁぁ!?


「わかりませんって……迷わず書いた習字があれ!?」


　ぼくは驚おどろいて鳴唐さんへと目をやる。すると、ひとりでうつむいている彼女が目に入った。


　わかりませんって……どういうこと!?　鳴唐さん、「いつかはオーケストラで演奏したい」ってぼくに言ったじゃん!!








　昼の柔やわらかな陽ひ射ざしが中庭を照らしており、辺りには素そ朴ぼくで温かな音が響ひびいていた。吹ふき渡わたる風がその音を中庭全体に運び、草木に癒いやしを与えている。久しぶりに聞いた音。ぼくが好きな音……。


「でも今日の演奏、いつもと違ちがう。なんか、少しつっかえてる感じがする……」


　ぼくの視線の先には、木こ陰かげでクラリネットを吹く鳴唐さんがいた。


　今日の朝、習字に書いた夢が『わかりません』だった鳴唐さん……。


「──丈途も気づいた？　吹音ちゃん、最近は教室でもふさぎこんでて……この演奏みたいになにかつっかえてるような感じがするのよ」


　急に横で声がしたので顔を向けると、蘭が鳴唐さんを心配そうに見つめていた。


「教室でもあんな感じなの？」


「えぇ。あんたが零組に行ったあともへこんでたみたいだけど……最近は特に酷ひどいわね。多分、映画のオーケストラシーンが近づいているせいだと思うわ」


　──やっぱりそれが原因か！


　可能性としては大きいと考えていたことなので、驚きはなかった。


　ぼくは苦々しい顔をすると、黙だまって鳴唐さんを見つめる。


　彼女は閃学園に入学したときからずっとひとりで演奏を続けていた。音楽系の天才は他にもいるのに、一いつ緒しよに演奏しようとはしてこなかった。それは中学生の頃ころにオーケストラで失敗したことがトラウマになっているからだと思うが……。


「クロト先せん輩ぱいにシーンの変へん更こうをお願いした方がいいかしら？」


「ぼくもそう思う。でも鳴唐さん『いつかはオーケストラで演奏したい』って言って、あのシーンを演じるかどうか迷ってたんだよ」


「まだトラウマが克こく服ふくできてないのに……吹音ちゃん、無理するわね」


「うん……。ぼくが思うに、その無理のせいで悩なやみすぎてわけがわからなくなって……夢が『わかりません』になったんじゃないかな」


「大いにあり得る話ね。それにしても『わかりません』は酷かったわねぇ……。あたしの妹たちも凄く心配してたわ」


「なんの迷いもなく書いた夢が『わかりません』だったからね。衝しよう撃げきだったよ……」


「……仕方ないわね。丈途！　こうなったらあたしたちで吹音ちゃんを励はげますわよ!!」


「うん！　どうにかしなきゃいけないよね!!」


「──その話、ぼくもまぜてもらえないかい？」


　いきなり後ろから声がしたので、驚いて振ふり返る。するとそこには……クロトが立っていた！


「なんでこんな所にいるの!?」


「近くを歩いていたら、丈途くんたちが妙みように真しん剣けんな顔で話しているのを見かけたんでね」


「盗ぬすみ聞きしてたの!?」


「そんなことはしないさ。ただ、喋しやべりかけようとしたらいくらか話が聞こえはしたよ」


「……なら、ぼくらがオーケストラシーンを変更して欲しいって話してたのも聞こえた？」


「ちょうどその辺りから聞こえていたね」


「じゃあ話が早いや。クロトがそのシーンを変更すればすむことじゃないか」


「ふむ……」


　クロトは考えるようにして鳴唐さんへと目を向ける。


「きみたちが言わんとすることはわかる。吹音さんのこんな状態が続くようなら、シナリオライターとして手をこまねいているわけにもいかない。とはいえオーケストラシーンはぼくが特に自信を持って作った部分だ。シーン変更をするにしても……ぼくに一度だけチャンスをくれないか？」


「……チャンス？」


「吹音さんを励ます作戦、ぼくに任せて欲しいんだ」


「クロトに!?」


　ぼくが思わず声を上げていると、蘭が「いいんじゃない？」とあっさり口にする。


「どうしてさ!?」


「クロト先輩の方が丈途より女の子の扱あつかいに慣れてそうだもの。それに吹音ちゃんを励ませなかった場合、クロト先輩はあきらめてシーンを変えてくれるんでしょ？」


　蘭がクロトを見つめると、彼は「もちろんさ」と肩かたをすくめる。


「丈途くん。きみも物語を作る人間ならわかるだろう？　自信を持って作ったシーンを変更するかもしれないんだ。せめて最後に悪あがきのひとつくらいさせて欲しいね。それで駄だ目めなら納なつ得とくもいくさ」


「……わかったよ」


　確かにこれなら、どう転んでも鳴唐さんにとって悪いようにはならない。


　クロトの作戦で彼女を励ますというのはあまりいい気はしないが、仕方ないだろう。


　ぼくはいまだつっかえたような音を奏かなでる鳴唐さんを見つめると、自分を納得させるように頷うなずいていた。








「──わぁ、綺き麗れいな湖！　吹音、ちょっとだけ中世の貴族さんになった気分!!」


　水底で泳ぐ魚まで見通せるほど清らかな湖を前にして、鳴唐さんが瞳ひとみを輝かがやかせている。湖の周りには草木がほどよく配置されており、近くには宮きゆう殿でんや貴族邸てい宅たくが静かにたたずんでいた。その中で鳴唐さんは、映画の衣装である白いワンピースを風に揺ゆらして楽しそうにしている。


「──鳴唐さん、できればこの撮さつ影えいポイントから辺りを眺ながめて欲しいね。湖や建造物や草木……すべてが僕の計算した黄金比を使って配置されてるんだ。絶景を保証するよ」


　この美しい風景を前に、深緑色の軍服を着た律は図面とにらめっこをしながら喋っていた。


「ほんとだ！　まるで一枚の絵みたいに綺麗！　いつも来てる映画セットだけど……練習抜ぬきで見るとまた印象が違ちがうね!!」


　鳴唐さんは本当に嬉うれしそうに声を上げる。最近はいつもふさぎこんでいたが、今日はこの映画セットに来ていい気分転てん換かんになっているようだった。そう、この映画セットに来て……。


「って、なんで鳴唐さんを励ます作戦が映画セットでピクニックなのさ!?　ここ、毎日来てる場所じゃん！　しかもどうしてみんな映画の衣装を着てるの!?」


　ポルノ王の仮面と黒衣を身につけたぼくは、横にいたクロトへ向かって叫さけぶ。……ちなみに彼は制服を着ていた。シナリオライターなので衣装がないのだ。


「丈途くん、そう結論を急がないで欲しいね。このセットは広すぎてまだちゃんと見てない場所も多いだろ？　充じゆう分ぶん楽しめると思うよ。衣装については……そのうち理由がわかるさ」


「そのうちって……本当にちゃんと考えてるの？　鳴唐さんを励ます作戦なのに、こんな近場のピクニックですませてさ……」


　今日は日曜である。連日の撮影でみんなに疲ひ労ろうがたまってきたため、映画関係の作業は丸一日休みにしてあった。ぼくはやっと羽はねを伸のばして遊べると思っていたのに、映画セットでピクニックだなんて……。


　クロトに怨うらみがましい視線を向けていると、後ろから女の子の声がする。


「少なくとも吹音ちゃんは喜んでるみたいだから……間ま違ちがいではないのかもね」


　振ふり返ると、藍あい色いろのミニスカ軍服を着た蘭がなんとも言えない表情をして立っていた。


「……蘭自身は微び妙みようそうだね」


「まさかクロト先せん輩ぱいに任せて、丈途ですら思いつかないようなつまんない作戦を考えるだなんて想像もしてなかったもの……」


「これは酷ひどい言われようだね。どうやら、そろそろぼくの名めい誉よを挽ばん回かいするためのシーンを演出する必要がありそうだ」


　クロトはおどけたように言うと、携けい帯たい電でん話わを取り出してどこかへかけ始めた。


「──では、手はず通りによろしく頼たのむよ」


　電話に向かってクロトがそう言った瞬しゆん間かん──。


　ゴゴゴゴゴゴゴッッ！


　唐とう突とつに、大きな地鳴りが巻き起こった!!


「じ、地じ震しん!?」


　ぼくが慌あわてて周りを見回すと──湖が、中央から真っ二つに割れていた!!


「ちょっ……これはやばっっ……!!」


　天変地異を前に、ぼくはどうしたらいいのかわからずその場でうろたえる。


　みんなも、ぼくと同じようにうろたえて辺りを見回していた。ただひとり、クロトだけが涼すずしい顔をして湖をじっと見つめている。


「──要よう塞さい戦せん闘とう機〝家フライ〟だよ～!!」


　湖の方から女の子のあっけらかんとした声が響ひびく。それと同時に、湖の割れ目から巨きよ大だいな戦闘機がせり上がってきた。しかもその戦闘機……上部が瓦かわら屋や根ねになっている!!


「ボクが作ったこの湖の仕し掛かけと戦闘機、どう？　世界を狂くるわせそうでゾクゾクしちゃうでしょ～！」


　戦闘機のスピーカーから流れる声は、どこか聞き覚えのあるものだった……。


「まさか……創!?」


「ピンポ～ン！　吹音ちゃんに家フライを見せたいって、クロト先輩から頼まれたの～！」


　戦闘機のコックピットによく目をこらすと、サイズが大きすぎる白衣の袖そでをブンブン振り回している創が見える。彼女は、映画の衣装もあの私服なのだ。


「そういえば創、映画の撮影中に巨大エンジンを作ってたな……」


　あれはきっと家フライのエンジンなのだろう…………って、なんで名前が〝家フライ〟なの!?　揚あげ物みたいだから!!　しかも上部が瓦屋根って……!!


　ぼくが内心で突つっこむ中、鳴唐さんは家フライを見つめて「創さん凄すごいね！」と瞳を輝かせていた。


　クロトはそんな彼女に目を向けて話しかける。


「律くんも創さんも演技だけでなく、自分の才能を活いかして映画作りに貢こう献けんしてるんだ。吹音さん、知らなかったろう？」


「うん。円修くんが計算した風景は綺き麗れいだし創さんの戦闘機は凄いし……吹音、びっくりしちゃった！」


「その様子だと、吹音さんはこのピクニックを気に入ってくれたようだね。よかったよ」


　クロトは満足げな表情を浮うかべると「次はランチにしよう」と言い、貴族邸宅が密集している所へ向かって歩き始める。


「クロト、ちょっと待ってよ！　まさか……次のランチもなにか仕掛けがあるの!?」


　ぼくの声を聞いたクロトは、肩かたをすくめてこちらを振り向く。


「ランチタイムは大だい丈じよう夫ぶだよ。……ディナータイムは危ないけどね」








　昼どきだというのに、屋や敷しきの中は薄うす暗ぐらかった。窓は割れ、蜘蛛くもの巣すが張り、そこら中の扉とびらが壊こわれて床ゆかに倒たおれている……。ここはまるで、廃はい屋おくだ。


「クロト。ここのディナータイムが危ないってどういうことだよ。夜に動く仕掛けでもあるの？」


「それについてはきみたちのためにあえて伏ふせておこう。それより、ぼくはランチを楽しんで欲しいんだ。しかしあの部屋に行くにはどうしてもここを通る必要があってね……多少不気味だとは思うが、我が慢まんしてくれ」


「多少もなにも、思いっきり不気味だよ……」


　ぼくは言いながら辺りを眺ながめる。暗さに目が慣れてきたせいか、部屋の端はしにある置物の輪りん郭かくがぼんやりと見えてきた。


　……なんだろう？　ちょっといびつな形をしてる置物みたいだけど……。


　試ためしに近づいてみると──内側に刺とげのついた首くび枷かせや、針山が植えつけてある鉄製の椅い子すなどが目に入った！


「こ、これ……拷ごう問もん器具じゃないか!!」


「……まいったな。さっそくばれてしまったか。実はここ……拷問屋や敷しきなんだ」


「拷問屋敷!?　そんなものが出るシーン、『ポルノ王（仮）』にあったっけ!?」


　ぼくとクロトの話を聞き、鳴唐さんが「嫌いやっっ！」と体を震ふるわせてこちらに抱だきつく。かわいらしい小さな胸が、ギュッと体に押し当たってきた……。


　ラ、ラッキー!!


「吹音……もしかしてポルノ王さんに拷問されちゃうのかな……？　痛いの嫌よ……？」


「大丈夫だよ。『ポルノ王（仮）』のシナリオにはそんなシーンなかったはずだしさ」


「じゃあなんで拷問屋敷があるの……？」


「それはぼくもよくわからないけど──」


「──丈途！　なにやってんのよ!!」


　蘭は叫さけぶと、ぼくを突き飛ばして鳴唐さんから引き離はなす。


「ほんと、油断も隙すきもない奴やつね!!」


　蘭はこちらを睨にらむと鳴唐さんに抱きつき「恐こわかったでしょ!?　たとえ拷問シーンがあったとしても、あたしが撮とらせないから大丈夫よ!!」と頰ほおをすり寄せていた。


　……油断も隙もって、ぼくはなにもしてないのに……。


「──どうやらみんな、シナリオというものを勘かん違ちがいしているようだね」


　クロトはぼくらを見つめ、そうつぶやく。


「シナリオとは映画の設計図……つまり骨だ。画面に映る大道具や小道具といった肉付けの部分すべてが書かれているわけではない。創さんの〝家フライ〟だって、シナリオには書かれていなかったからきみたちは驚おどろいたんだろう？　だが実際は、帝てい国こく軍が進しん撃げきするときに家フライは画面に映る。そういうことさ」


　クロトはぼくらを一度見回すと「しかし、ここであまりみんなを恐がらせては悪いね。早くランチルームへ移動しよう」と言い、足早に屋敷の奥へと進み始めてしまう。


　そしてぼくらは、重々しい鉄てつ扉ぴの前まで案内された。


　一見するとなんの変へん哲てつもない鉄扉だが、このボロ屋敷においては異例なほどしっかりと作られている。ゆえに、怪あやしい……。


「クロト……この部屋ってなにがあるのさ？」


「ただのランチだよ」


「拷問屋敷にただのランチがあるわけないだろ」


「そう警けい戒かいしなくてもいいよ。中を見ればすぐにわかるさ」


　クロトは軽い調子で言いつつ鉄扉に腕うでを伸のばす。そして、力をこめてゆっくりと開け始めた。


　少しずつ扉の向こうから照り広がる光。妙みように明るい。薄暗い拷問屋敷に慣れていたぼくは、つい目を細めてしまう。


　そんなぼくの目に扉の向こうから飛びこんできた光景は──ファンシーなピンクの部屋だった！


「なにここ!?」


　部屋は壁かべ紙がみから絨じゆう毯たんに至るまでピンク一色。そこら中にクマさんやウサギさんなどのぬいぐるみが置かれており、中央には長方形の大きなテーブルがあった。


「わぁ、かわいい！　吹音、この部屋好き!!」


　鳴唐さんは部屋の中に駆かけ入ると、ぬいぐるみを触さわって楽しそうに目を輝かがやかせていた。さっき拷問器具に怯おびえて震えていた余よ韻いんは、もうない。


　蘭はそんな彼女を見つめながら、なぜか耐たえるようにしてその場にじっとしている……。


　……蘭、どうしたんだろう？


　そう思いながらも、ぼくはなぜ拷問屋敷にこんな部屋があるのかいぶかしんでいた。


「クロト、この部屋ってなにか裏があるんじゃないの？」


「丈途くんは警戒しすぎだよ。ぼくはただ吹音さんに楽しんでもらうために、彼女の友人が内装を担当したこの部屋でランチをもよおしただけさ」


「鳴唐さんの……友人？」


　ぼくが首をかしげていると、部屋の奥にある扉とびらが開いておいしそうな匂においが漂ただよってくる。


「──あ、みんなもう着いたのね。私が考えた部屋、どう？」


　扉から出てきたのは白いスカートスーツを着た謡江だった。


「このやけにファンシーな部屋を考えたの、謡江だったの!?」


「えぇ。この部屋はね、冤えん罪ざいで拷問してしまった人に対して謝罪の意味をこめて晩ばん餐さんを振ふる舞まう所らしくて……心が和やわらぐように作ってみたの」


「へぇ……冤罪の謝罪か」


　それならこの不気味な屋や敷しきにこんなファンシーな部屋があるのもわからなくはない。……少し、ファンシーすぎる気もするが……。


「……でも、なんで謡江なんだろう？」


　律や創は才能に合った仕事を担当していた。しかし謡江の才能は歌だ……この部屋とまったく関係がないように思うのだが……。


　ぼくが考えながら部屋を見み渡わたしていると、謡江が人数分の料理をテーブルに並べ始めた。


　フランス料理のオードブルなのだろうか。野菜にソースをかけたものや魚のマリネなど、様々な料理が少しずつのった皿が配られていた。この数の料理を食前のつまみとして出すなんて、凄すごい。


「前に謡江の家庭的なお弁当を食べたことあるけど……こんな料理も作れるなんて驚いたよ」


　ぼくが感心したように漏もらしていると、謡江は恥はずかしそうに「これは私が作ったんじゃないの」と言って奥の扉を見つめる。


　すると、謡江の言葉を聞きつけたようにして奥の扉から……部長が出てきた！　彼女はいつものレザー製の制服にレザー製のエプロンを合わせており、なんとも言えないゴージャスさを醸かもしている。


「どうやら丈途さんはあたくしの手料理がお気に召めしたようですわね」


「これ、部長が作ったの!?」


「もちろんですわ」


「本物のフランス料理みたいなんだけど!?」


「あたくしの舌に合わないものを、お客様にお出しするわけにはいきませんもの」


　彼女はあっさりと言うと、「では、残りの作業をすませてきますので」と言って奥の方へ戻もどってしまった。


　……さすが部長。エプロン姿も料理もゴージャスだ……。


　それからぼくはテーブルにつくと、ポルノ王の仮面を取ってみんなと一いつ緒しよにランチを楽しみ始めた。部長だけは、調理があるのでまだ奥の部屋にいる。


「──フッくん、このマリネおいしい？」


　鳴唐さんはぬいぐるみのひとつをずいぶん気に入ったらしく、テーブルに持ってきて料理を食べさせるふりをしていた。そのぬいぐるみは全長二メートルほどあるため体のほとんどをテーブルの下に入れている。そして鳴唐さんに抱いだかれている頭はゴリラ顔……。


　って、なぜにビッグフットなの!?　むしろどうして呼び名が「フッくん」!?　そんなかわいらしい生き物じゃないから!!


「──おいしいよ。吹音ちゃんありがとう」


　不意にビッグフットが喋しやべったので驚おどろいて顔を上げると、蘭が赤い顔をして「ぼくにばっかり食べさせずに、吹音ちゃんも料理を楽しみなよ」とつぶやいていた。


「蘭……なにやってるの!?」


「う、うるさいわね！　あたし、妹たちがかわいいもので喜んでるときは、自分はまじらずに妹たちをもっと喜ばせるためにがんばるの！　だから吹音ちゃんにもそうしてるんでしょ!!」


[image: ]


　だからって言われても……そんなこと初めて知ったし。そういえば蘭、この部屋に入ったとき鳴唐さんがぬいぐるみを見て喜ぶ姿をなぜか耐えるようにして眺ながめてたな。多分、本当は自分もまざりたかったのに鳴唐さんを喜ばせるために耐えてたんだ。お姉さまも大変だな……。


　ぼくはそれからしばらく、蘭が赤い顔をしながら「吹音ちゃん、ぼく、その野菜も食べたい」などとぬいぐるみのふりをして上げる声を聞きながら食事を続けた。


　みんなが前菜を食べ終わると、部長が残りの作業をＳＰたちに任せてテーブルに現れる。


「部長、おいしく頂いてるよ。見た目だけじゃなくて味も本物のフランス料理みたいだ」


「それはよかったですわ」


　部長はぼくの言葉に微笑ほほえむと、料理を食べ始める。


「丈途さん、零組には慣れてきましたか？」


「まだ完全には慣れてないけど……新聞同好会の延長だと思えば違い和わ感かんはあまりないかもね」


「そうですか……。丈途さんをいきなり零組に編入させたりして、三組の皆みな様さまには申し訳ないことをしましたわ。丈途さんは三組の皆様を繫つなぐ掛かけ橋はしのような方でしたのに……」


「……ん？　部長、まるでぼくの三組での生活を知ってるみたいに言うんだね」


「はい。あたくし、丈途さんが三組でどのようなことをされていたかちゃんと知っておりますもの。例えば……オリエンテーション大会のとき、路上でポルノ小説を売っていたこととか」


「ぶっっっ!!」


　急に過去の恥ずかしい話をぶり返され、ぼくは思わず料理を吹ふいてしまう。


「部長！　どうしてそんなこと知ってるんだよ!?」


「あたくしの情じよう報ほう網もうを甘く見て頂いては困りますわ。それにしても、クラスの勝利のために警察に捕つかまるとは……三組の皆様、きっと丈途さんに感謝しておりますわよ」


　──そう。ぼくはオリエンテーション大会のとき、才能でお金を稼かせぐというお題を出され、路上でポルノ小説を売っていたことがあった。そして当然の流れとして警察に追われ、捕まってしまったのだ。部長……そんなことまで知っているだなんて、恐るべしっっ!!


「──丈途、あのときは吹音ちゃんをウィーンに連れていくために必死だったものねぇ」


　蘭が意地の悪い笑えみを浮うかべ、ぼくらの会話に加わる。


「あの、それはその……」


　ぼくがしどろもどろになっていると、鳴唐さんが「オリエンテーション大会のときは吹音、最後の最後まで丈途くんと衝しよう突とつしちゃってごめんなさい」とすまなそうに謝ってきた。


「そんな……いいんだよ。ぼくだって才能合唱での伴ばん奏そうを無理にお願いして、鳴唐さんに負担をかけるようなことをしちゃったし……」


「でもそのおかげで吹音、少しだけ前に進めたの。それに、みんなと仲良くなれたし……丈途くんには感謝してるよ？」


「──丈途くんと吹音さんは、本当に仲がいいんだね」


　クロトが、こちらに微笑みを向けていた。まるでぼくと鳴唐さんの仲を祝福するかのような笑み……。


　……あれ？　クロトのあんな顔、初めて見るな。出会った頃ころからクロトは鳴唐さんにこだわってたし……ぼくと鳴唐さんの仲を祝福するような感じには見えなかったけど……。


「吹音は、その、あのっ……！」


　ぼくが考えこんでいると、鳴唐さんがクロトの言葉で頰ほおを赤く染めているのが見えた。


「な、鳴唐さん……そんな顔されたら、ぼくまで恥はずかしくなっちゃうよ」


「あっ、でも吹音、えと……！」


　頰を染めた鳴唐さんを見つめながら、ぼくはオリエンテーション大会のとき彼女のためになりふり構わず奔ほん走そうした自分を思い出し、顔が火ほ照てってくるのを感じる。


　ふたりして赤くなってしまったぼくらを見つめ、クロトは笑みを作ったまま「ふふっ……ぼくはシナリオライターとして、主演同士が仲むつまじいのは歓かん迎げいするよ」と口にしていた。


　……主演同士か。クロトがぼくと鳴唐さんの仲を祝うようにして見るのは、そういう理由か。それなら納なつ得とくできるな……。


　ぼくは火照った顔を押さえて気を取り直すと、鳴唐さんに目を向ける。


「オリエンテーション大会、優勝できてよかったね！　ウィーン旅行も楽しかったしさ!!」


「そうね！　吹音、ずっと行ってみたかった所だから嬉うれしかったよ！　それに──あっ！」


　鳴唐さんはふと思い出したようにして「旅行先で吹音、やっとあのときの丈途くんに気づいたの」と漏もらす。


「……あのときのぼく？　それって、どのときのぼくなの??」


「えっと……丈途くんが部長さんからこの学園のパンフ──」


「ごほんっっ!!」


　突とつ然ぜん、部長がわざとらしく咳せきをする。そして鳴唐さんの方を向くと「女同士の秘密ですわよ」と鋭するどく言った。


「あっ……ごめんなさい。そう、秘密だから言えないの」


　鳴唐さんは気まずそうにぼくから目をそらすと、黙だまって食事を続けてしまう。


　……女同士の秘密？　そういえば、映画の撮さつ影えいセットにいるとき部長と鳴唐さんと謡江が女同士の秘密話をしていたようだけど……。


　──カチャン！


　誰だれかが、食器を強く鳴らした。音の方へ目を向けると、謡江が不ふ機き嫌げんそうな顔をして口を結んでいるのが見える。……そういえば、彼女はさっきから一言も発していないような──。


「吹音さんは丈途くんとたくさん思い出があっていいわね。元々丈途くんと別クラスの私は、そんなに語る思い出もなかったおかげで食事が進んだわ」


「謡江、なに言ってるのさ。ぼくと謡江だってたくさん思い出があるじゃないか。才能テストのときはぼくが五輪養成ギプスで死にかけてたのを謡江が助けてくれたし、リアルＲＰＧのときは自じ爆ばく気味に囚とらわれた謡江をぼくや鳴唐さんたちで助けたし──」


「私の場合、たまにそういう微び妙みような思い出がまじってるから嫌いやなのっっ！　部長や吹音さんと映画セットでこの間話したときだって私だけ……」


　謡江はそこまで言うと「あっ、女同士の秘密よね」と不自然に言葉を切ってしまった。


　……また、女同士の秘密だ。この三人、なにを話していたのだろう？


「ねぇ、謡江。鳴唐さんや部長たちとこの間話してたことって一体──」


「丈途さん。女性の秘密を詮せん索さくするものではありませんわ」


　部長が、たしなめるように言う。


「そうよ。女の子の秘密は繊せん細さいなのよ」


　謡江が、頰を膨ふくらませて喋しやべる。


「吹音、秘密を聞かれると困るの……」


　鳴唐さんが、気まずそうにつぶやく。


「ご、ごめん……もう聞かないから……」


　ぼくは三人から責められてたじろいでしまった。


　部長はそんなぼくの声を聞きつつ周りを見ると、話題を切り替かえるように「みなさんもうランチを食べ終わったようですし、そろそろ次の場所を回ったらいかがでしょう？」と提案する。


「ではそうさせてもらおう」


　部長の提案にのったクロトが、言いながら席を立つ。


　みんなもそれにならって席を立つと、ファンシーなこの部屋を去り始めた。


　ぼくはポルノ王の仮面をつけ直し、みんなから少し遅おくれて出口へと向かう。すると部屋の電気のスイッチとおぼしき物を見つけたので、明かりを消すために押した。


　──ウィィィン、ガチャン!!


　いきなり機械音が鳴り響ひびいて部屋の扉とびらがしまり……ぼくは、閉じこめられてしまう！


「なに!?　どういうこと!?」


　慌あわてて周りを見回していると、天てん井じようが開いて巨きよ大だいスピーカーが姿を現した。そして、謡江の歌が流れ始める。しかも……アップテンポで!!


　──♪☆♭∇〆◇▼¶△◇■☆□∇☆♭～～～♪


　もはや人語で歌っているとは思えぬ超ちよう絶ぜつ高周波！　そう……謡江は、アップテンポを歌うと超ちよう越えつ的音おん痴ちになってしまうのだ!!


「ぐごぉぉぅ……!!」


　ぼくは呻うめき声を漏らしながら両耳をふさぐ。しかし天井のスピーカーは音量がでかすぎて、まるで音を防げない。


「やばぃぃ……死[image: ]ぅぅぅ……!!」


　床ゆかに倒たおれてのたうち回りながら、ぼくの頭の中には走そう馬ま灯とうが駆かけ巡めぐっていた。


　……あぁ、こんな所で死ぬなら、零組だの世界平和だの考えずにもっと青春を謳おう歌かしておけばよかった。例えば彼女をつくってクリスマスにデートした夜「ほら、私がプレゼントよ[image: ]」とミニスカサンタさんのコスプレで言われ、サンタさんの服を淫みだらにはだけつつ彼女をむさぼるように舐なめて「はぁっっ！　丈途くん、凄っっ……!!」と喘あえがせたり、ミニスカサンタさんのスカートをめくってパンティーの上から手を這はわせて熱く濡ぬれた股こ間かんを触さわり「ぼくからもプレゼントをあげようかな。もちろん、ここにね[image: ]」だなんて言って盛り上がったりして──。


「──もう、丈途さん。勝手に部屋をいじらないでください」


　女の子の声が聞こえるとともに、謡江の歌が止まる。


「ミ、ミニスカサンタさん……助けに来てくれたの？」


「なにを馬ば鹿かなことを言ってるんですか。むしろ、なんでサンタさんがミニスカなんですか」


　もうろうとした意識の中で扉の方を向くと、呆あきれ顔でこちらを見つめる部長が目に入る。


「あれ……？　もしかしてぼく、助かったの??」


　部長の後ろからは、みんなが心配そうにこちらへ顔をのぞかせていた。


　そんな中、部長はため息をつきながらぼくの前に立つ。


「この部屋、謡江さんには冤えん罪ざいで拷ごう問もんした人に謝罪する所と説明してありますが……実は、『最さい後ごの晩ばん餐さんルーム』という名前ですの。なぜそう呼ばれるかは、もうおわかりですわね？」


　部長は部屋の入口で首をかしげている謡江を見つめ、微笑ほほえんでいた。


「最後の晩餐ルームって……この部屋、とどめを刺さす場所じゃん!!」


　──そうか！　クロトがここのディナータイムは危ないって言ってたけど……「晩餐ルーム」だからなのか!!


「……おかしいと思ってたんだ。拷問屋や敷しきにこんなファンシーな部屋があったり、なぜか天才歌手の謡江が内装を担当してたり……」


　部長のおいしい手料理を食べて、すっかり油断していた。この映画セット、思った以上にいろんな仕し掛かけがあるらしい……。


　ぼくは自分の不注意さを呪のろいつつ、呻くようにして痛む耳を押さえていた。








　ぼくたちは拷問屋敷を出たあと、謡江と部長に別れを告げて次の場所へと向かっていた。


　しばらく歩いて林の近くまで来ると、生徒たちがなにやら作業をしている姿が見える。


「──この辺りの木って、家フライに爆ばく撃げきされる設定だよな」


「──あぁ。どれくらい爆ばく薬やく仕込もうか？　十メートルぶっ飛ぶくらい??」


「──馬鹿ねぇ。創ちゃんが発明した家フライの破は壊かい力を示すシーンなんだから、百メートルくらいぶっ飛ばしなさいよ」


　みんな楽しそうに話しながら作業をしていた。


「今日は映画関係の作業って丸一日休みなのに……がんばるなぁ」


　感心したように漏もらすぼくへ、近くを歩いていたクロトが話しかけてくる。


「この映画セットには様々なシーンに合わせた仕掛けがあるが……まだすべて完成しているわけではないんだ。申し訳ないけど、撮さつ影えいの進行状じよう況きようを考えると休日でも仕事をしないといけない生徒たちが出てしまうのさ」


「才能磨みがきに忙いそがしい閃学園の生徒がわざわざ休日に仕事をするなんて……この映画作り、本当にいろんな人たちの協力で成り立ってるんだね」


「そうさ。ありがたいことだよ。例えば、カラクリ作りの天才である歯は車ぐるま仕し掛か華けさんなんて職人気質かたぎな女の子でね。様々なジャンルの映画をモチーフにしたカラクリを映画セットに仕込むために、昼夜を問わず働いてくれてるんだ。他ほかにも同じようにして映画作りに力を尽つくしてくれる生徒は多い。みんなの協力には頭がさがるよ」


　ぼくはクロトの話を聞きながらこの映画作りについて思い返す。確かに『ポルノ王（仮）』の撮影が始まって生徒たちは一丸となっていた。閃学園の生徒がここまで協力し合うものかと思うほど、みんな真しん剣けんに映画作りに打ちこんでいる。それは今日、こうやって映画セットを回ったことでよりはっきりとしたことだ。


「丈途くん。ぼくときみとは秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いで敵対したが……今は映画作りにたずさわる仲間だ。お互たがい協力して世界平和を目指そう」


　ふと、クロトがこちらに手を差し出してきた。


　まさか……握あく手しゆ!?


　クロトと握手をするだなんて想像もしていなかったぼくは、一いつ瞬しゆん固まってしまう。だが……映画作りを通して見てきた彼は、秩序派と無秩序派の戦いのときほど嫌いやな奴やつではなかった。自信家で謎なぞも多いが……ぼくに敵対心を持っているようには見えない。


　……クロトって、もしかしてぼくが思うほど悪い奴じゃないのかもな。そもそも秩序派と無秩序派の戦いって、授業だったし……。


　ぼくはそう考えながら頷うなずくと、クロトの差し出した手を握にぎった。それを見た彼は「主演は映画の肝きも。絶対に代えのいない唯ゆい一いつ無二のポジションだ。よろしく頼たのむよ」と微笑んでくる。


「うん。お互いがんばろうね」


　ぼくがそう言うと、クロトは微笑んだまま頷いていた。


「……さて。もうひとりの主演のご機き嫌げんはいかがかな？」


　クロトは横を向いてそうつぶやく。彼の視線の先には蘭と一いつ緒しよに歩いている鳴唐さんがいた。


「吹音ちゃん、今日は映画セットでずいぶん楽しんだみたいね」


「うん！　ここって吹音の知らないセットがたくさんあって楽しかったよ！　それにね、みんなが映画のために協力し合ってがんばってるんだってよくわかったの！　だから、吹音もがんばらなきゃ!!」


「そうよ！　吹音ちゃん、その意気よ!!」


　クロトは彼女たちの会話を聞いて「どうやら主演女優も決意を新たにしてくれたようだね」と満足げに漏らす。


「では、そろそろ最後の場所を回ろう」


　クロトはそう言うと、近くにあったレンガ造りの大きな建物へと入ってゆく。


　彼のあとに続いてみんなで建物に入ると、中は薄うす明あかりに包まれていた。さきほどの拷問屋敷とは違ちがって、綺き麗れいな建物なのにわざと照明を暗くしているように見える。


　クロトはこの建物についてぼくらになんの説明もせず、ただ黙もく々もくと中を進んでいた。


　ぼくがいい加減に聞こうとすると、彼は急に立ち止まってひとりで喋しやべり始める。


「──ポルノ王のハーレムの一員となった反戦音楽家の吹音は、ポルノ王とともに世界平和を目指す。そんな中、ついにポルノ王はハーレムにいる女性陣じんと協力して巨きよ大だい軍事国家の大元げん帥すいを打ち倒たおした。そして吹音は、その軍事国家の軍楽隊と手をたずさえてコンサートを開くことで、世界に平和が訪おとずれたことを宣言しようとする──」


「クロト、なにを言ってるの？」


「……丈途くん。前に説明したように吹音さんのオーケストラシーンは、集団に恐きよう怖ふを抱いだいている彼女が平和のためにトラウマを乗り越こえて演奏する素す晴ばらしいシーンだ。きっと観客の心は感動に打ち震ふるえると思う。そう、このオーケストラ会場でのシーンを観みてね──」


　クロトが、カチリとなにかのスイッチを押した。同時に、辺りを強い光が照らす。


「まぶしっ──！」


　ぼくは思わず目を閉じてしまう。


　次いで目を開けたときすぐに周りを確かく認にんすると……ぼくたちは、オーケストラ会場のステージに立っていた！


「吹音さん。きみは今日、ぼくらの映画作りがみんなの惜おしみない協力のもとに成り立っていると知った。そしてきみは主演をがんばろうと決意を新たにした。ならばあのオーケストラシーン、もう演じられるだろう？」


　気がつくと、クロトがクラリネットを手に持っていた。


「映研のメンバーに持ってこさせたよ。吹音さん、きみのクラリネットだ。そして映画の衣装はぼくの頼みではじめから着ている……あとは演じるだけさ」


　──ハァ、ハァ、ハァ……！


　鳴唐さんは呼吸を続けるだけで、なにも答えようとはしない。その場で硬こう直ちよくし、客席を凝ぎよう視ししている。


「今日回った映画セットも、着てもらっていた衣装も、すべてはこのときのためにぼくが計画したもの……。吹音さん、台詞せりふは覚えているはずだよね？　さぁ、ぼくらの前で感動的なオーケストラシーンを演じてみてくれ!!」


　クロトが鳴唐さんの前に立ち、クラリネットを手て渡わたそうとする。


　──ハァ、ハァ、ハァ……！


　なぜか一言も発しない彼女を見て、ぼくはいぶかしげに口を開いた。


「鳴唐さん。嫌なら嫌って言えば、クロトはあきらめてくれるよ？　そういう約束だからさ」


　──ハァ、ハァ、ハァ……！


　ぼくの声もまた、クロトと同じく無視されてしまう。


「……吹音ちゃん、妙みようじゃない？　さっきから呼吸が荒あらいような……」


　蘭がそう口にした瞬しゆん間かん──。


　──ハァハァハァハァハッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ!!


　──バタンッッッ!!


　急に、鳴唐さんが倒れた!!


「鳴唐さん!!」


　ぼくが慌あわてて駆かけ寄る中、蘭の悲鳴がオーケストラ会場に響ひびいていた。








【シーン２　オーケストラ会場近くの路地裏】


　映研撮さつ影えい　映画『ポルノ王（仮）』メイキング映像より





「──ポルノ王さん大だい丈じよう夫ぶ!?　吹音……吹音……」


　オーケストラ会場へ吹音を送り届けようとしていたポルノ王は、敵国の〝機関〟が送りつけたエージェントたちの攻こう撃げきを受けて路上に倒れ伏ふしていた。顔の下半分だけをおおう仮面から荒い息を漏もらすポルノ王が、茜あかね色いろの陽ひによって照らし出されている。


　吹音はポルノ王の前に座りこみ、白いワンピースを彼の血で紅あかく染めて泣きじゃくっていた。──なんの迷いもない、完かん璧ぺきな演技だ。


「ここはぼくに任せて、きみは早くオーケストラ会場へ……」


「──ポルノ王！　そろそろエージェントたちが来ます!!」


　白いスカートスーツを着た謡江が、こめかみに一筋の汗あせを垂らして声を上げる。


「……あの国のエージェントは皆みな、洗脳じみた教育を受けているはず……えと……」


　謡江が慌てて書類をめくり、「彼らは〝氷の女部長〟と呼ばれる鬼おに上司から徹てつ底ていした調教と洗脳を受けています！　彼らは安月給の平エージェントですが、精せい鋭えいのようです!!」と叫さけぶ。


「……くっ！　平エージェントにやられるとは、ぼくも焼きが回ったね。しかし……洗脳した相手が女性か。これは都合がいい──がはっ!!」


　ポルノ王が、急に血を吐はいた。


「ポルノ王さん!?」


　吹音が混乱したようにポルノ王へしがみつき、瞳ひとみに涙なみだを溢あふれさせる。ポルノ王の状じよう況きようが切せつ羽ぱ詰つまるにつれ、吹音の演技も熱を帯びてきたようだ。


「……平気だよ。さぁ、ぼくの夢〝世界平和〟を実現するために、早くオーケストラ会場できみの乙女旋律ラブリー・クラリネツトを奏かなでてきてくれ」


　ポルノ王に体を押され、吹音は涙を拭ぬぐう。


「ポルノ王さんの夢、絶対に吹音が叶かなえるね！」


　彼女はそう言い、あえて後ろを振ふり返らないよう懸けん命めいに前を向くと、全力で駆け出した。


　ポルノ王と謡江はそんな吹音の後ろ姿を見つめ、願うような声で漏らす。


「……吹音さんのコンサート、成功するといいですね」


「成功するさ。ぼくが誰だれにも邪じや魔まはさせない。……だから、あの平エージェントたちもぼくが倒たおさないとね」


「はい……」


　謡江はポルノ王へと目をやり、彼が流した大量の血を見つめる。ポルノ王の命が尽つきかけているのは明白だった。しかし、謡江はあえて明るい顔で声を上げる。


「ポルノ王。アイドルだった私を口説いて自分の補ほ佐さ官かんにしようとしたとき、なんて言ったか覚えてますか？」


「確か『ぼくが世界平和を実現したとき、ぼくの一番そばで祝って欲しいから補佐官にするんだ』……かな」


「そうです。だから平エージェントたちを倒して、ちゃんと私に祝われてくださいね」


「もちろんさ。ぼくは約束は守る男だ」


　そのとき、全身黒タイツの男五人組がポルノ王たちの前に姿を現した！　〝機関〟の平エージェントたちだ!!


　ポルノ王はゆるゆると起き上がると、膝ひざ立ちになって仮面を剝はぐ。


「ポルノ王の力、食くらうがいい！　必殺──」


　唐とう突とつに、平エージェントたちが円形のフォーメーションを展開した。平エージェントは五人おり、それぞれ武器を持っている。三角木馬・ロウソク・鞭むち・縄なわ……そして、女王様だ！


「あの女王様が曲くせ者ものだった……!!　まさかプロの女王様を武器として持ってくるなんて……さっきは誘ゆう惑わくに負けてしまった……!!」


　ポルノ王は悔くやしさを嚙かみしめるように呻うめき、女王様を中心に円形の陣じんを作った平エージェントたちを見据える。


　そんな彼を見て謡江は「……私のＳＭが下手ですみません……」と申し訳なさそうに謝っていた。


「「痛め！　木馬幻想バイオレンス・エクスタシー!!」」


　平エージェントたちのかけ声で、女王様が鞭を手に取る。そして「下ネタしか考えられない汚お物ぶつめ！　今から鞭で叩たたいて叩いて叩きまくって浄じよう化かしてやるわ!!」と路上に鞭を打ちつけた。


　女王様の声とともに、前衛にいた平エージェントふたりがポルノ王へ向かって駆かけ出す。──三角木馬にまたがらせるためだ！　そして、後衛にいた平エージェントたちは調教の準備を始めた!!


「ふっ……さっきは木馬と女王様の誘惑に負けたが、ぼくは今、謡江との約束を思い出した。愛の力で性せい欲よくを振り切ってみせよう!!」


「ポルノ王……」


　彼の言葉を聞き、謡江が目め頭がしらを熱くする。そんな中、ポルノ王は不ふ遜そんな顔で口を開いた。


「食らえ！　必殺、桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレム!!」












　拷問用の個室の中で、五人の平エージェントたちは正座させられていた。革のボンデージに身を包んだツインテールの女が、そんな彼らの前をハイヒールを踏み鳴らして歩いている。彼女は〝氷の女部長〟と呼ばれる工作員たちの上司だ。


「また任務に失敗ですか！　あなたたち、ほんっっとに使えない部下ですわね!!」


　──ビシィィィ!!


　部長は手にしていたおしおき棒を床に叩きつける。平エージェントたちはまたおしおきが待っていると思っていたが……今日は、少し様子が違った。


「あたくしは今まであなたたちにずいぶんと厳しい指導をして参りましたが……それでこのざま。なにが足りないのかと色々考えました。そしてたどり着いた答が〝成功体験〟です」


　その言葉に、平エージェントたちは首をかしげる。部長はそれに対して「つまりあなた方は調教される側にずっといたせいで負け癖がついてしまったのです。ゆえに──」とそこまで言って床に座ると、これみよがしに股を大きく広げて平エージェントたちに見せる。


「今日はあたくしを調教しなさい」


　平エージェントたちの胸が、その一言に高鳴る。まさか自分たちが〝氷の女部長〟と呼ばれる彼女を調教するだなんて夢にも思っていなかったからだ。そのせいか手は震え、まともに動き出せないありさまであった。


「……やはり成功体験の不足。据え膳を食わぬなど、あなたたちそれでも男ですか」


　部長はため息をつくと「まずは五人がかりであたくしを押さえつけ、体を蹂躙しなさい」とつぶやく。


　平エージェントたちはすぐに動き、部長の手足を押さえつけて床に磔にした。そして革のボンデージの上からその大きな胸を押し揉む。


「はあっっ……！　いきなり本気できましたわね。……あっ！」


　平エージェントのひとりが、ボンデージの上から股間に膝を当て、激しく動かし始めた。


「な、なにするんですの!?　あくぅっ……！　やあぁぁ……!!」


　段々と艶かしさを帯びてきた部長の声を聞き、平エージェントたちは動きに躊躇いがなくなってくる。部長の腕を押さえていた平エージェントふたりは、彼女のボンデージをはだけて大きな胸のほとんどをさらし、ふたりがかりで胸をわしづかんでグニャリと揉みこむ。足を押さえていた平エージェントふたりは、ゆっくりと彼女の腿の内へ向かって舌を這わせ始める。そして股間に膝を当てていた平エージェントは、膝に回転するような動きを与えて彼女の股間をボンデージの上からかき回す。


「やぁぁぁぁ……!!　こんなっ強烈な責め……んふぅっ……!!」


　部長は全身を襲う快楽の前に尊厳を失い、ただ喘ぐだけの性玩具と化していた。


　磔になったまま押し回されて自分の意思とは無関係に暴れる胸。熱い唾液とともに性器へ近づく舌に反応して震える腿。そして、硬い膝にかき回されてだらしなく濡れる股間……。


「んぐぅぅ……！　はっ、あぁぁぁ……!!」


　もう、部長の思考は平エージェントたちの愛撫で壊れてしまった。彼女は快楽に溺れた瞳で彼らを見つめると、どこか夢見るように口を開く。


「なんだかあたくし、戦争なんてどうでもよくなってきました……。あなたたちと一緒に、ずっとこうやって快楽をむさぼっていたいですわ……」












「「部長ぉぉぉぉ……！」」


　──バタンッッッッッ!!


　平エージェント五人は、悦えつ楽らくに浸ひたった顔のまま意識を失って倒たおれる。彼らは路上でひとしくビクンッビクンッと痙けい攣れんしていた。


「また、つまらぬ者を導いてしまった……」


　ポルノ王は平エージェントたちを見つめ、虚むなしげにつぶやく。


「──このザコエージェントどもめ！　あとでちゃんと延長料金を請せい求きゆうするからね!!」


　女王様は駄だ目め押しするかのように平エージェントたちを鞭むちで叩たたくと、怒おこってひとりで帰ってしまった。


「さすが女王様だな……」


　ポルノ王の声は、静かになった路上でわずかに響ひびいて消えた…………………………………。





「──カット。オーケーですわ。皆様、本日はお疲つかれさまでした」


　メガホンから響いた部長の声を聞き、俳優たちは肩かたの力を抜ぬく。


　部長はそんな俳優たちを見回すと、労をねぎらうようにして口を開いた。


「みなさん。今日は放課後になって急に決定した撮さつ影えいシーンの変へん更こうに、よく対応してくださいましたわね。ありがとうございます」


　──実は今、丈途たちは元の撮影スケジュールと違うシーンを演じていたのだ。吹音がオーケストラ会場で過呼吸になって倒れたあと、クロトがオーケストラシーンを削けずると決めたゆえの処置だった。クロト曰いわく「オーケストラのシーンを書き直すから、その直前の場面を実際に見てみたいんだ」とのことである。


「いつも自信満々のクロトにしては珍めずらしく迷ってる感じだったな……。放課後になっていきなり撮影シーンの変更なんて頼たのんでさ」


　丈途はそう喋しやべりながらも、クロトの言動に納なつ得とくはしていた。丈途だって編集者から急に「あのシーンを変えてくれ」と言われたら迷う。同じ文筆業としてクロトに共感できるのだ。


「それにしても鳴唐さん、今日の演技は凄すごかったな。オーケストラシーンがなくなって、心のつかえが取れたんだろうなぁ」


　……ちなみに吹音はオーケストラ会場で倒れたあと、建物の外に運んでしばらく休ませていたら呼吸が整い、元通りになった。大事に至らず丈途たちはみんな安あん堵どしている。


「──丈途くん。クロトさんにオーケストラシーンを削るよう頼んでくれてありがとう」


　いつの間にか吹音が丈途の前に来ており、頭をさげていた。


「いいんだよ。オーケストラシーンはトラウマだろうし……クロトも鳴唐さんがあのシーンで悩なやんでることに気づいてたしさ」


「……吹音、中学校のときの失敗をまだ自分の中でうまく整理できてないの……それで悩んじゃって……」


「焦あせって結論を出す必要はないと思うよ。いつかはオーケストラで演奏したい。今はそれでいいじゃないか」


「うん！　ありがとう！　吹音、新しく書かれるシーンでちゃんといい演技するね!!」


　吹音はそう言って懐ふところから一枚のリードを取り出し、「がんばってね！」と彫ほられた部分を丈途に見せる。


　丈途も懐からリードを取り出すと、「がんばってね！」と彫られた部分を吹音に見せた。


　互たがいに「がんばってね！」と彫り合い、一枚ずつ持っている思い出のリード……。


「映画の成功を目指してお互いがんばろう！」


　丈途の言葉に、吹音は笑え顔がおで頷うなずいていた。


　……なんか、主演ふたりで協力し合ってる感じでいいな。よく映画やドラマの主演同士がつき合ったっていうニュースを聞くけど……こんな感じで仲良くなってつき合うんだろうなぁ。


　丈途がそう思いながら頰ほおを緩ゆるめていると、不意に後ろから声が聞こえる。


「──丈途くん。さっき撮影したシーン……どう思う？」


　丈途が振ふり返ると、謡江が考えこむようにして眉まゆを寄せていた。


「どうって……鳴唐さんの迷いが吹ふっ切れたおかげで、いいシーンになったと思うよ」


「そこじゃないわよ！　今日撮影したシーン、普ふ通つうに考えるとこのままオーケストラのシーンに突とつ入にゆうしそうな流れよ!!」


「そこはクロトがうまくやるんじゃないかな」


「さっきクロト先輩に確かめたら『今日の撮影を見て、いいアイデアが浮うかびそうなんだ。詳しよう細さいはもうちょっと待ってくれ』って言ってたけど……おかしくない？　クロト先輩って、事前に綿密な計画を立てるタイプでしょ？」


「クロトにしては珍しい発言だけど……オーケストラシーンの変更は急に決まったことだし、仕方ないんじゃないかな。クロトも大変なんだよ」


「丈途くん、どうしちゃったのよ!?　なんでクロト先輩に対して友好的なの!?」


「ぼくや謡江は秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いでクロトと敵対したから今までいい感情を持ってなかったけど……この間、みんなで映画セットを回ったときに思ったんだ。クロト、そんなに悪い奴やつじゃないよ」


「なに言ってるのよ!?　丈途くん、クロト先輩のせいで散々酷ひどい目にあったこと忘れたの!?」


「でもさ、あれは授業で──」


　そのとき、丈途の衣装の裾すそを誰だれかが引っ張る。顔を向けた丈途の瞳ひとみには、クラリネットのケースを手にした吹音が映った。


「吹音、クラリネットの練習に行くね。また撮影で会おうね」


「うん。またね！」


　丈途はさきほど彼女と見せ合ったリードのことを思い出し、顔をほころばせながら手を振る。


「──丈途くん！　ちゃんと私の話を聞いて！　吹音さんにかまけてクロト先輩への警けい戒かいをおこたってる場合じゃないでしょ!!」


「かまけてって……クロトなら大だい丈じよう夫ぶだよ。謡江は心しん配ぱい性しようだなぁ」


　丈途がそう言って笑っていると、部長が「丈途さん！　ちゃんと後片付けをしてください!!」と怒ど鳴なり声を上げてくる。


「あっ、忘れてた！　謡江、ぼくはまだ仕事が残ってるから……またね！」


　丈途は謡江に別れを言い、後片付けをするために駆かけ出す。


「──もう！　知らないからね!!」


　後ろから聞こえる謡江の声を、丈途は軽く手を振って流してしまう。


　謡江はいつも丈途を想おもって助言してくれているというのに……彼は、あまりにも軽けい率そつだった。




【カット】





５　戦場カメラがとらえた閃学園の真価







　謡江にクロトのことを注意されてから数日後。


　その日の放課後、ぼくが学園を出て映画セットへ向かっていると、クロトが道の先を歩いているのが見えた。


　いくらか距きよ離りがあったのであえて近づきもせずに歩いていると……彼のポケットから、なにか薄うすっぺらい物が落ちる。


「……なんだろう？」


　歩みを進めて拾ってみると、それは一枚の写真だった。写っていたのは迷めい彩さい服を着ている身長二メートル弱の大男である。


「これ……鬼おに隠がくれ潜ひそむくんじゃないか!?」


　彼は隠かくれん坊ぼうの天才で、部長やブレイドが進路を世話して学園からいなくなっていた人物だ。


　ぼくは写真をまじまじと見つめ、詳くわしく確かく認にんする。潜くんはどこかの部屋の中におり、工具を使って目の前にある機械をいじっていた。彼がいる部屋には窓がついていたので、その先に写っているものも目をこらして眺ながめる。すると──軍服とおぼしきものを着た人々が、銃じゆうをたずさえているのが見えた！


「まさか……軍の施し設せつ!?」


　ぼくは呆あつ気けにとられ、一いつ瞬しゆん思考が止まってしまう。


　……潜くん、どうして軍の施設なんかに……？


　映画作りが始まってから、軍関係の施設へ演技の練習をしにいく生徒たちが出てきた。潜くんもそれに参加したという可能性もあるだろう。しかし……潜くんは隠れん坊の天才だ。機械への工作に長たけているとは思えない。そんな彼に軍が自分たちの施設にある機械をいじらせるだろうか？　国防に関かかわることなのに??


「まさか潜くん……軍に隠れて勝手に工作してるの!?」


　だがそう考えると、隠れん坊という彼の才能と写真の行動に納なつ得とくがいった。つまり才能を活いかして軍から隠れ、密ひそかに特とく殊しゆ工作をしている……。


「こんなの、絶対に潜くんの意思じゃない！　潜くんはわがままで自分の欲よく望ぼうに素す直なおで……特殊工作を進んでやるような人じゃなかった!!」


　だとしたらこれは、部長が仕向けた行動だということになる……。部長の夢は世界平和。ならば潜くんがおこなっている特殊工作も、世界平和計画と無関係とは思えない……。


「まさか、部長の世界平和計画……裏があるの!?」


　ぼくは背中に嫌いやな汗あせが滲にじむのを感じる。


　──確か部長は、ぼくが『ポルノ王（仮）』の公開が全世界と聞いて「ずいぶん大がかりな計画なんだね」と驚おどろいていたとき「この程度で大がかりだなんて言ってもらっては困りますわ」と不敵な笑えみを浮うかべていた。なにか隠している気はしたが……生徒に特殊工作をさせてたなんて……。


「部長だけじゃない……この写真を持っていたってことは、クロトだって潜くんのことを知ってるんだ！」


　ちょっとでもクロトに対して友好的になった自分が馬ば鹿かだった!!


　急いで映画セットに入ると、生徒たちが宮きゆう殿でん前に集められていた。まだ放課後になったばかりのためか、俳優たちも映画の衣装には着き替がえず普ふ段だんの服装のままその場にいる。


　いつもより人数が多い気がしたのでよく確認すると……なぜか、映画作りに参加していない生徒まで集まっていた。


「──課外授業、さっさと始まらねぇかな。俺、才能磨みがきで忙いそがしいんだけど」


　生徒のひとりがぼやいている声が聞こえる。


　……課外授業？　ぼく、そんな話は聞いてないな……。それにこの映画セットには先生がひとりもいないじゃないか。


　不思議に思っていると、宮殿のバルコニーにクロトと部長が現れ、並んで立った。


　ぼくはすぐに宮殿前まで駆かけると、潜くんの写真を掲かかげて声を張り上げる。


「ふたりとも、この写真はどういうことさ!?　なんで潜くんが特殊工作をしてるんだよ!?」


　クロトはぼくが持つ写真に目を向けると、不敵な笑みを浮かべて口を開く。


「おや、いつの間にか落としてしまったようだね。しかしちょうどよかった。ぼくのシナリオでは、そろそろ計画の全容を話すシーンにさしかかっていたからね」


　クロトは部長の方を向くと「ではひとつ、ここで前半の山場を演出しよう」とつぶやく。


　部長はその言葉に頷うなずくと、一歩前に出て声を張り上げた。


「あたくしは、ＤＤＲと呼ばれる武装解除の仕事にたずさわっております！　紛ふん争そうの悲ひ惨さんさを、この目で何度も見てきました!!」


　その一言で、辺りがしんと静まった。


　……そうだろう。同じ高校生が武装解除だなんて仕事にたずさわっていれば、いくら閃学園の生徒でも驚く。


「あたくしは中学生の頃ころに紛争の悲惨さを目にし、世界平和を夢見るようになりました。そしてその夢を実現するため、閃学園高校にいる天才たちの協力を得たいと考えるようになりました。そのときあたくしに手を差しのべてくれたのが、すでに閃学園に入学していたクロトさんです」


　部長が、横にいたクロトを見つめる。クロトはそれに目をとめると、彼女の言葉を肯こう定ていするように頷いた。


「あたくしはクロトさんと協力して世界平和計画を立ち上げました。そしてその計画を実行するために閃学園へ入学したのです。あたくしは計画の第一段階として、まず新聞同好会を立ち上げました。閃新聞の報道を通じて『閃ひらめきを信じろ・感性を信じろ・我が道をゆけ』というこの学園独特のわがままな校訓に異を唱え、生徒たちに『わがままで好き放題な青春を送っていては才能を無む駄だにする』と意識改革を促うながすためです。


　次いで、意識改革が起こり生徒たちが『才能を無駄にしたくない！』と考え始めた頃、計画の第二段階に移行してボランティア企き画かくを立ち上げ、才能を活かす道を示しました。生徒たちの力を世界平和計画に向けて一点集中させるためです。それは見事に成功し、現に今『ポルノ王（仮）』の映画作りに多くの生徒たちが協力してくださっております。


　そしてこれから展開される計画の第三段階をもって、あたくしは世の中に対して具体的なアクションを起こしていこうと考えております」


「──ちょっと待ってよ部長！　それじゃ、部長にとって新聞同好会は世界平和計画の道具にすぎなかったっていうことなの!?」


　ぼくの声を聞いた部長は、気まずそうにしてこちらへ顔を向ける。


「……その通りですわ。丈途さん。同好会でのご協力、本当にありがとうございました。あたくし楽しかったですわよ？　このままずっと丈途さんたちと新聞同好会を続けられたらいいと思うくらいに……。でも、クロトさんが閃学園を卒業する前に計画の第三段階まで進める必要があったんですの。もう少しで春が来て、クロトさんは卒業してしまいます。同好会の活動は、あれ以上続けられなかったんですの……」


　……そんな。部長にとって新聞同好会の活動は、いずれやめる前提のものだったなんて……。


　ぼくは思わず歯がみしてしまう。苦労も多かったが、同好会での日々は本当に楽しかった。創刊号の売上げを伸のばすために部長と記事作りに励はげんだことも、雪山で遭そう難なんしながら取材をやりとげたことも、今ではいい思い出だ。ぼくは学校を卒業するまでずっと、同好会であんな日々を送り続けるものだと思っていたのに……。


　部長は黙だまりこむぼくから目をそらすようにして、みんなの方を向いてさらに話を続けた。


「『ポルノ王（仮）』の映画は世界平和への足がかりにすぎません。あの映画は民間人の反戦意識を高めるためのもの……軍事組織に対しては、もっと直接的な方法を考えております！」


　……ちょ、直接的な方法!?　軍事組織に対してそんなことしたら……やばくない!?


　ぼくは部長の言葉に驚き、目を見開いて彼女を見つめる。


「すでに軍事組織に対する工作は始まっております。『ポルノ王（仮）』の映画制作中、演技練習で戦争と関りのある様々な機関に派は遣けんされた生徒たちがおりましたでしょ？　実はあの生徒たちが『派遣先の組織を活動不能に陥おとしいれる』あるいは『派遣先の組織を利用して他ほかの軍事関係組織を活動不能に陥れる』ために着々と準備を進めておりますの」


「──部長！　いくらなんでもそこまでしたら、機関に派遣された生徒たちが危ないだろ!?」


　ぼくの上げる声を聞き、部長は「ご安心ください。生徒たちの身の安全はきちんと考えております。鬼隠潜さんに関しても、危険はありませんわ」と微笑ほほえむ。


「軍関係の組織で工作して危険がないだなんて……どうして言いきれるのさ!?」


「天才シナリオライターのクロトさんが完かん璧ぺきなシナリオを作っておりますもの。ご心配には及およびませんわ」


　……クロトの完璧なシナリオか……。


「それより丈途さん。新聞同好会でのご協力に加え、『ポルノ王（仮）』での主演……。あたくし、これからもあなたのことは頼たよりにしておりますわよ。丈途さんとならあたくし……必ず世界平和を実現できると信じておりますもの」


「ぼくとなら世界平和を実現できるって……部長。ぼくとふたりで放課後の教室に残ったときもそんなことを話してたけど、どうしてそこまでぼくを──」


「──そろそろ時間だ。丈途くん、すまないが前口上は終わりにさせてもらうよ」


　クロトが部長の前に立ってぼくたちの視線を遮さえぎり、こちらを見おろしてくる。


　急に話を止められて抗こう議ぎしようとすると、彼はぼくが口を開くよりも早く「次のシーンに移ってくれ」と発した。


「……次のシーン？」


　そう言ってぼくが眉まゆを寄せた途と端たん、宮きゆう殿でんのバルコニー下の壁かべが開いて巨きよ大だいモニターが姿を現した！　そしてモニターに……戦地が映し出された!!


　──ダン！　ダン！　ダン！


　──ズダダダダダッ!!


　銃じゆうの連射される音が辺りに響ひびき渡わたる。モニターに映し出されていたのは、川辺で戦う人々だった。爆ばく破はされたのか橋が無む惨ざんにも壊こわれている。


「これは、今まさに起こっているゲリラ戦のライブ映像さ！」


　クロトがみんなに向かって高らかに言い放つ。


　突とつ然ぜんの映像に、みんなは息を呑のんでモニターを眺ながめ入るばかりであった。


　行き交かう弾だん丸がん。次々と倒たおれる人々……そんな映像を見つめ、生徒たちの顔がどんどん曇くもってゆく。中には、気分が悪くなってその場に膝ひざを突つく者まで出始めてしまった。


　クロトはそんな生徒たちの様子をひとしきり確かく認にんすると、携けい帯たい電でん話わを取り出してどこかへかけ始める。


　次いで彼が通話もせずにその電話を切ると同時に……今まで争っていた人々の動きが、急に乱れだした！　そしていきなり……双そう方ほうとも撤てつ退たいを始めてしまった!!


「な、なにが起こったの……!?」


　ぼくは啞あ然ぜんとして巨大モニターを見つめる。そこにはさきほどまでの血なまぐさい映像は一いつ切さいなく、ただ静かな川辺が映し出されていた。


　事態がのみこめず黙りこむぼくらを前に、クロトが朗々とした声を上げる。


「我らが閃学園生が、この争いを止めた!!」


　その台詞せりふが言われるとともに、迷めい彩さい服を着て茂しげみに隠かくれている大男がモニターに映し出された。見覚えのある顔……あれは、鬼隠潜くんだ!!


「隠れん坊ぼうの天才たる鬼隠潜くんには、現地での工作を担当してもらった。ゲリラの作戦行動の統計から検出された変化点をもとに次の作戦を予測して戦場に向かい、そこで双方の通信兵が持つ携帯電話を電波ジャックして偽にせの指示を与あたえて撤退させたんだよ」


　クロトはそう言って律と蘭に目をやった。


「律くん、蘭さん。きみたちが映画の演技練習でおこなった『ゲリラの作戦行動の計算』と『ゲリラが使う携帯電話の電波ジャックシステム開発』……そのふたつが、この争いを止めることに大きな貢こう献けんをした。ふたりとも、協力ありがとう」


　クロトの話を聞き、みんなが律と蘭に目を向ける。


「──よくあれを止めてくれたね。正直、見てられなかったよ」


「──演技練習でさっそく世界平和に貢献してたなんて、凄すごいわね」


「──ちっ、俺だって任されれば自分の才能であれくらい……」


　辺りからは賞賛と嫉しつ妬との声が入りまじってわき起こり、律と蘭は恥はずかしそうにして目のやり場に困っていた。


　クロトはみんなの声がひとしきり収まるまで待つと、話を再開する。


「ぼくは今のゲリラ戦のようにしてみんなの才能を活かし、世界平和を実現するつもりだ。あれを全世界規模でおこなうのが、世界平和計画の第三段階なのさ」


　彼はそう言って部長の肩かたに手を置くと、もったいぶるような視線でみんなを見み渡わたす。


「さてここで、ひとつこの子の秘密を明かそう。この子が今まで隠していた才能についてだ。世界平和を一いつ緒しよに目指す同志たちにはきちんと把は握あくしておいて欲しいんだよ。この子の才能を知ることで、ぼくらがやろうとしている計画がより明確な形をとるからね」


　クロトの言葉を聞いて部長は頷うなずき、みんなを見み据すえて深呼吸をした。


　そして、満を持したように口を開く。


「新聞同好会、ＤＤＲ……あたくしは今まで、自分の才能を様々なことに使ってきました。汎はん用よう性の高い才能だからこそできたことでもあります。ゆえに今まで才能を特定されずにおりましたが……世界平和計画を大きく動かすにあたって、ここで皆みな様さまにお伝えしましょう。実はあたくし……天才プロデューサーなのです！」


　天才プロデューサー!?　部長の才能って……プロデュースだったの!?


「──そうか！　部長、新聞同好会をプロデュースするって形で才能を使ってたのか!!」


　ぼくは部長の今までの行動を思い返してみた。


　様々な情報が載のっている革かわ張ばりのノートを手に持ち、裏でなにか考えては不敵な顔で実行し、女王様のようにして人に命令する……。


「……確かにプロデューサーだ」


　ぼくが頷いていると、部長はさらに話を続ける。


「今まで様々なことに自分の才能を使ってきたあたくしですが……そろそろひとつのプロデュースに専念したいと思います。『ポルノ王（仮）』とは別にクロトさんが用意した、ある映画シナリオのプロデュースです。天才シナリオライターたるクロトさんと天才プロデューサーたるあたくし……非常に相あい性しようのいい組合せだと思いませんか？　多くの人を魅み了りようする大作映画も難なく生み出せると思いますわ」


　クロトが部長の言葉に続けるようにして「実はぼく『ポルノ王（仮）』よりさらにスケールの大きい映画を作りたいんだ」とつぶやく。


「クロトさんが用意した映画シナリオ……それは、閃学園生たちが一丸となって紛ふん争そう根絶を目指す、『世界平和』という超ちよう大作です!!」


　映画『世界平和』って……タイトルそのまんまじゃん！


　内心で突っこみつつ、ぼくはやっと部長とクロトが組んだ理由に気づいた。映画を売り出すとき、有名シナリオライターと有名プロデューサーが組んで仕事をすることはままある。そうすることでふたりの才能がまじり合い、単独でやるよりも何倍も大きな結果を出せるからだ。


「感動的な映画になると思わないかい？　今まで閃学園という箱庭で暮らして世界に目を向けず才能を無む駄だにしていた生徒たちが、紛争という現実を知って一丸となり、己おのれの才能を賭として平和のために力を尽つくす……素す晴ばらしいヒューマンドラマじゃないか」


　クロトは自身のシナリオに陶とう酔すいするかのように漏もらしていた。


『──みんなに未来ある正しき道を示し、この学園の真価を発揮させる……それこそ、我々秩ちつ序じよ派の考える正義なのさ』


　ぼくは秩序派と無秩序派の戦いのときにクロトが言った台詞を思い出した。そして夢の習字を書いた全校集会のとき、部長もまたクロトと同じ考えであると気づいたことも思い出した。


　……世界平和すら成し得る集団……それが、部長とクロトの考える〝閃学園の真価〟か……。


　クロトは陶酔した声のままみんなに語りかける。


「映画『ポルノ王（仮）』のキャッチコピーは『エロの力が世界を救う！』だ。しかし映画『世界平和』のキャッチコピーは違ちがう。我々天才が協力し合って達成する偉い業ぎようにふさわしいキャッチコピー……それは、『才能は世界を救う！』だ。そう──つまり、閃学園にいるみんなの才能が世界を救うんだよ!!」


「「おぉ……！」」


　辺りから感かん嘆たんの声が漏れる。


　クロトはそれを眺ながめ、パチンと指を鳴らした。すると、モニターに映っていた潜くんが急に「才能は世界を救う！　才能は世界を救う！」とロボットのように繰くり返し始める。


　……な、なんだあれ!?　潜くんの様子がおかしいぞ!?　まるで獣けものみたいだった潜くんが……なんであんなロボットみたいな喋しやべり方をするの!?


　ぼくが潜くんの様子に戸と惑まどっていると、モニターを眺めていた生徒たちが熱に浮うかされたようにして声を上げ始める。


「──才能は世界を救う！」


「──才能は世界を救う！」


「──才能は世界を救う！」


　生徒たちの奏かなでる大合唱……。気がつくと、辺りは異様な熱気に包まれていた。


「……この熱ねつ狂きようの仕方、覚えがあるな……」


　ぼくは周りを見つつ、こめかみに一筋の汗あせを垂らす。


　……クロトの言うことに感化され、まるでロボットじみた様子で全員が同じ行動を取り始める……これは──。


「秩序派と一緒じゃん!!」


　ぼくがそう喋る中、謡江がこちらに駆かけ寄り「まさかみんな、秩序派になったときみたいにこのまま変になっちゃうんじゃ……」と不安げに漏らす。


　──そうだ！　すでに潜くんからしておかしいじゃないか！　早く止めないと、また生徒たちがクロトに操あやつられてしまう!!


「みんな、一度冷静に考えてから映画『世界平和』に出演するかどうか決めようよ!!」


　ぼくの叫さけびは、熱狂の渦うずにあるみんなの耳には届かない……。


「──ポルノ作家く～ん！　また秩序派との戦いが始まるの～!?　ボク、また制服と眼鏡めがねを強制されるの～!?　あれもう嫌いやだよ～～!!」


　創が慌あわててぼくに抱だきついてきた。


「──ちっ、私としたことが油断した！　まさかクロトがこんなところで仕し掛かけてくるとはな……」


　来夏がぼくの脇わきに立ち、険しい顔でクロトを見つめている。そして悔くやしそうにこちらへ話しかけてきた。


「丈途。今の状態では簡単にはクロトを非難できんぞ。軍関係の組織に生徒を送りこんで工作させる時点でクロトの計画はずいぶんと危険だが、実際に閃学園の生徒がゲリラ戦を止めてしまった。この熱狂をさますのは一苦労だぞ……」


　──くっ！　来夏の言う通り、今の段階でクロトを非難するのは難しい。でも、無秩序派だったみんなはぼくと同じようにこの熱狂を危険だと感じてる……。


　ぼくはモニターの中でロボットのように「才能は世界を救う！　才能は世界を救う！」と繰り返している潜くんを見つめた。


　……やっぱり、多少強ごう引いんでもこの熱狂は止めなきゃ駄だ目めだ。モニターの中の潜くん、ゲリラ戦を止めても全然嬉うれしそうじゃない。本当に、ただのロボット人間だ。ぼくはもう……ぼくはもう、学園のみんなをあんなロボット人間にはしたくない!!


　ぼくはバルコニーの下まで駆けると、大声で叫ぶ。


「クロト！　潜くんは明らかに人が変わってるじゃないか！　こんな洗脳じみたことをしてまで計画を進めて……なにが世界平和だよ!!」


　ぼくの声が届いたのか、クロトがバルコニーからこちらを見おろした。そしてみんなの熱狂を制するように、そっと片かた腕うでを上げる。


　たったそれだけの仕草でみんなが口をつぐみ、辺りが静かになった。まるで秩序派のようにお行ぎよう儀ぎのいい行動……。


「丈途くん。きみは今、ぼくの映画『世界平和』を否定したようだが……どういうことだい？」


「だから、獣じみた潜くんをロボットみたいに変えてまでこんなことするなよ！」


「彼は才能の無む駄だ遣づかいをしていた馬ば鹿かな自分を悔くい改め、世界平和に身を捧ささげるひとりの〝戦士〟に生まれ変わったんだ。丈途くんにも、ゲリラ戦を止めた彼の功績を誉ほめてあげて欲しいね」


「そりゃゲリラ戦を止めるなんて凄すごいけどさ……あれ、絶対に潜くんの意思じゃないよ！　ぼくはあんなの認めない!!」


　ぼくの言葉を聞き、「そうだそうだ！」と言いながら十数名の生徒たちがバルコニー下まで集まってきた。謡江や来夏や創も、ぼくのそばに来る。


　クロトはそれを眺ながめてノートパソコンを開くと、口の端はしを上げた。


「ぼくの持つデータを確かく認にんしたところ……今丈途くんの周りに集まっている生徒たちは、秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いのとき最後の最後まで秩序派に抵てい抗こうした生きつ粋すいの無秩序派たちのようだね」


　ぼくはクロトの言葉を確かめるようにして周りを見た。


　……言われてみれば、見覚えのある顔が集まっている……。


「まさか映画『世界平和』にまであの戦いが響ひびくとはね。生粋の無秩序派たちには困ったものだよ。そんなにみんなと力を合わせるのが嫌きらいかい？　それが世界平和のためでも??」


「世界平和を否定してるわけじゃないよ！　ただ、方法が間ま違ちがってるって言ってるんだ!!」


「いや、ぼくは間違ってるだなんて思わないね」


　クロトがみんなを見み渡わたすと、彼の言葉に同意するかのように生徒たちがコクコクと首を縦に振ふる。


「どうやらみんなも間違ってるとは思っていないようだ。……丈途くん、どうする？　またぼくと敵対して、どんな手段を使ってでも止めるかい？」


「……クロトがみんなをロボット人間に変えるつもりなら、やるしかないと思ってるよ」


　ぼくたちの会話を聞いて、集まっていた無秩序派たちがクロトへ向かって声を荒あらげる。


「──本当はお前らの計画なんて関かかわり合いにならず無視したいところだけどな、お前らのやり方だと失敗したとき閃学園そのものが軍関係の組織から狙ねらわれるだろうが！」


「──そうよそうよ！　私は私で楽しく学園生活を送ってるんだから、巻きこまないで!!」


「──やりたきゃぼくらに迷めい惑わくのかからない方法でやって欲しいね」


　無秩序派たちの声を聞いたクロトは「ふっ……」と軽く笑う。


「安心したまえ。映画『世界平和』は必ず成功する。保身のために必死で平和を否定するとは……無秩序派は醜みにくいね。それに丈途くん。どんな手段を使ってでもぼくを止めるだなんて過激な発言は……」


　クロトが台詞せりふを喋しやべりきろうとしたその瞬しゆん間かん──。


　ドォォォォン！


　バルコニーの端はしが、いきなり爆ばく発はつした!!


　クロトと部長は直ちよく撃げきをまぬがれたものの、爆ばく風ふうの煽あおりを食くらって倒たおれてしまう。


「なにが起こったの!?」


　ぼくが慌てていると、クロトがよろよろと立ち上がり、苦く悶もんに満ちた表情でこちらを見み据すえた。


「……なるほど。どんな手段を使ってでも止めるとは、こういうことだったのか。丈途くん……きみは世界平和を邪じや魔まする、テロリストだったようだね!!」


「テ、テロリストだって!?」


「丈途くんだけで今の爆発を仕組んだとは思えない。おそらく彼の周りに集まっている無秩序派全員がテロリストだ。みんな……捕つかまえてくれ!!」


　クロトの言葉を聞いた秩序派たちが、一いつ斉せいに動いてぼくらの周りを取り囲む。綺き麗れいな円形の囲い……本当に、秩序派と無秩序派の戦いの再来だ。


「──丈途くん！　本当にあの爆発、丈途くんがやったの!?」


　鳴唐さんが円えん陣じんの前に出て、必死な顔で問いかけてくる。


「違ちがうよ！　鳴唐さん、信じてくれ!!」


「それじゃあ、丈途くんもみんなと協力して世界平和のために映画作りを続けるんだよね？　『ポルノ王（仮）』の撮さつ影えい、まだ終わってないよ？」


「いや……それは……だって『ポルノ王（仮）』に関わるってことは、映画『世界平和』に関わるってことになるし……それってつまりクロトの計画を肯こう定ていすることになるわけで……」


「でも丈途くん、吹音に『映画の成功を目指してお互たがいがんばろう！』って言ったじゃない!!」


　鳴唐さんはそう口にして、懐ふところから「がんばってね！」と彫ほられたリードを取り出す。


　──うっ！　それを言われると痛い……!!


「吹音、主演でプレッシャーもあったけど、一年零組として映画作りを引っ張る丈途くんの力になろうと思って──」


「吹音さん。丈途くんの説得はあきらめた方がいい。テロリストになにを言っても無む駄だだよ」


　クロトはバルコニーからこちらを見おろすと「無秩序派は映画セットの牢ろうへ！　丈途くんだけは、この映画セットから強制退去させる!!」と声を上げた。


　その言葉で、秩序派たちが一斉にぼくらへと襲おそいかかる。秩序派の中には、事前に用意していたかのように縄なわを持っている者たちもいた。


　……おかしい。はじめから縄を持ってるなんて準備がよすぎる。──っ！　そうか、これもクロトの考えたシナリオの一シーンだったってことか！　ぼく、完全にはめられたんだ!!


「──丈途くん！」


　すでに手足を縛しばられてしまった謡江が、不安そうにこちらを見つめて声を上げる。


　ぼくは彼女を助けるためにすぐ駆かけ出したが、秩序派に囲まれてしまって動うごきを封ふうじられた。


「謡江！　ぼく、強制退去させられても必ず助けに行くから、無事でいてくれよ!!」


　連れ去られ始めた謡江に向かって力の限り叫さけぶ。ぼくの声を聞いた彼女は、ただ信じるように何度も何度も頷うなずいていた。


　そしてぼくもついに捕とらえられ、縄で手足を縛られてしまう。


　部長が爆発のダメージから立ち直ったのは、そんなときだった。


　彼女はよろつく体をおしおき棒のような巨きよ大だいノートで支え、なんとか起き上がる。


　次いで辺りを見渡し、困こん惑わくしたように口を開いた。


「……なぜ映画セットの火薬が暴発なんて──って、え!?　なんで丈途さんが拘こう束そくされてるんですの!?」


「どうもこうも、丈途くんを含ふくむ生きつ粋すいの無秩ちつ序じよ派たちはみんなテロリストだったんだよ。さっきの爆発は無秩序派が仕込んだ爆ばく弾だんのせいだったんだ」


「クロトさん、なにを言ってるんですの!?　さっき爆発したのは、映画セットの火薬──」


「どうやらこの子は爆発で頭を打って記き憶おくが混乱しているようだ。休ませてあげてくれ」


　クロトの言葉でバルコニーに映研のメンバーが現れ、部長をどこかへ連れ去ろうとする。


「あたくしは混乱などしておりません！　茶番はやめにして、今すぐ丈途さんたち無秩序派を解放してください！　あたくし、こんなシーンは知りませんわよ!!」


　部長の声には誰だれも耳をかたむけず、彼女はバルコニーから連れ去られてしまう。


「丈途さ─────ん!!」


　姿の見えなくなった部長の声だけが、辺りに虚むなしく響ひびいていた。








「──丈途くん、潜くんの写真を拾ってくれてありがとう。あれを見て、せっかくぼくを信じ始めていたのに疑念がわいたんだろう？」


　映画セットの大きな門の前にクロトがひとりで立ち、不敵に微笑ほほえんでいた。


　ぼくは縄で縛られたまま、映画セットの外に転がされている。


「……まさかクロト、あの写真をわざと落としたのか!?」


「そうさ。用済みになったきみを有効的に使って排はい除じよするためにね」


　クロトはそう言うと、思い出したように「そうだ、種明しをしよう。きみのポルノ小説に使ってもいいよ？　きみにエロ以外で物語を書けるだけの筆力があればの話だがね」と口の端はしを上げる。


「そもそもぼくは『ポルノ王（仮）』だなんて映画、はじめから撮とるつもりがなかったんだよ。ちゃんと題名にも（仮）とつけていただろ？　正確に言うと、ポルノ王を悪役にした別の映画を撮るつもりだったんだ。


　しかし、吹音さんのオーケストラシーンはその別の映画にも用意されている。彼女にあのシーンを演じてもらうには、トラウマの関係で少々手のこんだ荒あら療りよう治じをする必要があったからね。吹音さんと仲のいいきみを主演で組ませて一度信しん頼らい関係を作り、きみの裏切りによって『ポルノ王（仮）』を台無しにして彼女に失意を与あたえる。そしてぼくが新たに用意した映画シナリオの中で、きみへの憎にくしみの力でオーケストラシーンを演じてもらう……。


　これがぼくの真のシナリオさ」


「なっ……じゃあ、『ポルノ王（仮）』は作るつもりがなくても、オーケストラシーンだけは絶対にやるつもりだったっていうのか!?」


「その通りだ。しかしポルノ王を悪役にする関係で、オーケストラシーン直前の場面はどうしても撮さつ影えいする必要があった。そこで、きみがぼくを信じ始めた一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらってあのシーンの撮影をやったのさ」


『──今日撮影したシーン、普ふ通つうに考えるとこのままオーケストラのシーンに突とつ入にゆうしそうな流れよ!!』


　ぼくは、謡江が言った台詞せりふを思い出す。


　……謡江、ごめん。きみの言う通りだった。せっかく教えてくれたのに、ぼくは……。


　黙だまって唇くちびるを嚙かみしめていると、クロトが冷たく言い放つ。


「ぼくはね、映画『世界平和』を吹音さん主演のヒューマンドラマにしたいんだ。そのプロローグである秩序派と無秩序派の戦いを、きみはペットプレイなどという下品なシーンを挿そう入にゆうすることで台無しにした。これはその報むくいさ」


「……え？　秩序派と無秩序派の戦いがプロローグ!?　まさかクロト、あのときからずっと今を見み据すえて行動してたっていうの!?」


「もちろんさ。世界平和は、きみたちが〝部長〟と呼ぶあの子とぼくの悲願だ。そもそもあの子自身がさっき言ったじゃないか。あの子は計画を実行するために閃学園へ入学したんだ。その時点で世界平和計画は用意されていたものなんだよ」


　……よく考えてみれば、部長はさっき中学生の頃ころにクロトと手を組んだと話していた。ふたりとも、かなり膨ぼう大だいな時間をかけて世界平和計画を練っていたということだ。


「でもクロト。部長はなんで宮きゆう殿でんが爆ばく発はつしたとき驚おどろいてたんだよ。あれもクロトのシナリオの一シーンなんだろ？　ぼくたちをテロリストに仕立てあげるためのさ」


「ふっ……教える必要のないことだ」


　クロトはそう言うと、映画セットを囲む高い壁かべを眺ながめる。


「きみはすぐに仲間を作って奇き策さくを仕し掛かけてくる。みんなと一いつ緒しよに拘束するより、孤こ立りつ無む援えんにした方が安全だ。念のためこの映画セットは三階建てのビル並に高い壁で囲んでいるし……もう手出しもできまい」


　クロトは足元に置いていた黒衣と仮面を取ると、こちらへ放ほうり投げる。


「それはポルノ王の衣装だ。記念にとっておくといい。丈途くん。きみはもう、ぼくのシナリオに登場する機会はない。──降板だ」








【シーン３　宮殿前】


　映研撮影　映画『ポルノ王（仮）』メイキング映像改め、映画『世界平和』本編映像より





　──丈途くんなんで!?　どうして映画を降りちゃったの!?


　吹音は宮殿のバルコニー下に膝ひざを突つき、丈途が「がんばってね！」と彫ほったリードを見つめて混乱しきっていた。さっきの爆発は本当に丈途が仕組んだものなのかどうかはわからない。だが、ひとつはっきりしていることがある。それは──。


「──吹音さん、すまない。今度こそ貴女あなたにハッピーエンドを贈おくりたかったが……丈途くんに裏切られてしまった。残念だが……主演男優は交こう代たいだ」


　丈途を映画セットの外に出し終えたクロトが、吹音の前に立って気落ちしたように言う。


　──そう。吹音の最大の懸け念ねんは、今まさにクロトが言ったことだった。丈途と一緒にがんばっている映画作りだと思っていたのに……主演男優が代わってしまうのだ！


「丈途くん……吹音、わからないよ。一年零組として映画作りを引っ張ってる丈途くんの力になろうと思って主演を受けたのに、どうしてその丈途くんが映画を降りるの？　秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いのときもそうだった……吹音と丈途くんの考えはどっかですれ違ちがって、謡江さんと丈途くんはわかりあってて……やっぱり吹音、丈途くんと仲良くできない人なのかな……？」


　震ふるえる声で失意の言葉をつむぐ吹音……。


　クロトはそんな彼女を見つめながら、励はげますようにして口を開く。


「吹音さん。丈途くんの裏切りは悲しいが……ぼくたちは世界平和という偉い業ぎようを成しとげるために立ち止まるわけにはいかない。ぼくはシナリオの天才だ。現状を打開するためのシーンを必ず考えてみせるから、ともにこの悲しみを乗り越こえよう！」


　クロトはその場にいる生徒たちを見み渡わたすと、力強く演説を始めた。


「みんな、聞いてくれ！　丈途くんの裏切りにより、主演男優を代える必要が出てきた！　しかし、ぼくは丈途くんをイメージしてポルノ王を描えがいたんだ。他ほかの人が演じきれるはずがない……。つまり、丈途くんの裏切りによって『ポルノ王（仮）』という映画そのものが破は綻たんしてしまったんだ!!」


　クロトの台詞を聞いたみんなが、はっとしたように顔を上げる。主演の変へん更こうが映画にどれだけ大きな影えい響きようを与あたえるのか理解したのであろう。


「今まで一緒にがんばってきた仲間の裏切りは辛つらい……。しかも彼はテロリズムに走り、世界平和計画そのものを否定した。正直、ぼくは『丈途くんと過ごした時間はなんだったのだろうか？』と虚むなしさすら覚えたよ……」


　クロトの言葉を聞いた生徒たちの反応は様々だった。顔を曇くもらせる者、拳こぶしを握にぎりしめる者、瞳ひとみを潤うるませる者……しかし、共通していることがひとつある。みんな丈途に対して憤いきどおっていたのだ。


「──丈途の奴やつ、一年零組でこの映画作りを引っ張ってたはずなのに……!!」


　誰だれかが呻うめいた。それを聞き、皆みなの怒いかりが爆発する。


「──俺たちはテロに屈くつしないぞ！」


「──そうよ！　あんなテロリストのせいで世界平和計画を止めたりしないわ!!」


「──絶対に後こう悔かいさせてやる！　あいつみたいなテロリストの居場所がなくなるくらい、世界を平和にしてやる!!」


　丈途はもはや、映画作りに励む生徒たちにとってただの裏切り者でしかなかった。


　そしてその裏切り者をこの場にいる生徒たちが心をひとつにして憎にくむことで、団結がより強まっていった。


　クロトはみんなの様子を眺め、満足げに笑えみを浮うかべる。次いで、黙だまって宮殿のバルコニーへ移動を始めてしまった。


　そんなクロトの動きを見ていた映研メンバーたちは、まるで事前に綿密な打合せでもしていたかのようにどこかへ駆かけ去る。


　またしても、クロトのシナリオが展開されようとしていた……。


　しばらくしてバルコニーの上に立ったクロトは、朗々とした声を上げる。


「みんな！　ぼくはこの困難な状じよう況きようを打開するため、たった今シナリオの改かい稿こう案を考えた！　『ポルノ王（仮）』で撮とったシーンをうまく編集して流用し、別の映画に仕立てようと思う。映研のスタッフが現在おおまかな編集作業をしているので少し待って欲しい。編集が終わるとともに、新しいシナリオの概がい要ようを説明する」


　クロトの言葉を聞き、生徒たちが期待に満ちたどよめきを起こす。


　いくらか待つと、バルコニー下の壁にあった巨きよ大だいモニターから映像が流れ始めた。ポルノ王が吹音をオーケストラ会場へ送り届けようとしていたシーンを編集し直し、一部の台詞せりふを合成音声で吹ふき替かえたものだ──。





「──ポルノ王さん大だい丈じよう夫ぶ!?　吹音……吹音……」


　オーケストラ会場から吹音を連れ去ったポルノ王は、世界平和を成そうとする〝機関〟のエージェントたちから攻こう撃げきを受けて路上に倒たおれ伏ふしていた。顔の下半分だけをおおう仮面から荒あらい息を漏もらすポルノ王が、茜あかね色いろの陽ひによって照らし出されている。


　心こころ優やさしい吹音は自分をさらったポルノ王の安否を気き遣づかい、彼の前に座りこんで泣きじゃくっていた。彼女の着た白いワンピースはすでに、ポルノ王の流した大量の血で紅あかく染め上げられている……。


「ちっ……しくじったぜ。世界平和を宣言するコンサートだなんて馬ば鹿かげたお遊ゆう戯ぎ会をぶっ潰つぶすために、演奏者を連れ去ったまではよかったが……エージェントの攻撃を受けるとはな。俺はまだまだエロの力で各国の要人を堕だ落らくさせまくって、世界を裏から牛ぎゆう耳じり続けてハーレムにわんさか美女を呼ばなきゃいけないってのによぉ」


「──ポルノ王！　そろそろエージェントたちが来ます!!」


　白いスカートスーツを着た謡江が、こめかみに一筋の汗あせを垂らして声を上げる。


　そのとき、ポルノ王が急に血を吐はいた。


「ポルノ王さん!?」


　吹音が混乱したようにポルノ王へしがみつき、瞳に涙なみだを溢あふれさせる。


「……テメェ、さっきからうぜぇな。俺はお前をさらったんだぞ？　死にそうだからって泣きわめいて……いい子ちゃんぶってんじゃねぇ！」


　そう言って、ポルノ王は吹音を突つき飛ばす。彼女は悪意の塊かたまりをぶつけられ、驚おどろきで言葉を失ってしまった。


　そんな中、ついに平和を願う〝機関〟のエージェントたちがポルノ王に追いつく。全身黒タイツの男五人組だ。


「「吹音さん、今助けます！　更こう生せいせよ！　正義折檻ジヤステイス・バイオレンス!!」」


　エージェントたちは円形のフォーメーションを展開し、それぞれが三角木馬・ロウソク・鞭むち・縄なわ・女王様といった武器を構えていた。


「下ネタしか考えられない汚お物ぶつめ！　今から鞭で叩たたいて叩いて叩きまくって浄じよう化かしてやるわ!!」


　女王様がそう言って鞭を路上に叩きつけた瞬しゆん間かん、円えん陣じんの前衛にいたエージェントふたりがポルノ王へ向かって駆け出した。


「ふっ……女王様を我がハーレムに加えるのも悪くない。エージェントどもはさっさと倒して、我がハーレムに帰ってから存分に鞭を受けるとしよう。食くらえ！　必殺、桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレム!!」












「はぁ？　正義折檻ジャスティス・バイオレンスぅぅ？」


　謡江は五人のエージェントたちを見て鼻で笑うと、三角木馬を蹴倒して足で踏み、白いスカートスーツの裾から形のいい太股を露にした。


「ねぇ、そんな堅っ苦しいことやめて、私といいことしましょうよ」


　彼女はそう言ってエージェントのひとりを捕まえ、その場に寝かせる。そして彼が持っていた縄を取ると、黒タイツの上から股間に巻きつけた。


「縄の編み目が食いこんで気持いいでしょ？」


　謡江は言いながら股間に巻きつけた縄を上下に動かし始める。彼女の言う通り縄の編み目が股間に食いこみ、ザラついた感触とともに強い刺激を与えた。


「あくぅっ……！」


　エージェントは、思わず喘ぎを漏らしてしまう。謡江はそれを見て妖艶に微笑むと、他のエージェントたちを眺めて「あなたたちも真面目ぶってないで、私といいことしましょうよ」とつぶやいた。


　しかし、エージェントたちは謡江の誘いに耐えるかのようにその場から動かない。


「ふぅん。そんな態度とるんだ」


　謡江はそう漏らすと、見せつけるような大きな動きで股間の縄を上下させ始めた。次いで左右への回転も加え、股間をザラついた編み目で存分にいたぶる。編み目にそって男の股間は波打ち、形を変え、そこに強烈な刺激が訪れていることを見る者に伝えた。


「うぅっ……！　これ以上はもう……そんな……!!」


「ほら、あなたたちのお仲間はもう私の虜よ？　私の手ってふたつあるんだけど……あとひとり、誰がして欲しい？」


　その言葉に、エージェントたちがつい動いてしまう。謡江はそれを見て「ふふっ……順番ね」と微笑むと、エージェントの中からひとり選んで愛撫中の男の横に寝かせた。そして縄のあまった部分を股間に巻きつけ、あいていた手でしごき始める。


「うふっ……。ふたりとも硬くしちゃって……ほら、この縄を見てよ」


　謡江の言葉につられてエージェントたちが縄を見ると、ふたりの股間が硬くなったせいで互いを繫ぐ縄が張っていた。まるで股間の綱引きだ。


「この綱引き……どっちの股間が勝つかしらね。右かしら？　それとも左？」


　謡江は愉しげに言いつつ、男たちの股間を左右に動かして勝手に綱引きをさせる。


「右の股間さんがんばれ～♪　左の股間さんもがんばれ～♪」


　謡江が綱引きを始めたせいで股間に縄がより強く食いこみ、男たちはイく寸前だ。しかし強く食いこんだがゆえに、男たちは寸止めのままイけなくなっていた。


「「うぐぅぅ……！　お、お願いです、イかせてください!!」」


　エージェントふたりの上げる声を聞き、謡江は舌なめずりをする。


「それじゃあ、世界平和だなんて馬鹿なことをやめてポルノ王の部下になりなさい。そしたらあなたたちのこと……イかせて、あ・げ・る[image: ]」


　そう言って作った謡江の笑みは、甘く危険な香りで男たちを──堕とした。












「「部下になりますぅぅぅぅぅ……！」」


　──バタンッッッッッ!!


　エージェント五人は、悦えつ楽らくに浸ひたった顔のまま意識を失って倒たおれる。彼らは路上でひとしくビクンッビクンッと痙けい攣れんしていた。


「へっ……！　俺はまだ死なねぇ。俺以外の野や郎ろうどもが欲よつ求きゆう不ふ満まんで憤ふん死しするほどの悪あく魔ま的に天国なハーレムをつくるまでは……死なねぇぇ!!」


　ポルノ王は目をぎらつかせて、そうつぶやいていた……………………………………………。





「──こういう改かい稿こう案はどうだろうか？　ポルノ王を悪役にし、彼を打ち倒す話にするんだ」


「「おぉぉ……！」」


　クロトの問いかけに、辺りからどよめきが漏もれる。生徒たちの怒いかりを一身に受けていた丈途が悪の象しよう徴ちようとして編集し直されていたため、皆みなの胸がすいたのだ。


「……どうやら、ぼくの改稿案はみんなに受け入れてもらえたようだね。だがシーンの修正はうまくいったものの……ここでひとつ問題が残る。主演男優だ。もとはと言えばぼくが丈途くんを主演に選んでしまったのがことのはじまり……。ゆえに自分の失態を返上するため、みんなが許してくれるのならばぼく自身が主演男優になりたいんだ。……どうだろうか？」


　クロトの言葉を聞いて生徒たちが互いに顔を見合わせた。


　そんな中、どこからか迷わず声を上げた女生徒がいる。


「──賛成！　だってクロト先せん輩ぱいなら、本当に戦争を止められると思うもの!!」


　彼女の言葉に続くようにして、別の生徒が「そうだ！　英えい雄ゆうに賛成!!」と声を上げた。


　──ザワザワザワッ。


　一いつ瞬しゆんだけ、生徒たちがざわめく。しかし次の瞬しゆん間かんには……。


「──英雄に賛成!!」


「──英雄に賛成!!」


「──英雄に賛成!!」


　生徒たちが、大合唱を始めた。


　クロトはそんなみんなを見つめながら「ぼくが英雄だなんて、やめてくれよ。ぼくらみんなで英雄になろうじゃないか」と微笑む。


「それでは、みんなの了りよう承しようを得たということでぼくが主演男優を務めさせて頂こう。役どころは、反戦音楽家の吹音と協力して世界平和を目指す某ぼう国こくの王子にしようと思う」


　そう言いながら、クロトはいまだリードを握にぎりしめて混乱した顔を続ける吹音へと目を向ける。そして慈いつくしむようにして「これからよろしく頼たのむよ」と静かにつぶやいた。





　──映像切きり替かえ　宮きゆう殿でんの牢ろう内──


　監かん視しカメラ撮さつ影えい　映画『世界平和』本編映像より





『──英雄に賛成!!』


　遠くから聞こえる生徒たちの大合唱を、テロリストとして捕とらえられた十数名の生徒たちは唇くちびるを嚙かみしめて聞いていた。しかし、ここで自分たちの主張を叫さけんだところで向こうに声は届かないだろう。捕らえられた生徒たちは、宮殿内にある牢へ閉じこめられていたのだから……。


「丈途くんの馬鹿！　だからクロト先輩への警けい戒かいをおこたってる場合じゃないって言ったのに……」


　手足を縛しばられて動けない中で、謡江は悔くやしそうに呻うめく。だがその呻きの半分は、自分自身に向けられたものでもあった。


　クロトへの警戒を続けていた自分も、結局は捕らえられてしまったのだ。シナリオの才能を持つクロトに対たい抗こうできるのは小説の才能を持つ丈途だけ……。わかっていたことなのに、丈途を説得できなかった。謡江は、そんな自分に対して口惜くやしさを感じていたのだ。


「……謡江さん。わしがそばについておりながら……すみません」


　ダブルのスーツを着たオールバックの男が、申し訳なさそうに頭をさげる。……総才だ。彼は秩ちつ序じよ派でも無秩序派でもなかったが、謡江のファンクラブの会長である。有う無むを言わさず謡江と一いつ緒しよに捕らえられていた。


「──やはりクロトは、なにか危険なことを考えているようだな。なにもなければ、私たちを捕つかまえる必要などないんだ」


　来夏が考えるようにして喋しやべる。


「──んしょっ！　クロト先輩は、ボクより先に世界を狂くるわせる気なのかな!?　……よいしょっ！　そんなの……許さないもんっっ!!」


　創が、縄なわをどうにかほどこうと身をよじりながらわめいていた。


「……創さん。あとで私の後ろに来てくれれば、指先を使って縄をほどくわ。牢の中から出られないのは一緒だけど……」


　謡江が創を眺ながめながら、気落ちしたように言う。


「丈途くん、必ず助けに行くって言ってたけど……ひとりで大だい丈じよう夫ぶかしら？」


　クロトが丈途だけ映画セットから強制退去させた理由に、謡江は気づいていたのだ。丈途はみんなと力を合わせて独特の奇き策さくを使い、逆境を乗り越こえようとする。クロトにとって誰だれかと組んだ丈途は不確定要素が多すぎるのだ。


「でも、だからひとりだと不安なのよね……。だって丈途くん、エッチなアイデア以外の武器がないんだもん。ペットプレイとかあり得ないわよねぇ……」


　そう言った謡江は、急に頰ほおを赤く染めてしまった。秩序派と無秩序派の戦いのとき、丈途と自分が協力してやったペットプレイを思い出してしまったのだ。


　だが、クロトを倒たおすにはそういった、丈途独特の奇策こそが鍵かぎだった。




【カット】





６　テロリスト丈途の過激バトル！







「っ……！　クロトの奴やつ、〝降板〟ってなんだよ！　〝降板〟って!!」


　ぼくは映画セットの前でそう吐はき捨てていた。


　さきほどから怒いかりをぶつけるようにして、岩の縁ふちに手を縛っている縄をこすりつけている。


「──よし！　縄が切れた!!」


　ぼくは自由になった手ですぐに足を縛っている縄をほどくと、その場に立ち上がった。


　目の前にある映画セットの巨きよ大だいな門は今、固く閉じられていて簡単には侵しん入にゆうできそうにない。縄はほどけても……やれることはなかった。


「クロトめ……言いたい放題言ってぼくを映画セットから放ほうり出して……!!」


　わき上がる怒りは収まることを知らず、さらに膨ふくれ上がってゆく。


「だいたい、自分を信用させるためにぼくと握あく手しゆまでするなんて、ほんっっっとやることが嫌いやらしいよな！　あのときの笑え顔がおはなんだよ!?　腹の内でぼくのことあざ笑ってたのか!?」


　映画セットに向けて大声で怒ど鳴なり散らすも……当然のこととして、反応はなかった。


「はぁ……。ぼく、なにやってるんだろ。謡江はちゃんとクロトが怪あやしいってわかってて、ぼくに注意してくれたのに……」


　それなのにぼくは、鳴唐さんとの共演で浮うかれていて謡江の話を流してしまった。


「あぁもう!!　クロトにも腹が立つけど、自分にも腹が立つっっっ!!」


　ぼくはクロトが置いていったポルノ王の衣装を取ると、やり場のない怒りをこめて力の限り遠くへ投げつける。


「……くっ！　とりあえず、学園に戻もどるしかないか……」


　悔くやしさを押し殺すと、ぼくは門に背を向け、とぼとぼと歩き始めた。








　学園に着くと、まるでひとけがなかった。


　みんなクロトのシナリオにはめられてしまったのだ。これからどうなってしまうのだろうか……。


「世界を平和にしようっていうのはいいことかもしれないけど、クロトのやり方はおかしいよ。潜くんをロボットみたいに変えたり、ぼくを悪者にしたり、謡江たちを捕まえたりさ……」


　独りごちながら校舎の中を歩いていると、いつの間にか三組の教室に来ていた。どうやら自然と足が向いてしまったようだ。


「ぼく、しばらく前まではここでみんなと授業を受けてたんだよなぁ……」


　入学したての頃ころ、ぼくはのぞき魔ま疑ぎ惑わくでクラスから孤こ立りつしていた。しかしオリエンテーション大会では律や蘭がぼくに協力してくれて三回戦に勝ち、続く最終決戦ではクラスのみんなが力を合わせて優勝を果たした。ぼくたち三組はオリエンテーション大会を通じて一丸となったのだ。我の強い生徒の多いクラスだったが、ぼくは三組が……大好きだった。


「一年零組への編入に、世界平和計画……。なんでこんなことになっちゃったんだよ……」


　自分の無力さが悔しくて、知らず拳こぶしを握にぎりしめる。


　クロトのシナリオによってなす術すべもなくひとりにさせられたぼくに、一体なにができるというのだろうか？


　……なにも、できないのかもしれない。


「このままじゃぼくは、本当に〝降板〟じゃないか!!」


　そう叫さけび、教室の壁かべめがけて拳を突つき出すと──。





　ズドォォォォン!!





　いきなり、轟ごう音おんが鳴り響ひびく。


「え!?　ぼくのパンチの音!?　ま、まさか……!?」


　慌あわてて教室の壁を見ると、特に変わった所はない。次いで自分の拳に目を落とすと……しっかり、赤く腫はれ上がっていた。


　──痛いっっっ!!


　感情にまかせて壁を殴なぐったことを、猛もう烈れつに後こう悔かいしてしまう。


「でも、ぼくのパンチの音じゃなかったってことは……なんの音だ？」


　ぼくは窓辺に行って外を確かめてみる。


　すると、道みち端ばたからこちらを狙ねらう──大たい砲ほうが見えた!!


「ちょ……えぇぇぇ!?」


　ぼくは急いで逃にげようとして、思いっきり転んでしまう。


　──ズドォォォォン!!


「ひぃあぁぁぁっ！　し、死ぬぅぅぅ!!」


　──ズドォォォォン!!


「神様助けてぇぇ！　もうエッチなこと考えませんから～～～!!」


　ぼくは無様に床ゆかの上を這はいながらわめき散らす。


　とにかく逃げようと、必死に教室の外を目指していた。


「──私、またやっちゃった～！　もう、私の馬ば鹿か馬鹿っっ!!」


　突とつ然ぜん、外から女の子の声が聞こえてくる。


　……またやっちゃった？


　聞き覚えのある台詞せりふに、ぼくは動きを止めた。


　……「またやっちゃった」だなんていかにもドジっ子な台詞……まさか今の砲ほう撃げきをやったのは──。


　恐おそる恐る窓辺に近づき直すと、そっと窓まど枠わくから目だけのぞかせる。すると……台車にのせられた大砲の横に、勝代が見えた！


「勝代、なにやってるのさ!?」


「あ、丈途くん。私は映画で使う空くう砲ほうを運んでるの。それで、すぐ撮さつ影えいで使えるよう先に空砲弾をつめてたら……撃うっちゃった！」


「撃っちゃったって……」


　空砲ということは、さっきの砲撃は音だけだったということか……。


　校舎の壁に目をやると、確かにどこも壊こわれていなかった。


　……よかった、命拾いした。そもそも空砲じゃ死なないけど……。


「って、みんな映画セットの中にいるはずなのに、どうして勝代は外にいるの!?」


「あっ……それは……実は道を間ま違ちがえて時間を食っちゃって……ごめんなさい」


「もしかして、映画セットで起こったことを知らない？」


「なにかあったの？　私、空砲を運んでたからまったくわからないんだけど……」


　ぼくは改めて勝代の運んでいた空砲に目をやる。黒光りした重々しい造りをしており、一見しただけでは本物の大砲と見分けがつかない。


　……あれをひとりで運んでたっていうの……？


　ぼくが苦笑いしていると、教室の入口で足音がする。


　驚おどろいて振ふり返ると……そこにはスーツとサングラスという怪あやしすぎる恰かつ好こうの男たちがいた。


「ロッキーとブレイド！　なんでここに!?」


「──丈途くん。なにが起こったのか説明してくれないかね」


　不意に、部長のＳＰたちの後ろから紋もん付つき袴はかまを着た初老の男性が現れる。


「水墨校長！」


　声を上げる中で、ぼくはなぜか憂うれうような瞳ひとみをしている校長をじっと見つめていた。


　……………………………………………………………………………………………………………。


「……そう。部長にとって新聞同好会は世界平和計画の道具でしかなかったのね。同好会の活動を再開するかどうか聞いたとき、部長はなにも答えてくれなかったもんね……」


　ぼくがひとしきり状じよう況きようの説明を終えると、勝代が大きなため息とともに漏もらす。


　校長たちと出会ったあと、ぼくはみんなを三組の教室に集めて映画セットで起こったことを話していた。


[image: ]


　勝代は部長が新聞同好会を世界平和計画の道具としか考えていなかったことが相当ショックだったようだ。彼女は終始、ぼくの話を暗い顔で聞いていた。


　そんな彼女を見てぼくの顔も自然と暗くなる。


「ぼくがクロトにテロリスト呼ばわりされたとき、部長は驚いてクロトに抗こう議ぎしてたんだ。多分、クロトは部長が知らない別の〝計画〟を動かし始めてる。新聞同好会のことはぼくもショックだったけど……事態はもうそんなレベルをとっくに超こえてるんだと思う……」


「そうね。同好会のことでへこんでる場合じゃないわよね。でもあの部長が手玉に取られるなんて……クロト先せん輩ぱい、凄すごいわ」


「認めたくないけど……凄いよ。ただ……クロトの計画か。悪い予感がするな……」


　ぼくが唸うなっていると、水墨校長が苦く渋じゆうに満みちた表情で喋しやべり始めた。


「あの子たちが私の考えや閃学園の校訓に反対していることは、前々からわかっていた。しかし学園生活を通じてなにかが変わればいいと思っていたが……来るところまで来てしまったようだ」


「あの子たちって……部長とクロトのことですよね？」


　ぼくが問うと、校長は黙だまって頷うなずいてこちらに一枚の手紙を差し出す。





　告


　やむことを知らぬ争いを前に、我々はその命を賭として世界平和を実現すると決意した。我々の計画を阻はばむ者は残らず排はい除じよする。閃学園側から我々の計画に対する妨ぼう害がいがあった場合は、我々の命をもって対たい抗こうするであろう。我々は死を恐れぬ。我々は平和なき世こそ恐れる。




映画『世界平和』制作スタッフ一同







「な……なんですかこの声明文!?　かなり危険なテロリストっぽいんですけど!?」


「そういう風に見えるよう書いたんだろう……。ついさっき私のもとに届いたんだが、この手紙のせいで学園側は手を打ちかねている。『閃学園側から我々の計画に対する妨害があった場合は、我々の命をもって対抗するであろう』という部分は、映画セットにいる学園生全員が人ひと質じちだという意味だろうからね」


「確かにこの手紙からすると、学園側が下手なことをしたら誰だれかの命が危あやうい感じですけど、いくらクロトでもそこまでは……」


「──やる」


　黒人っぽいＳＰが、こちらをじっと見つめていた。ブレイドだ。


「今しがた、俺の携けい帯たいに正体不明のアドレスから『鬼隠潜がゲリラの捕ほ虜りよになった』と書かれたメールが来た。ご丁てい寧ねいにゲリラの拠きよ点てんを記した地図データ付きでな」


「ほ……捕虜!?　それ、やばいよね!?」


「あぁ……やばいな。そして俺らＳＰがそう思って鬼隠潜の救出に向かうことが、クロトの考えたシナリオなんだろう。つまりあいつは、俺らをお嬢じようから引き離はなすために鬼隠潜をゲリラの捕虜にするような奴やつってことだ」


　怒いかりを滲にじませてつぶやくブレイド……。その言葉に続けるようにして、白人っぽいＳＰのロッキーが喋る。


「少年。あの映画セット内は現在、電波の妨害工作がされているらしく音信不通状態になっている。お嬢の安否も確かく認にんできないような緊きん急きゆう事態だ……ゆえに、本来なら我々はお嬢の救出を優先しなければならない。しかし鬼隠潜を見殺しにしたことをお嬢が知れば、我々を許さないだろう。つまりこのメールが来た時点で、我々の次の行動は決まってしまうんだよ」


「その通りさ……クロトめ、考えやがったぜ！　誰かを犠ぎ牲せいにして成り立つ平和なんて、お嬢の望む平和じゃねぇからな!!」


　ロッキーの言葉を聞いてブレイドの怒りはさらに増しているようだった。


　そんなＳＰたちがふと、改めるようにして同時にぼくを見つめる。


「だから小こ僧ぞう──」


「ゆえに少年──」


　ＳＰふたりがピシッと背筋を伸のばした。そして大きく息を吸うと──。


「「お嬢の救出は任せた!!」」


　サングラス越ごしでも伝わる真しん剣けんな瞳をして、ぼくにそう叫さけんだ。


「な、なんでぼくなの!?」


「俺だって本当はお前みたいな頼たよりない奴にお嬢を任せるなんて嫌いやなんだ!!」


「そんなこと言われても……」


　苛いらついたように怒ど鳴なるブレイドに戸と惑まどっていると、ロッキーが静かに語りかけてくる。


「少年。きみはお嬢から〝駒こま〟と言われた。だからおいらたちは任せるんだ」


　──〝駒〟。それは、部長にとってそばに在るべき存在という意味だ。


　……〝駒〟だからぼくに任せるか。いつも部長を守ることに必死なＳＰたちがそう言うくらいだから、部長にとって〝駒〟って言葉はよほど強い意味がこめられてるんだろうな……。ぼくだって部長を助けたい。でもぼくは……本当にクロトに勝てるのだろうか？　秩ちつ序じよ派と無秩序派の戦いでは、最後の最後に閃ひらめいたペットプレイというアイデアでどうにか勝った。でも、そもそもあの戦い自体がクロトの考えた授業で、しかも映画『世界平和』のプロローグだった……。ぼくの勝利など、クロトのシナリオ全体から見れば蚊かに刺さされた程度のものだったのだ……。


「──丈途くん。私からもお願いするよ。閃学園の校長たる私が生徒にこのようなことを頼たのむのは本当に情けないことだが……きみに頼むほかない。学園側が下手に動けば、生徒たちを危険にさらすことになるからね。しかしきみなら、あの声明文の存在を知らないことにして自由に動ける」


　水墨校長は申し訳なさそうに言うと、ぼくに紙束を渡わたす。


　それは、前に生徒たちが自分の夢をしたためた習字だった。


『紙かみ芝しば居いで観客一千万人動員』・『怪かい盗とうの才能であの子のハートを盗ぬすむ』・『魔ま神じん召しよう喚かん』……。


　そこには様々な夢が記されていた。


「みんな、いろんな夢を持って学園生活を送ってたんだな」


　ぼくはつぶやきながら窓に目を向け、高い壁かべに囲まれた映画セットを見つめる。


「いろんな夢があったのに、今はクロトの計画に巻きこまれて、いつ危険な目にあうかわからない状態で……」


　──助けなきゃ。そう思った。


「でもどうやって助ければ……」


　悩なやんでいると、ぼくの横に立って習字を見つめる勝代が目に入る。


　……考えてみれば、勝代もクロトの計画に巻きこまれたひとりなんだよな。ドジったおかげで映画セット内には囚とらわれなかったけど、こんな状じよう況きようじゃ『献けん身しん一いつ擲てき!!』って夢もどうこう言ってられないだろうし……ドジったおかげで映画セット内には囚われなかったけど……。


「って、そうだ！」


　そのときぼくは、重要な事実に気づいた。クロトの計画ではぼく以外のすべての生徒をあの映画セットに囲うはずだったのだ。しかし勝代はドジって道を間ま違ちがえて、映画セットの外に出たままだった……。つまり勝代のドジは、クロトにとっても予測不可能なのだ！　しかも勝代は秩序派と無秩序派の戦いに風邪かぜで参加していない。つまりクロトには勝代のデータが不足している。もし勝代が協力してくれるなら、あるいは──。


「いや、駄だ目めだ。勝代を危険なことに巻きこむなんて……」


　ぼくが首を横に振ふっていると、勝代がこちらの様子に気づいて目を向けてくる。


「丈途くん、どうしたの？」


「なんでもないよ」


「じゃあ、今すぐ出しゆつ撃げきしてクロト先せん輩ぱいの野望を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしましょう!!」


　元気に声を上げる勝代につられ、ぼくは反射的に「おぉ！」と答えてしまう。


　彼女はぼくの返事を聞いて満足げに頷うなずくと、教室の扉とびらへ向かって勢いよく駆かけ出した。


　それを見たぼくは、彼女に遅おくれをとらないようつい全力で走り出す。


　……勝代の言う通り、とにかく今すぐ出撃して早くクロトの野望を木っ端微塵に粉砕してぼくをテロリスト呼ばわりしたことや〝降板〟だなんて言ったことを死ぬほど後こう悔かいさせて土下座のひとつでもさせて一発泣かさないと気が収まらない………………………………って、ん??


「勝代、ちょっと待ってよ！　まさかぼくと一いつ緒しよにみんなを助けに行くつもりなの!?」


「……当り前じゃない。今さらなに言ってるのよ」


「でも危ないしさ、行くのはぼくひとりでいいよ」


　勝代は扉の前で立ち止まると、急に怒おこったようにして声を荒あらげる。


「丈途くん！　私たち今までずっと新聞同好会で力を合わせてきた仲間でしょ！　シナリオの才能を持つクロト先輩は、天才プロデューサーの部長と組んで『世界平和』って大きな映画を作ろうとしてたわ。でも、結局は部長を裏切ってひとりで計画を進め始めてる……。クロト先輩みたいなひとりぼっちの悪者を討うつには、友情パワー全開で熱血連れん係けいプレイするのが一番なのよ!!」


「わ、わかるようなわからないような話だけど……」


「要するに、私たちは仲間なんだから頼たより合って力を合わせまくってがんばりましょうってこと！」


　……なるほど。勝代らしい考えだ。ここはひとつ言葉に甘えて、頼らせてもらうか……。


「勝代、ありがとう。ぼくらは新聞同好会の仲間だもんね。一緒にみんなを助けに行こう！」


　ぼくは勝代に向かって力強い口調で言う。


「──どうやら話はまとまったようだな」


　いつの間にか、ブレイドがぼくらのそばに立っていた。


「もう時間がねぇ。俺らは鬼隠潜を救出するため、すぐに移動を開始する」


　ブレイドのそばにいたロッキーが「少年、任せたぞ！」とこちらへ視線を送ってくる。


「うん！　ふたりとも、気をつけてね!!」


　ぼくが手を振ると、ふたりは水墨校長に一礼して素す早ばやく教室を駆け出た。


　……って、校長に一礼？　珍めずらしいな。部長にしか興味のないあのＳＰたちが……。


　不思議に思って校長を見つめていると、勝代が考えこむようにしてぼくに話しかけてくる。


「ねぇ、丈途くん。ちなみにどうやって部長を助けようか？　部長だけじゃなくて、あの映画セットにいる生徒たちみんなを助けなきゃいけないし……」


「クロトが潜くんをわざとゲリラの捕ほ虜りよにしたことをみんなに教えれば、全員がクロトを見捨てて簡単に終わったりするかな？」


「無理よ……だって丈途くん、みんなからしたらテロリストじゃない。無秩ちつ序じよ派だった生徒たちは信じると思うけど……秩序派だった生徒たちが信じると思う？」


「うっ……！」


　……それを言われると心が痛い。そうだよなぁ……ぼく、テロリスト扱あつかいだもんなぁ……。


「クロトに反対して捕つかまってる謡江たちも、クロトに協力して映画作りを続けている鳴唐さんたちもみんな助ける方法が必要なのか……難しいな……」


「部長に聞いたらどうかしら」


「部長に？」


「だって部長は天才プロデューサーなんでしょ？　なにかいい方法を考えてくれそうじゃない？」


　……そうだな。部長ならいい方法を考えてくれそうな気がする。みんなを助けるためには、まず部長から助けた方がよさそうだ。助ける順番を間違えるとぼくたちもクロトに捕まって一巻の終わりだし……。


「ただ、まずは部長を助けるにしても、どうやって助けるかが問題だよね」


　ぼくは言いながら、クロトを出し抜ぬくための方法を考える。


　……さっきも思ったが、勝代のドジはクロトにも予測不可能だ。今回の救出作戦、勝代が鍵かぎになることは間ま違ちがいない。いっそ勝代に作戦を任せてみようかな……。


「勝代はどうやって部長を助けたらいいと思う？」


「え、私!?　私は……考えはあるにはあるけど……多分、使えないわよ？」


「いいから試ためしに言ってみてよ」


「いや、でも……」


「聞くだけだからさ」


「それじゃぁ──」


　勝代は覚かく悟ごを決めるように頷くと、拳こぶしを高々と掲かかげて声を張り上げる。


「正義は常に正面突とつ破ぱ！　それしかないでしょ!!」


「し……正面突破!?　それはさすがに予想してなかったけど……」


　普ふ通つうに正面から入ろうとしても、映画セットの巨きよ大だいな門は開けられないだろう。クロトに予測できないアイデアで、かつ実行可能な方法は──。


　そのとき、自分の手にあるみんなの夢が書かれた習字が目に入った。


　みんなの夢……みんなの願い……そういえば最近、そんなものを利用して窮きゆう地ちを切り抜けた記き憶おくが──。


「そうだ！　この習字さえあれば正面突破で戦える！　クロトめ、見てろよ！　お前のシナリオに再出演してやる!!」








【シーン４　宮きゆう殿でんの牢ろう前】


　映研撮さつ影えい　映画『世界平和』本編映像より





　丈途が三組の教室でみんなに映画セットで起こったことを説明している頃ころ、映画セット内では次の撮影が始まろうとしていた。


　謡江たちが囚とらわれている薄うす暗ぐらい牢の前では、撮影部隊がカメラや照明を準備している。そして謡江たちは元々手足を縛しばられていたのに加え、今は口も縛られていた。


「──これだけ反逆者がいれば、敵役をあえて用意する必要もないね。口も縛って喋しやべれなくしたことだし……エキストラとしてこのまま撮影に使わせてもらおう」


　中世の王子が着るような豪ごう奢しやな衣装に身を包んだクロトが、マントをひるがえして牢へ目をやりつぶやく。


　それを聞いた謡江がクロトへ厳しい視線を向けた。しかしクロトはそれをいなすようにして微笑ほほえむと、脇わきに立っていた吹音へと目を向ける。


「では吹音さん。準備はいいかい？」


　吹音は今、純白のワンピースドレスに身を包んでいた。ポルノ王が渡わたした白いワンピースよりも仕立てのいい、ドレス仕様の服である。


　──クロトが新たに用意した映画シナリオはこうだ。この世界にはエロの力で各国の要人を堕だ落らくさせ、己おのれの意のままに従わせることで世界を裏から牛ぎゆう耳じっている男──ポルノ王がいた。彼のせいで紛ふん争そうの絶えない世界を変えるため、某ぼう国こくの王子であるクロトが立ち上がる。そしてポルノ王の腹心たる謡江を捕まえることに成功し、ポルノ王のハーレムの位置を聞き出して総攻こう撃げきを仕し掛かけようとしていた──。


「吹音さん。急にシナリオが変へん更こうされて大変だと思うが、許して欲しい。今のきみはポルノ王に救われてハーレムの一員になった反戦音楽家の吹音ではなく、ポルノ王に捕まろうとしたところを某国の王子であるクロトに助けられた反戦音楽家、吹音なんだ」


「うん……」


　吹音は暗い顔のままで頷うなずく。丈途が裏切って主演を降りたことを、いまだに受け止められずにいたのだ。


　クロトはそんな吹音の心を見み透すかしたかのように、彼女のアゴへ指をやってそっと顔を上げさせる。


「きみが今から演じるのは、ポルノ王の魔まの手から救われたことにより某国の王子であるクロトに恋こいをし、ともに世界平和を目指すヒロインだ。願わくはこの映画と同じように、吹音さんがぼくの新シナリオを通じて丈途くんの裏切りから救われ、ぼくと手を取り合って世界平和を目指してくれると嬉うれしい」


「クロトさん……」


　吹音は複雑な視線をクロトへ向ける。丈途が裏切り者として映画セットから追い出されたのはついさきほどのことだ。吹音はまだクロトの言葉にうまく答えることができなかった。


　それを見たクロトは「焦あせることはないさ。ぼくだって丈途くんの裏切りには驚おどろいている。ふたりでゆっくり乗り越こえてゆこう」と優やさしく語りかける。


「では、そろそろ撮影を始めよう」


　クロトの指示で、待機していた生徒たちが慌あわただしく動き始めた。


　だが、いつも部長が座っていた監かん督とく席には今……人ひと影かげがない。


　クロトはそれを眺ながめながら、近くにいた男に問いかける。


「我らが監督さんのご機き嫌げんはどうかね？」


「一言も喋りません。まだ例の部屋で休んでもらっております。あ──これが部屋の鍵です」


　クロトは男から鍵を受け取りながら「ふむ……シナリオ通りの態度だね。あの子は昔から感情で動くところがある」とため息を漏もらす。


「ぼくが真の計画を黙だまっていたのも、あの子が感情的になってぼくのシナリオを拒こばむことがわかっていたからだしね」


「……大だい丈じよう夫ぶですか？　このまま天才プロデューサーに協力を拒まれては、せっかくの世界平和計画が万ばん全ぜんではなくなります」


「あの子とぼくの夢は同じ『世界平和』なんだよ？　目指すところは一いつ緒しよなんだ。なんの問題もないさ。それに──」


　クロトは口の端はしを上げると、確信に満ちた言葉をつむぐ。


「あの子とぼくの絆きずなを、甘く見てもらっては困るな」


　…………………………………………………………………………………………………………。


『３……２……１……アクションッ！』


　映研の男が上げる撮影開始のかけ声を聞きながら、謡江は悔くやしさを押し殺して牢の中に座りこんでいた。


　──クロト先せん輩ぱい、丈途くんのことは警けい戒かいして映画セットの外に出したくせに……私たちのことは気にもとめず目の前で撮影なんてして……眼中にないってことなの!?


　謡江は屈くつ辱じよくで体が震ふるえるのを感じつつ、牢の中を見回す。


　来夏はふて腐くされたようにして、縛られたまま床ゆかに寝ね転ころがっていた。


　創は自分を縛る縄なわが嫌いやなようで「んんっ！　むうんっ！」と呻うめきながら縄をどうにかほどこうと身をよじっている。


　……創さん、ごめんなさい。あなたの縄をほどく前に口まで縛られちゃったわね。クロト先輩たちの撮影が終わったらすぐにほどくから、もう少し待ってて……。


　謡江はすまなそうに頭をさげつつ、クロトたちの撮さつ影えいに目を向けた。


「──吹音さん、悪の牙が城じようは判明した！　ぼくは命にかえてもポルノ王を打ち倒たおすよ!!」


「──命にかえてもだなんて言わないで……。クロトさん、生きて……生きて吹音の前に戻もどってきて……」


　どこか迷いのある演技をする吹音に対して、クロトは熱の入った演技で応こたえている。すべてが自分の計画通りに進み、もはや憂うれいはないかのようであった。


　──クロト先輩、ほんと私たちのことは無視ね！


　そのとき、謡江は気づいた。自分たちはもう、クロトのシナリオの中ではエキストラにすぎないのだと。そして、クロトが自分たちのことをエキストラだと思いこんでいるからこそ、自分たちならクロトのシナリオを出し抜ぬけるのではないかと。


　……丈途くんだけを頼たよるなんて駄だ目めよね。私は私でやれることをやらなきゃ！


　謡江はそう考えて頷くと、縛しばられた足で床を押して座ったまま総才の横に移動する。


「──ほそ、、ほう総さい才ふくんん」


「ななんんへでふすはか？」


「わたひ私、、レレシジススハタンンススををほ組ひき織ししよよううととおも思ふうのの」


「……レレ、、レレシジススハタンンスス!?」


「ほそうう。。らだかからら、、ほう総さい才ふくんんののほボふスののさい才のう能、、か貸ひしてて」


「ほほ、、ほん本き気へでふすはか!?」


　驚きの声を上げる総才を、謡江は決意に満ちた瞳ひとみで見み据すえていた。




【カット】










　──ガラガラッ。


　──ガラガラッ。


　足を踏ふみしめ、腕うでを突つっ張り、ぼくと勝代は並んでゆっくりと歩みを進めていた。体全体にかかる反作用のせいでわずかに地面へとめりこむ足。負ふ荷かの限界を感じて震え始める腕……。


「勝代。もう少しだからがんばろう……」


「私は大丈夫よ。元々この空くう砲ほう、ひとりで運んでたし」


　勝代はケロッとして言い放つ。


　──ぼくたちは今、ふたりで台車を押して空砲を映画セットまで運んでいた。ぼくは空砲の重さにもう参っていたが、勝代にとってはたいした重さではなかったらしい。


　……さすが体育会系。勝代ってマネージャーなのに、羽子はね突つき大会の取材中に選手を倒してたしな……。


　ぼくは男として多少情けなさを感じつつも、ふんばって映画セット近くまで空砲を押す。


　門の近くまで来ると、ぼくはある物を見つけるために辺りを眺ながめ回した。


「──あった！」


　ぼくは探し物を見つけると、すぐにそれを取りに行った………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


　乾かわいた風が通りすぎ、わずかに砂さ塵じんを巻き上げる。その砂塵が舞まう音ですら聞こえるのではないかと思うほど、辺りは不気味な静せい寂じやくに包まれていた。……まるで、嵐あらしの前の静けさだ。


　突とつ入にゆうの準備を終えたぼくは、勝代とともに門の前に立っていた。


　……そろそろ時間だ。


　ぼくはゆっくり息を吸うと、満を持して静寂を切り裂さく。


「ぼくは貴様らを終しゆう焉えんに導く者だ！　戦って果てるか黙もくして果てるか、好きな方を選べ!!」


　ぼくの声を聞きつけ、三階建てビル並に高い門の上に甲かつ冑ちゆうを着た男がひとり現れた。


「──一体誰だれだ!?　って……ポルノ王!?」


　門番はぼくを見て驚おどろきの声を上げる。


　……ふふっ。それもそうだろう。彼らの中ではもう消えたはずの男。ここには二度と姿を見せぬと思っていた男……ポルノ王が現れたのだからな！


　ぼくはさっき映画セットの外で拾ったポルノ王の黒衣をひるがえすと、顔の下半分だけをおおう不思議な仮面をつけたまま勝代に向けて声を張り上げる。


「勝代！　生徒名めい簿ぼと夢の習字を確かく認にんして、あの門番の夢を探してくれ！」


「了りよう解かいよ！」


　彼女は元気に言うと顔写真付きの生徒名簿を高速でめくり、次いで習字の束を確認し始めた。


「──あの人は暇ひま潰つぶしの天才で、夢は〝醒さめない忙ぼう殺さつ〟よ！」


「……え？　門番の才能、暇潰しなの!?」


「長くて暇な門番業務に耐たえられるタフな才能ね。さすがクロト先せん輩ぱいの配置だわ……」


　……そ、そうなの!?　いや、言われてみればどんな天才だろうと暇で集中力が切れたら能力を発揮できないだろうけど……。


「……深く考えるのはやめよう。とにかく、醒めない忙殺ポルノだね」


　ぼくはそうつぶやくと素す早ばやく口元へ手をやり、仮面を剝はいで不ふ遜そんな顔を露あらわにした。


「ポルノ王の力、食くらうがいい！　必殺、桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレム!!」












　男は某国の門前で、陽の光が照らす地平線をじっと眺めながら門番をしていた。だが、男の頭の中を誰も知るはずがなかった。男が暇潰しですでに……三万を超える数をカウントしていることなど！


「……暇だ。修羅のごとく暇を潰さなければならないほど暇だ……」


　男は地平線に向かってつぶやく。これもまた、男にとっては暇潰しのひとつにすぎなかった。だが──。


「ねぇ、ならあたしと遊んでよ。諜報機関のお仕事が一段落して暇なの」


　門番が声のした方を向くと、そこには藍色のミニスカ軍服を着たポニーテールの女の子が立っていた。諜報機関に勤めるクラッカー破壊者の蘭だ。


「あたし、ずっと女の子ばっかりの学校に通って就職しちゃったから、男ってよくわからないの。なんて言うか……情報収集の一環として、あたしに男ってどんなものか教えて？」


「どんなものって言われても……」


「じゃあもっと具体的に質問するわね。女の子がこんなことしたときは、どんな反応をするの？」


　蘭はそう言って男に抱きついてみせる。男を知らぬ蘭の柔らかで清らかな体……。その心地よさに、男はつい蘭を抱き返してしまった。……それだけでなく、股間まで硬くしてしまう。


「ふぅん。女の子とこういうことしたことはあるけど……こんなに反応早くなかったわよ？　男の人って噂通り直接的なのね」


　蘭は物珍しげにつぶやくと、試しと言わんばかりに男の股間に手を這わせる。力仕事をしない内勤の女性らしい細指が、股間を優しく撫で回して刺激する。そんな中、彼女はふと思いついたように男の股間を握ってしごき始めた。


　その瞬間、男の理性が崩壊する。


　昼とはいえ近づく者の少ない門前だ。男は蘭をその場に押し倒すと、ミニスカの中に手を入れてショーツをまさぐる。男を愛撫することで性欲を感じ始めていたのか、彼女のショーツは少しだけ濡れていた。


「いやっ……！　そんな……やめっ……!!」


　男の突然の行動に驚いた蘭は、急いで逃れようとした。しかし理性の飛んだ男の力は強く、その場から動けない。


　男は蘭の上におおいかぶさり、濡れたショーツを乱暴に押し回してさらに染みを広げた。そしてあいている手で軍服の前をはだけ、ブラジャーを露にする。まだ男性に汚されたことのない綺麗な胸……。男はブラジャーを剝ぐ時間も惜しみ、胸の谷間へとしゃぶりついた。


「んふっっ……！　はあぁぁっっ！　こ、こんな激しいの、女の子はやらなかった……」


　蘭は股間と胸を同時にさいなむ男の強引な愛撫に感じてしまっていた。瞳をとろけさせ、口をだらしなく開き、押し倒されたままただ「あくぅぅ……！」と喘ぎ続ける。


「お、男を刺激するとこうなるのね……情報は収集できたわ。でも──」












　──ごくり。


　門番が生なま唾つばを呑のむ音が聞こえた。巨きよ大だいな門の上から聞こえるほどの音……よほどぼくのポルノを気に入ってくれたらしい。


　ぼくはわざと少し声量を落とすと、さらにポルノを喋しやべり続けた。


「──蘭はそう……男の股間に手……せる……『あたし……」


「声が小さい！　聞こえないぞ!!」


　門番が、ぼくに向かってもどかしげに叫さけぶ。


　──かかった！


　ぼくは顔がにやけるのを必死に抑おさえると、わざと照れてみせる。


「だから『あたし……が欲し……』って言ってるんだよ」


「聞こえないって言ってるだろ!!」


「でも、こういうことを外で叫ぶのはどうかと思うんだ」


「ポルノ王を熱演していた男がなにを今さら……!!」


「だってさ……いくらぼくでもこのオチは恥はずかしくて……」


「そ、そんなに激しいオチを考えたのか!?」


　門番がひとりで騒そう然ぜんとし、門の上で右往左往し始める。


　……そろそろだな。


「ねぇ」


「なんだ？」


「そんなにオチが気になるならさ、こっちまでおりてきてよ。恥ずかしくて叫べやしないけど、普ふ通つうに話すぶんには構わないからさ」


　門番は一いつ瞬しゆんだけ迷ったが、すぐにその場を動く。


　そしてしばらく待つと……門を開けてぼくの前に現れた。


　ぼくは計画通りにことが運び、こみ上げる笑いをそのままに門番へ不ふ遜そんな顔を向ける。


「ふっふっふっ……かかったな愚ぐ物ぶつめ。欲よく望ぼうに負けて鉄てつ壁ぺきの門を開けおってからに」


「なっ……ポルノ王、はめやがったな!?」


「もう遅おそいわ！」


　ぼくは素す早ばやく息を吸うと、まくしたてるようにして言葉をつむぐ。


「『情報は収集できたわ。でも──』。蘭はそう言いながら男の股間に手を這わせる。『あたしもっと情報が欲しいわ。ねぇ、あなたのここ、あたしの中に挿いれて。そして何度も何度も突ついて。ずっとずっと、あたしを突くことに忙ぼう殺さつされたみたいに突き続けて……』。そうつぶやき、彼女は男に物欲しげな瞳を向けてきた」


「な、なんという桃もも色いろの妄もう想そうを……!!」


　──バタンッ！


　門番はその場に倒れ、ビクンッビクンッと痙けい攣れんし始めた。


「また、つまらぬ者を導いてしまった……」


　ぼくは痙攣している門番を見おろすと、虚むなしげにつぶやく。


「だからぼくは『終しゆう焉えんに導く者だ』と言ったんだ。きみを〝昇しよう天てん〟という名の終焉に導くがゆえにね」


　ぼくがそう喋る中、後ろから勝代のため息が聞こえてくる。


「……もうちょっと、正義の味方っぽくして欲しかったなぁ……」


　そんな勝代の声は、少し……というか、かなり不満そうであった。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　門番を倒したぼくは、まず近くに置いてあった大たい砲ほうの前へ向かう。今は木の枝でおおってわざと隠かくしてあった。門番に警けい戒かいされないために物を見えなくしていたのだ。


　ぼくは木の枝を取り払はらって大砲の姿をさらすと、次いで自分が着ていたポルノ王の衣装を門番にまとわせて大砲の脇わきに座らせた。


　黒衣の下に着ていた制服姿に戻もどったぼくは、一度大きく伸のびをする。


「さて、次の作戦に移るか」


　ぼくはそう言うと大砲に空くう砲ほう弾だんをつめた。


　そして勝代とともに大砲の後ろに立つと、開けっ放しの門を見つめる。


「じゃあいくわよ？」


　勝代がそう言ってこちらへ目をやった。


　ぼくが頷うなずくと、彼女は勢いよく口を開く。


「３……２……１……ファイヤ───!!」


　──ズドォォォォン!!


　勝代のかけ声で空くう砲ほうが轟ごう音おんを上げる。


　その直後、映画セット内でサイレンが鳴り渡わたった。


「よし、人が現れる前に中へ入ろう！」


　ぼくたちは一いつ緒しよに駆かけ出し、映画セット内に入って門の開閉スイッチ脇にある茂しげみへと身を隠す。


　いくらか待つと、甲かつ冑ちゆうを着た兵士たちが緊きん張ちようした面おも持もちで駆けてきた。


「──門が開いてるぞ！」


「──なにがあったんだ!?」


「──見ろ！　大砲と……それに、ポルノ王!?」


　兵士たちはポルノ王の衣装を着せられた門番を見て、都合よく勘かん違ちがいをしてくれたようだった。彼らは砲ほう撃げきを警戒し、回りこむようにして空砲へと駆ける。


　映画セットの奥からはさらに何名もの兵士が走ってきており、ぼくと勝代は茂みからその様子をじっと眺ながめていた。


「来い……もっと来るんだ……」


　少し待ち、そろそろ兵士が集まってこなくなった頃ころ、空砲の辺りから男の叫び声が聞こえた。


「──このポルノ王、偽にせ物ものだ！」


　その声を聞き、ぼくは辺りを素早く確かく認にんする。


　サイレンはすでにやんでおり、集まった兵士はおおかた外に出ていた。


　ただひとりだけ、遅おくれて映画セットの奥から走ってきている者がいる。


　──よし！　ちょうどいい！


　ぼくは素早く茂みから出ると、門の開閉スイッチを押した。すると巨きよ大だいな門が電気の力で動き……すぐに閉まる。


　──これで敵兵を大おお幅はばに減らせたな。


「──お前、丈途!?」


　遅れて走ってきていた兵士が、ぼくを見て叫さけぶ。


「勝代、捕つかまえるよ！」


　その声で勝代が茂みから飛び出し、ぼくと一緒になって兵士を目がけて駆けた。


「わっ……このっ、くっ……!!」


　ふたりがかりで兵士を捕とらえたぼくらは、持ってきていた縄なわで縛しばって近くの茂みに隠す。


　ぼくは地面に転がった兵士を見おろすと、拳こぶしをバキバキと鳴らして低い声を出した。


「……さて。痛い目にあいたくなかったら、部長がどこに囚とらわれてるか正直に話してもらおうか？」


「誰だれがお前みたいなテロリストなんかに!!」


「……そう言うと思ったよ」


　勝代に目をやると、彼女は兵士の顔を確認して生徒名めい簿ぼをめくり習字を眺める。


「この人は臭しゆう気き鑑かん定ていの天才で、夢は〝秘部の匂においを嗅かぐ〟よ!!」


「ひ、秘部の匂って……」


　……なんて欲よく望ぼうに素す直なおな夢だ。


　ぼくが兵士をまじまじと見つめると、彼は「うるさい！　俺の勝手だろうが!!」と顔を赤らめて叫ぶ。


「……まぁいいか。エッチな夢の方が桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムをやりやすいし」


　ぼくは大きく息を吸いこむと、さっそく技わざを発動させた。


「『ねぇ、早くあなたの鼻で愛あい撫ぶしてよ』。薄うす暗ぐらい茂みの中、芝しば生ふに座っていた女は情じよう欲よくを抑おさえられなくなったかのようにつぶやき、股またを広げてスカートからショーツをのぞかせる。『臭気鑑定なんてできるあなたの繊せん細さいな鼻……私の秘部の匂でいっぱいにしてグチャグチャにしたいの』。女は甘い声でささやくと、目の前にいた男の頭に手を回し、自分のショーツに押しつけ──」


「あ、や、やめ……。そんな妄もう想そうされたら……」


　ビクンッ……ビクンッ……。


　兵士はすでにぼくのポルノに反応し始めていた。……どうやらずいぶんと気に入ってくれたらしい。


　ぼくは兵士の制止を無視すると、息を吸い直してさらに言葉をつむぐ。


「『はあぁっ……！　私、今あなたの繊細な鼻を秘部の匂で満たしていたぶってるのね！　どう？　私のことしか考えられなくなるくらい鼻いっぱいに秘部の匂が広がってるでしょ??』。女の声を聞きながら、男はむさぼるようにして自分から鼻を動かしていた。秘部から溢あふれる体液の匂……欲よく情じようで溢れる愛液の匂……」


　ビクンッ……！　ビクンッ……！


　兵士の反応が、さっきより激しくなっていた。桃色昇天によって与あたえられた快楽が肉体の限界を超こえ、すでに全身が悲鳴を上げているようだ。快楽もここまでくると拷ごう問もんである。


「ほ、ほんと、もうやめて……これ以上の妄想は、き、きつい……」


「じゃあ部長の居場所を言うかい？」


「うるさい！　このテロリスト──」


「男はショーツの上から女の秘部に鼻を突つき刺さしながら、その匂を詳しよう細さいに鑑かん定ていしていた。汗あせとまじった愛液の匂はどこか甘あま酸ずっぱく、ときに芳かんばしく、そして生々しい……。『ねぇ。もうショーツをおろすから、その鼻を直接秘部に挿いれて。あなたもその方が匂をきちんと鑑定できていいでしょ？』。女はそう言うとそっとショーツをおろす。薄暗い茂しげみゆえに秘部はよく見えなかったが、男は辺りに一層強く漂ただよい始めた愛液の匂をしっかりと嗅ぎとっていた……」


「──っっっっっ!!」


　ビクンッ！　ビクンッッ！　ビクンッッッ!!


　兵士はほとんど白目をむき、激しく痙けい攣れんしている。


「すみません……言います……言いますからもうやめてください……。部長は宮きゆう殿でんの一番上のフロアにある奥の部屋に──」


　ガクッ……。


　兵士はそこまで喋しやべると、完全に白目をむいて気を失ってしまった。


「……はじめから素直に言えばよかったのに」


　ぼくはつぶやくと、兵士を茂みに隠かくしたまま宮殿への道を進み始めた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「──侵しん入にゆう者発見！　侵入者発見!!」


　勝代と一いつ緒しよに宮殿への道を駆かけていると、急に機械的なアナウンスが流れ始めた。


「なにが起こったの!?」


「多分、セキュリティーシステムが私たちに反応したんじゃないかしら」


「それ、まずいよね!?」


「そうね……今すぐどこかに隠れましょう！」


　勝代が声を上げつつ辺りを見回していると、唐とう突とつに機械のアナウンスがやむ。


　不気味な静けさが、ぼくらを包んでいた……。


　次いで流れてきたのは、どこか寂さみしげで、しかしどこか力強い口笛だった。


　──なんで口笛!?


　ぼくが周りに目をやると、「ヒヒィ～ン！」と馬のいななきが聞こえてくる。


「──この街を荒あらす奴やつぁ、保安官の俺が許さねぇぜ！」


　その声とともに地面の一部が回転し、西部劇の保安官……の絵が現れた！


「……なにあれ？」


　いぶかしげに見つめていると──。


　パァァン！


　絵の銃じゆう口こう部分が、火を噴ふいた！


　チュンッッ！


　銃じゆう声せいとともに、ぼくの頰ほおをなにかがかすめる。触さわってみると……手に、血がついていた。


「銃じゆう弾だんがかすった!?」


　慌あわててその場を駆け出すと、そこら中の地面が回転し、西部劇の保安官の絵が現れる。


　──パァァン！


　──パァァン！


　──パァァン！


　保安官たちは発はつ砲ぽうするとすぐに回転して地面に戻もどり、少ししてまた現れて発砲することを繰くり返す。あまりにも目まぐるしく回転するため、保安官が現れる場所を特定できなかった。


『──カラクリ作りの天才である歯車仕掛華さんなんて職人気質かたぎな女の子でね。様々なジャンルの映画をモチーフにしたカラクリを映画セットに仕込むために、昼夜を問わず働いてくれてるんだ』


　銃弾から逃のがれる中、ぼくはふと、クロトの台詞せりふを思い出した。


　西部劇をモチーフにしたカラクリ……これ、歯車仕掛華さんの仕事!?


「仕掛華さんいい仕事しすぎだよ！　職人技わざもたいがいにしてくれっっ!!」


　ぼくが叫さけんでいると、勝代がこちらの手を強く握にぎりしめてきた。


「丈途くん！　このままじゃそのうち弾たまに当たるわ！　保安官の早はや撃うちすら超える速度でここを一気に駆け抜ぬけるわよ!!」


　彼女はそう言うといきなり全速力で走り出す。ぼくの腕うでがもげるかと思うほどの強きよう烈れつなスピード……まさに弾だん丸がんダッシュだ!!


　勝代に引かれながら、ぼくは凄すごい勢いで通り過ぎてゆく保安官の絵へと目を向ける。


　……仕掛華さん。こんな物ぶつ騒そうなカラクリを作るために昼夜を問わずがんばらないでくれ……。








【シーン５　宮殿の廊ろう下か～某ぼう室内】


　監かん視しカメラ撮さつ影えい　映画『世界平和』本編映像より





　丈途たちが映画セットの前まで空くう砲ほうを運んでいる頃ころ、映画の撮影を終えたクロトと吹音は宮殿内を歩いていた。ふたりは衣装を着たまま移動しており、吹音は純白のワンピースドレス姿でクロトは中世の王子のような恰かつ好こうをしている。撮影時と違ちがう点といえば、クロトが脇わきにノートパソコンを抱かかえているところだろうか。


　吹音は宮殿内にある凝こった装そう飾しよくの照明や壁かべを彩いろどる文様などを見つめ、改めて感心していた。


　……この宮殿、土木や建築や装飾の天才たちが力を合わせて建てたらしいけど……やっぱり凄い。世界平和に賭かける強い想おもいが伝わる立派な造りだな……。


　吹音が辺りを見回していると、クロトが廊下の端はしにある扉とびらの前で立ち止まった。他ほかの部屋と比べるとその扉だけ装飾がさらに豪ごう奢しやである。


「吹音さんにはこの部屋で紹しよう介かいしたい人たちがいるんだ」


　クロトは微笑ほほえむと、ポケットから一本の鍵かぎを取り出す。さきほど牢ろうの前で男から受け取った鍵だ。


　彼はそれを使って扉を開けると、中に吹音を入れた。


「──吹音さん、どうしてここに!?」


　部屋の中では、まるでお姫ひめ様が寝ねるかのような天てん蓋がい付きのベッド上に部長が腰こしかけていた。部長は吹音のあとに続いて入ったクロトを見ると、急に険しい表情をする。


「クロトさん！　あたくしが知らないシナリオを勝手に展開するなんて……どういうつもりですか!!」


「すまなかったね。色々と言いたいことはあると思うが……ややこしい話は抜きにしよう。きみと吹音さんに会わせたい人たちがいるんだ。彼らの話を聞けば、ぼくが展開したシナリオのことなど気にもかけなくなると思うよ？」


　クロトはそう言うと指をパチンッと鳴らす。


　その音を聞き、いつの間に待機していたのか部屋の外から数名の男たちが入ってきた。彼らはひとりひとり違う国の軍隊の制服を着ており、一糸乱れぬ動きでクロトの横に並ぶと直立不動で立つ。


「彼らは映画『世界平和』のためにその命を賭けて軍事組織の破は壊かい工作をおこなう勇士さ」


「勇士ですって!?」


　信じられないものを見たかのように部長が叫ぶ。


「クロトさん、なにを考えているんですか!?　あたくしたちは誰だれの命も奪うばわず落とさず世界平和を成しとげるはずだったでしょ!!」


「「──部長！」」


　唐とう突とつに男たちが上げた声を聞き、部長は驚おどろいて言葉を止める。


「「我々はあなた方の持つ〝世界平和〟という大きな夢を聞き、感動しました！　そしてクロトさんから世界平和計画の詳しよう細さいを聞き、本当に紛ふん争そう根絶が叶かなうかもしれないと希望を持ちました!!」」


「なっ……！」


　完かん璧ぺきな合唱でつむがれる男たちの言葉を聞いて、部長は返答に窮きゆうしてしまう。


　そんな部長を前に、男たちはさらに言葉を続けた。


「「しかしながら、部長は優やさしすぎます！　世界平和計画を完璧なものにするには、死を覚かく悟ごして任務にあたる人材が必要なはずです！　あなたはそれを用意しなかった！　ゆえに我々は自ら志願し、命を賭として戦うのです!!」」


　そう語る男たちの揺ゆるぎない表情……。それだけで、彼らの覚悟が本物であることは充じゆう分ぶんに伝わった。


「クロトさん、これはなんなんですの!?　どうしてこの人たちはわざわざ死のうとするんですの!?」


「きみが世界の平和を願うように彼らもそれを願っている……それ以上の理由などないさ」


　クロトは勇士の覚悟を前にうろたえる部長を見つめ、静かに答える。


　部長がもう少し冷静だったなら気づいただろう。男たちはクロトに操あやつられた人間の特とく徴ちようである、ロボットのような動きをしていた。だが、目の前で決死の覚悟を語られた部長は動どう揺ようしてしまっている……。誰の命も奪いたくないという優しい部長だからこその弱点。クロトはそれをよくわかった上でこのシーンを演出していたのだ。


　言葉を失っている部長を満足げに見つめたクロトは、次いで吹音へと目を向ける。


　吹音は男たちが今語った死の覚悟を、まだ現実のものとして受け止められないでいるようだった。彼女は瞳ひとみを大きく開けたまま、その場に固まっている。


「吹音さん……。実は、きみに謝らなければならないことがあるんだ」


「……な、なに？」


「丈途くんが裏切ったせいで世界平和計画が大きく狂くるってしまった。なんとか『ポルノ王（仮）』の映像をつぎはぎして別の映画を作ってはいるが、当然『ポルノ王（仮）』ほどの反戦効果は期待できない。そのため……すまないが、やはり吹音さんにはオーケストラシーンを演じてもらう必要があるんだ」


「そんなっ!?　吹音、あのシーンは……だって……」


「吹音さん。きみはここにいる勇士たちの覚悟を聞いていなかったのかい？　彼らはもしかしたら死ぬかもしれないんだ。仮に死んだとして、吹音さんがオーケストラシーンを演じなかったせいで世界平和計画が失敗したら……勇士の魂たましいが浮うかばれないと思わないかい？」


「そ、それは……その……」


「正直な話、丈途くんが裏切ったせいで勇士たちの死亡確率は跳はね上がった。それでも彼らは世界平和のために作戦を遂すい行こうする。吹音さんには、そんな彼らの想いを汲くんで欲しいんだ」


「……え？　この人たち、丈途くんのせいで死ぬ確率が上がったの……？」


「そうさ」


　吹音が、クロトの言葉に息を呑のんだ。


「そんな……丈途くんのせいで……丈途くんのせいで……」


「「──吹音さん、お願いします！　オーケストラシーンを演じて世界平和計画を完璧なものにしてください！　たとえ自分らが死ぬとしても、意味のある戦いで死なせてください!!」」


　勇士たちは吹音に一礼すると、次いで部長の方へ体を向けて再び一礼する。


「「クロトさんはあなたの望む道とは違ちがう方法で世界を平和にしようとしているかもしれません！　ですが、クロトさんは我々の決意を汲んで計画を進めてくださってるんです！　わがままは重々承知ですが、どうか天才プロデューサーとして天才シナリオライターのクロトさんを支え、映画『世界平和』を大成功させてください!!」」


「で、でも……あたくしは……あたくしは……」


　部長はクロトが吹音へ語った言葉に噓うそがまじっていると気づいていた。しかし、勇士たちの決死の覚悟を前にいまだ動揺が収まらず、喋しやべることすら敵かなわないでいる。


　部長と吹音はクロトが演出したこのシーンに心を搦からめ捕とられ、自らの意思をねじ曲げられようとしていた。


　そんなとき──。





　ズドォォォォン!!





　少し離はなれた所で、轟ごう音おんが響ひびいた。


「──何事だ!?」


　クロトが鋭するどく叫さけぶと、辺りにサイレンが鳴り渡わたる。


「こんなシーンはぼくのシナリオにないぞ!?　まさか……丈途くんが!?　だが彼ひとりでここへ侵しん入にゆうできるはずがないし……」


　そのとき、部屋に一名の生徒が駆かけ入ってきた。


「クロトさん大変です！　門の外から何者かが砲ほう撃げきを始めました！　それと、生徒たちのリストを確かく認にんしたんですが……倉部勝代という一年生が映画セットにいません！」


「なんだと!?」


　クロトは自分のノートパソコンを開くと、すぐにデータの確認をする。


「……倉部勝代。彼女は本来ならもう空くう砲ほうの運うん搬ぱんを終えて、すでにこの映画セット内に戻もどっているはずだ。……しかし、この〝ドジっ子〟という設定……。なるほど。おそらく今の砲撃は、ドジって映画セットに戻り損そこねた勝代さんの空砲が使われたんだ」


　クロトは悔くやしげに呻うめくと、すぐさまノートパソコンのキーを叩たたいてシナリオの改かい稿こうを始める。


「ドジの内容まではぼくのシナリオでも制せい御ぎよしきれなかったか……。おそらく彼女は丈途くんと協力してこの映画セットに侵入しようとしているはずだ。門へ急行した兵士に今さら指示を飛ばしたところで遅おそいし……ならば次の手は──」


　シナリオを練るクロトのそばで、吹音はひとり震ふるえていた。


「丈途くんのせいで死ぬ確率が上がった……丈途くんのせいで……」


　そう呻く彼女の手には、丈途が「がんばってね！」と彫ほったリードが握にぎりしめられている。


　……しかし、大事なリードを持つにしては力任せな握り方だった。強く握りすぎて吹音の手が白ばんでいるほどだ。


「丈途くんのせいで……丈途くんのせいで……」


　彼女の呻きはとどまることを知らず、何度も何度も繰くり返されていた。


　身を切るような響きをもって、震える声で何度も何度も……。


「丈途くんのせいで……丈途くんのせいで……丈途くんのせいで……!!」




【カット】










「──俺たちの宝を奪うばった奴やつぁどこだ～！」


「──見つけ出してぶっ殺せぇ～！」


　何艘そうもある細長いオール式の船から、男たちの怒ど号ごうが響いている。


　ぼくと勝代はそれを聞きつつ必死で海を泳いで岸を目指していた。


「って、なんでいきなり海が現れるのさ!?」


　ぼくは泳ぎながら叫びを上げる。


　ぼくたちは西部劇の保安官の銃じゆう撃げきを逃のがれたあと、宮きゆう殿でんへの道を駆けていた。すると、突とつ然ぜん地面が割れて海が現れ……ヴァイキングたちが姿を見せたのだ！


「……正確に言うと、船とその上に置かれたヴァイキングの絵だけど……」


　海が割れて地面が見えるというのはよくある演出だが……地面が割れて海が現れるというのはある意味で斬ざん新しんな演出だった……仕掛華さん、やるな。


　──ブオォォォ！


　風を切る音とともに、巨きよ大だいな斧おのが海面にしぶきを上げて突つっこむ。


「──盗人ぬすつとを殺せぇ～！　斧で脳天からぶった切れ～!!」


　あらかじめ録音されていたとおぼしき男の怒ど鳴なり声がスピーカーから流れると、それを合図に海面へ斧の雨が降り始める。


　──ブオォォォ！


　──ブオォォォ！


　──ブオォォォ！


「ひぃぃぃ！　脳天からぶった切られるぅぅぅ!!」


　ぼくは悲鳴を上げながら、斧の雨を逃れるために岸を目指して全力で泳ぐ。


　……しかし海上戦で使う遠えん距きよ離り武器が斧とは……なんという筋肉野郎どもヴアイキング!!


「って仕掛華さん！　この罠わな、絶対に設定がおかしいよね!?」


　突っこみつつも、ぼくは水を吸った制服の重さに負けて段々と沈しずみ始めてしまう。


「……わぷっ！　……うぷっ！」


　ぼくが海面でもがいていると、勝代が急いでこちらへ泳いできた。


　そして……片手でぼくを抱だきしめる！


「か、勝代!?」


「じっとして動かないで！　暴れられると私まで溺おぼれちゃう!!」


　勝代に怒鳴られ、ぼくは困こん惑わくしつつも動きを止める。


　すると彼女はぼくを片手で抱いたまま、もう片方の手と両足を使って泳ぎ始めた。


　……凄すごい。まるでライフセーバーみたいだ。


　心が落ち着いてくると、彼女の体の感かん触しよくに気づく。ぼくをギュッと抱くしなやかな腕うで。片方だけ押しつけられている張りのある胸……。彼女の体の動きに合わせて腕はぼくの体を何度も情熱的にしめつけ、胸は愛あい撫ぶするかのように押し当たっては引くことを繰り返していた。


　──救助サイコー!!


　顔がにやける中、ぼくはこのまま勝代がどう救助してくれるのか想像する。


　……やっぱり、救助っていえば人工呼吸と心臓マッサージだよな。勝代が「じゃあ、人工呼吸から始めるわね」と言ってキスしてきて、そのぷっくりと張りのある唇くちびるをぼくに押しつけながら温かい吐と息いきを漏もらしつつ「次は心臓マッサージね」と言ってぼくの上にまたがって腰こしを振ふって心臓を押し「あっん……！　丈途くん、なんで股こ間かんだけ元気なの!?　硬かたいのが当たって……はあっっ!!」と喘あえぎながらもぼくを助けるために心臓マッサージを続けて、「うくっ……あぁっ！　私、私もう限界……」だなんて顔をとろけさせて服をはだけ始めて──。


「駄だ目めだよ勝代！　ぼくを救助するまでちゃんと腰を振らなきゃ！　ほらほら、また腰が止まってるよ!!」


「……なんで腰なの？　止めちゃ駄目なのは腕と足でしょ??」


　勝代が、泳ぎながらこちらをいぶかしげに見つめている……。


「あ、違ちがっ……！　人工呼吸と心臓マッサージの話だから!!」


「……そのどちらも腰なんて振らないわよ。っていうか呼吸も心臓も止まってない丈途くんにそんなことするわけないでしょ」


　勝代はため息をつくと「もう元気みたいだし、岸も近いし、自分で泳げるわよね？」とぼくを手放す。


「──わっ！」


　一いつ瞬しゆん慌あわてたが、ぼくはなんとか体勢を整えて泳ぎ始めた。


　周りを見るとすでにヴァイキングのいる船は遠くなっており、岸が間近にある。


　すぐに岸へとたどり着いたぼくたちは、地面に座りこんで荒あらい息をつく。


「なんとか生きのびたね……」


「そうね……。それにしてもこの映画セット、変な仕し掛かけばっかりだわ……」


「保安官やヴァイキングの仕掛けって、どう考えても撮さつ影えい用じゃなくて侵しん入にゆう者用のトラップだよね。映画セット全体が大きな壁かべで囲われてるし……クロトの奴やつ、きっとはじめからここを〝要よう塞さい〟として使うつもりでつくったんだ……」


　ぼくが悔くやしげに漏らしていると、急に耳みみ障ざわりなほどの高笑いが聞こえてくる。


「──ふははははははははっ！　宿敵丈途よ、往おう生じよう際ぎわ悪く我が前に姿を現したか!!」


　顔を上げると、キラッキラのラメ入り紫むらさきコートを着た男が立っていた。


　──ダサッ!!


　衣装のド派手さに一いつ瞬しゆん思いっきり気を奪うばわれてしまったが……よく見ると、男は成樹だった。


「……成樹、こんな所でなにやってるのさ」


「テロリストにして侵入者の貴様を倒たおしに来たのだ！」


「あの爆ばく発はつはぼくがやったんじゃないよ！　クロトの自作自演なんだ!!」


「テロリストのくせに言い逃のがれとは……敵ながら情けない奴め!!」


　……っ！　やはり、勝代の言う通りぼくがなにを言っても信じてもらえないらしい……。


　どうしたものかと考えていると、成樹が「観念せい！　貴様らは我が劇団の力で倒してくれるわ!!」と声を張り上げる。


「……劇団？」


　成樹が頷うなずくとともに数名の人が駆かけてきて、彼の背後に後ろ手を組んで整列する。


　それを尻しり目めに、成樹が朗々と声を上げ始めた。
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「本日は皆みな様さまお忙いそがしい中、娯ご楽らくの伝道師たる劇団〝成樹座〟の公演にお越こし頂きまことにありがとうございます。魅みせます笑わせます泣かせますをモットーに全力で演じますので、ぜひお楽しみ頂ければ幸いです。一座の座長・成樹ともども劇団員をよろしくお願い致いたします」


　長台詞ぜりふをよどみなく喋しやべりきる成樹……。


　って、「座長・成樹」だって!?


「成樹、この変な集団の座長なの!?」


「変とは失礼な！　我が劇団員たちに謝れ!!」


　成樹は背後にひかえている劇団員たちへ手を向けて怒ど鳴なる。


　客席図を持った人や照明を持った人や裁さい縫ほう道具を持った人……様々な劇団員がいたが、ひとつだけ共通点があった。全員、裏方なのだ。


「まさかこの劇団……役者は成樹しかいないの？」


「その通り！　この成樹が自ら裏方の天才たちを集め、演技の天才たる我をもり立てさせるために結成した劇団……それが〝成樹座〟だ!!」


「……なんて自己中な劇団なんだ……」


　ぼくが頰ほおをひくつかせていると、客席図を持った女の子がこちらへ近づいてくる。


「本日は二名様でのお越しですね。ではあちらへどうぞ」


　素す敵てきな笑え顔がおと綺き麗れいな声……あまりに見事な案内ぶりに、ぼくと勝代は呆あつ気けにとられてしまう。


「さぁお客様。そこで立見などされず、どうぞあちらにお座りくださいませ」


　女の子が指し示した場所には、地面の上に座ざ布ぶ団とんが二枚敷しかれているだけだった。……ただそれだけの、間の抜ぬけた光景……。普ふ通つうに考えればとても客席と呼べるものではないが、彼女に案内されるとちょっとした特等席に見えるから不思議だ。


「す、座ってみようか？」


「そ、そうね。せっかくだし……」


　ぼくたちは案内されるがままに座布団へ腰をおろした。


　すると、女の子が唐とう突とつに口の端はしを上げる。


「──ふっ。ゆっくりとご鑑かん賞しようくださいませ……おもてなし奥義、客席誘導ＶＩＰ・トラツプ!!」


　その声が聞こえると同時に、座布団が沈しずみ始める。そしてぼくたちは……泥どろ沼ぬまに落ちた！


「まさかこの座布団、罠わなだったの!?」


「ざまぁないわね！　気づくのが遅おそいのよ馬ぁぁ鹿!!」


　驚おどろくぼくへ、女の子はさきほどまでの綺麗な声を微み塵じんも感じさせぬダミ声で毒づく。


　──しまった！　油断した!!


「丈途くん！　早く地面に上がらないと、この泥沼から抜け出せなくなるわよ!!」


　勝代に言われて自分を確かめると、すでに腰こしまで泥沼に浸つかっていた。粘ねん度どの高い泥どろのせいか、足を動かそうとしてもろくに動かない。勝代の言う通り早く地面に上がらないと危険だ。


　ぼくは急いで近くの地面に手を突つき、這はい上がろうとする。


　だが、それを邪じや魔まするように男の声が響ひびいてきた。


「僕の照明の圧あつ倒とう的てきルクス照度を前に目を閉じ、視界を奪われるがいい！　電光絶技、照明点灯シヤイン・ダーク!!」


　その声がした途と端たん、焼けつくような熱気すら感じる膨ぼう大だいな光の波がぼくたちを襲おそう。


「まぶしっっ!!」


　急いで目を閉じたが、まぶたの向こうからも容よう赦しやなく襲ってくる光を前に、ぼくは完全に視界を奪うばわれてしまった。


「──あら、服がほつれておりますわよ？　すぐに直しませんと……」


　耳元で、女の子が心配そうにつぶやいてくる。


「そんな恰かつ好こうで外に出るだなんて恥はずかしいことですわ。ここをこう縫ぬってあそこもこう縫えば……」


　目を閉じていて状じよう況きようがわからないが、女の子はぼくの服を一いつ所しよ懸けん命めいに縫ってくれているようだった。


「あ、ありがとうございます」


　恐きよう縮しゆくしてお礼を言う中……なぜか、自分の手が動かなくなっていることに気づく。


　ぼくはもがくことすらできず沼ぬまの中にどんどん沈んでゆく……。


「ほほほほほっ！　服を縫って動けなくして差し上げましたわ！　裁縫百手が一手、衣装修繕デス・ドレツサーですわよ!!」


「そんな!?　服を直してくれたんじゃないの!?」


　ぼくの上げる声も虚むなしく、手の自由と視界を奪われたまま体が泥沼に沈み続ける。すでに胸まで浸かっており、もう少しで息ができなくなりそうだった。


「──丈途くん、大だい丈じよう夫ぶ!?」


　──ブチブチブチッッ!!


　女の子の声が聞こえるとともに、誰だれかがぼくの服をつかんで思いきり引くのを感じた。


　そのおかげで服を縫っていた糸が切れ、ぼくは自由を取り戻もどす。


「もう照明を壊こわしたわ！　さぁ、早く地面に手を突いて泥沼を出て!!」


　その言葉を聞いて目を開けると、壊れた照明とそれを必死に直している成樹たちが見えた。


「──おのれ丈途め！　これでは本日の公演が中止になってしまうではないか!!」


　成樹は毒づきながらも劇団員に指示を飛ばし、照明の修理を急いでいる。


　……照明を壊したのはぼくじゃないのに。しかも、ぼくを倒たおすより照明を直す方が優先なんだ……。


　チャンスではあるものの照明より優先順位が下という事実に多少の腹立たしさを覚えつつ、ぼくは地面に手を伸のばす。


　やっとの思いで泥沼を抜けて地面に立つと、ぼくは息いきつく暇ひまもなく勝代へ向けて声を上げた。


「勝代、今のうちに桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムだ！」


「了りよう解かいよ!!」


　勝代が生徒名めい簿ぼと習字の確かく認にんを始めると、こちらの動きに気づいた劇団員たちが駆かけてくる。


「──その技わざについてはもう聞いているぞ！　使わせるか!!」


　男が声を上げ、はりぼての剣けんや木で作られた盾たてといった小道具をこちらへ投げつけてきた。


「わっ！　ちょっ……!!」


　慌あわてて避よけるぼくへ、勝代が「丈途くん！　その小道具さんの夢は〝鋼鉄をも斬きるはりぼての剣を作る〟よ！」と早口に言う。


「えぇ!?　はりぼてじゃ斬れないでしょ……。仕方ないな……それじゃ──。『あなたの作ったはりぼての剣、斬れ味が凄すごいのね。ほら、あたしの服もこんなにバッサリ……』。女はうっとりするように言うと、露あらわになったブラジャーを男へ向け、『あたしのブラジャーも斬ってみる？』と挑ちよう戦せん的な笑みを──」


「──それ以上喋しやべらせるかよ！」


　小道具を投げつける男に続き、今度は風景の描えがかれたベニヤ板や発はつ泡ぽうスチロールで作られた柱といった大道具を投げ飛ばす男が現れた。


「その大道具さんの夢は〝発泡スチロール製の城を建てて住む〟よ！」


「そんな貧弱な城じゃ危ないから！　……もう。強ごう引いんにでも妄もう想そうするしかないな。えと──。『今日からこの発泡スチロール城がふたりの家ね』。女は嬉うれしそうに言うと男に抱だきつき『発泡スチロールが壊れないよう優やさしく抱いてね[image: ]』とかわいげな笑えみを──」


「──技は使わせないって言ってるでしょ！」


　大道具を投げ飛ばす男の後ろから、女が劇団のパンフレットで手しゆ裏り剣けんよろしく空を切り裂さいてくる。


「──あぁもう！　こんな人数相手にポルノを言うなんて無理だよ!!」


　ぼくが逃にげながら叫さけんでいると、宮きゆう殿でんの方からたくさんの人が駆けてきている姿が見えた。


　そんな……今の人数でさえ苦戦してるのに、あんな人数を相手にしたら……。


　思わず顔が青ざめる。


　……ぼく、このまま誰も助けられずに負けちゃうのかな……。


　そう考えると、つい唇くちびるを強く嚙かみしめた。


「……嫌いやだ。ぼく、こんな所で負けるなんて……誰も助けられずに負けるなんて……嫌だ!!」


「──ほう。クロト先せん輩ぱいの新しいシナリオを届けに来たのか。これが次の作戦──」


〝クロト〟という単語に反応して顔を向けると、宮殿の方から来た助すけっ人とが成樹の周りに集まっているのが見えた。成樹は助っ人から渡わたされたとおぼしき本に目を通して何度も頷うなずいている。


　そして彼は、本のある部分に目をとめると急に高笑いを始めた。


「ふははははははははっ！　宿敵丈途よ、面おも白しろいことになっているぞ！　どうやら吹音さんが貴様への憎にくしみの力でオーケストラシーンを演じると決めたようだ！　これはめでたいな!!」


「なんだって!?　鳴唐さんがオーケストラシーンを……!!」


『──きみへの憎しみの力でオーケストラシーンを演じてもらう……。これがぼくの真のシナリオさ』


　ぼくは、クロトが映画セットの門で語ったことを思い出した。


　──クロトのシナリオ通りに進んでる！


　その事実を前に、背筋が冷たくなるのを感じる。


「……鳴唐さん、本当にぼくのことを憎んでるの……？」


　不安ばかりがつのり、劇団員の攻こう撃げきから逃げるしかない現状に苛いら立だってくる。


　──こんな所で手間取ってる場合じゃない！　早くしないと、鳴唐さんが完全にクロトのシナリオに操あやつられてしまう!!


「──ふむふむ。そうか。助っ人に来たのは、演技指導済みの新たな劇団員たちであったか」


　本を読み終えた成樹が、ご満まん悦えつの様子でつぶやく。次いで彼は「全員攻撃中止だ！　こちらへ集合せよ!!」と声を張り上げた。


「……攻撃をやめるなんて、一体どういうつもりだ……？」


　ぼくがいぶかしげに見つめていると、成樹はみんなと打合せを始めてしまった。


　今のうちに逃げようかとも思ったが、劇団員は打合せ中もこちらをちらちらと確認していて動けない。


　少し待って話が一段落すると、成樹は場を仕切り直すようにして一歩前へ出てくる。


　そして不敵に笑い、キラッキラのラメ入り紫むらさきコートをこれみよがしにひるがえしてきた。


「さてお客様方。これより始まる我が〝成樹座〟の公演、とくとご覧あれ！」


　ずいぶんと芝しば居いがかった見み得えの切り方……。


　こちらは先を急いでいるというのに、こんなどうでもいい演出をわざわざ入れるなんて……やはり成樹は、うざい。








【シーン６　宮殿の牢ろう内】


　監かん視しカメラ撮さつ影えい　映画『世界平和』本編映像より





　丈途が〝成樹座〟の公演を観始めた頃ころ、牢に囚とらわれている謡江たちは己おのれを縛しばっていた縄なわをすでにほどき終えていた。


　そして彼女たちの耳には今、総才の檄げきが飛んできている。


「──てめぇらみんな天才だろうが！　高々シナリオライターごときに自由を奪うばわれて、情けなくはないのか!?」


「「情けないです！」」


「あのシナリオライターめ、ちょっと売れっ子だからって調子にのって、わしらをこのまま牢に閉じこめておけるだなんて思いこんでるんだぞ！　鼻をあかしてやろうじゃないか!!」


「「あかしてやりましょう!!」」


「我々は今からレジスタンスだ！　クロトの計画をぶっ潰つぶす者だ!!」


「「ぶっ潰す者だ!!」」


　みんなの上げる威い勢せいのいい声を聞き、総才は満足げに電子葉巻の紫し煙えんを吐はく。ダブルのスーツを着てオールバックをしている総才には、その紫煙が似合う威い厳げんがあった。


　だが次の瞬しゆん間かん、彼はその威厳をかなぐり捨て、盛大に鼻の下を伸のばす。


「謡江さん、わしの才能はどうです!?　もの凄く謡江さんの役に立ったでしょ!?」


「えぇ、とても。ありがとう」


　総才はにこやかに答える謡江を見て、さらに鼻の下を伸ばしていた。


　……総才くんのこのギャップ、私、そろそろ慣れてきたわ……。


　謡江は慣れの恐おそろしさを感じつつ、周りに目を向ける。


「さて。レジスタンスは組織できたし……次は、どうやってこの牢を抜ぬけ出すかよね。牢を出たあとは丈途くんと合流すればいいんだし……」


　しばらく前に丈途たちが撃うった空くう砲ほうの音は、謡江たちのいる牢にも届いていた。それを聞き、謡江は丈途が映画セットに侵しん入にゆうしたことを確信していたのだ。


「丈途くん……本当に助けに来てくれたのね。ありがとう」


　自分との約束を守って映画セットに来てくれた丈途を想おもい、謡江は胸が熱くなるのを感じた。


　……丈途くんのことだもの。私たちを助けるだけじゃなくて、ちゃんとクロト先輩を倒たおすことも考えて行動しているはずだわ。私たちは私たちの力で牢を抜け出して、丈途くんの負担を少しでも減らさなきゃ。そしてみんなで協力してクロト先輩を倒すのよ！


　謡江は覚かく悟ごを新たにするように頷き、脱だつ獄ごくする方法を探すために辺りを確かく認にんする。


　牢ろう番ばんをしている男を見ると、その耳にある耳みみ栓せんが目に入った。


　……あれ、きっと総才くん対策よね。ボスの才能で従っちゃったら困るもんね。おかげで堂々とレジスタンスを組織してもばれなかったけど……。


　謡江はそう思いつつ、さらに辺りを注意深く確認する。脱獄する際に障害となりうるものは牢番と牢の鉄てつ柵さく、そして近くの天てん井じように設置されている監視カメラだった。


「きっと、いつも通りの考えでなにかしようとしても全部クロト先せん輩ぱいに読まれてるわよね……。この牢を抜け出すには、普ふ段だん絶対にしないことをやらないと……」


「──じゃあ、ボクたちのお色気で牢番をノックアウトしちゃおう!!」


　創が楽しそうに言い、白衣の上からほとんど膨ふくらみのない胸に手を這はわせると、力いっぱいに寄せ上げて「谷間谷間ぁ～！」とはしゃぐ。


「創さん、なに言ってるのよ!?　そんなことできるわけないでしょ!!」


「──だが、謡江は今から普段絶対にしないことをやるつもりなんだよな？」


　来夏が意地の悪い笑えみを浮うかべて謡江を見つめてきた。


「なっ……来夏さんまで！　でも創さんは『ボクたち』って言ったのよ!?　やるなら来夏さんだって一いつ緒しよよ!?」


「私はべつに構わんぞ。横暴な手段で世界平和を実現しようとするエセ救世主一味が相手なら、醜みにくい写真の一枚も撮とれそうだからな」


「そんな……!!」


「わ、わしもいいと思います！　謡江さん、クロトの野望を打ち砕くだくために一ひと肌はだ……いや、二肌三肌と脱ぬいでください!!」


　総才が鼻息荒あらく創と来夏に同意してくる。


「謡江ちゃん、みんなボクの作戦に賛成だよ～？　谷間谷間ぁ～!!」


　創はいまだ強ごう引いんに胸の谷間を作って遊んでいた。


　──この流れ、なんなの!?　どうして丈途くんがいないのにエッチな展開になるの!?


　謡江はうろたえつつも必死に他ほかの方法を考えたが……思いつかなかった。


「……仕方ないわね。他にいい方法もないし……やるしかないのよね」


　謡江はあきらめたように言うと、天井に設置されている監視カメラへと目を向ける。


「残る問題はあれよね……」


　そう言いながら彼女は考えこんでいたが……ふと「この中に美術系の天才っている？」とみんなを見み渡わたした。すると、その言葉にひとりの生徒が手を挙げる。


「よかったわ！　それじゃあ、こんな作戦はどうかしら──」


　謡江はみんなを集めると、さっそく脱獄計画を話し始めた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　牢ろうに囚われている謡江たちが、全員やる気なげに横たわっていた。不自然なほどに気力の失うせた状態……。彼女たちはしばらく前からなぜかこうしている。


　……もう充じゆう分ぶんね。


　謡江はそう考えると、むくりと立ち上がる。


　それを合図に、来夏と創も立ち上がった。


「ボク、むらむらしてきちゃった～！」


「創さんは欲よく望ぼうに素す直なおねぇ。少しは来夏さんを見習ったら？　欲よく情じようしてるのに恥はずかしがって、さっきから服を直すふりをして自分の胸を揉もんでるのよ？」


「う、謡江！　変なことを言うな！　私は別に……そんな……あんっ！」


　来夏が頰ほおを染めて喘あえぐと、気配を感じたのか牢番が振ふり向く。今しがたまで全員寝ねていた牢で三人の女子が立っていることを彼は不思議に思ったようだった。謡江たちから目をそらさず、じっと見つめている。


　──チャンスだわ！


　謡江は鉄柵に飛びつくと、ポールダンスよろしく官能的に腰こしを振り始めた。創と来夏もそれに続き、鉄柵の前でダンスを始める。


「お、お前らなにやってる!?」


　返答したところで耳栓で聞こえないはずなのに、牢番はつい質問してしまったようだった。


　謡江は彼の言葉に応えるようにして艶つややかな唇くちびるの端はしを上げると、そっと舌を出してじっとりと鉄柵を舐なめ上げる。彼女は次いで鉄柵の一本を両手で握にぎると、これみよがしに股またを広げてしゃがみ、牢番に向けて大きく腰を振り始めた。


「お前っ、なっ……!!」


　牢番は言葉を失い、食い入るようにして謡江の股を見つめる。ショーツが見えそうで見えないギリギリのラインで制服のスカート部分がひらひらし、彼は謡江から目を離はなせずにいた。


「──こっちにも注目して欲しいな」


　来夏がそう言い、鉄柵に胸の端を押しつける。するとシャツが張って彼女の胸の形が露あらわになった。来夏はそのまま鉄柵で愛あい撫ぶするかのように下腹や足、さらには腿ももの内側まで押しつけ、服を張らせてはスレンダーなボディーラインを惜おしげもなくさらしている。


「い、いい体してるな……」


　来夏を見て牢ろう番ばんが漏もらす声を、創は不満げに聞いていた。彼女は来夏に負けじと鉄柵の前で胸を寄せ上げると、「欲情しちゃったのぉ～！　谷間谷間ぁ～!!」と元気に喋しやべる。


「……いや、貧乳は貧乳でステータスだから……」


　牢番はジェスチャーだけで創がなにを言っているのか悟さとったのだろう。冷静なツッコミを口にする。しかし創には意味がわからなかったようで、首をかしげつつ全力で胸を寄せ上げると「ホルスタイン！」と叫さけんでいた。


　その後も謡江たちは鉄柵の前でがんばってエロアピールを続けるも、牢番は中々耳みみ栓せんを取ろうとしない。


　謡江は鉄柵を握って腰を振りつつ、そんな状じよう況きように焦あせりを覚え始めていた。


　……このままじゃ牢番が飽あきて向こうに行っちゃうわ！　こうなったらもう……エロ度を上げるしかない!!


　謡江は勢いよく片足を高く掲かかげると鉄柵に絡からませ、次いで牢番へ片手を伸のばす。そして伸ばした手の平を上に向け、艶なまめかしくゆっくりと小指から親指にかけて順に握りしめ、自分の方へ招くジェスチャーをした。まるで本番に誘さそっているかのような扇せん情じよう的な仕草……。


　謡江の色気にあてられた牢番は、大きな音を立てて生なま唾つばを呑のんだ。


「……謡江さんに手を出しやがったら殺す……」


　総才が、寝ね転ころがったまま低い声で漏らす。


　謡江が彼の言葉に苦く笑しようしていると、来夏が謡江の攻こう勢せいに続くようにして鉄てつ柵さくの一本を胸ではさむ。そしてすねたような視線を牢番に向けつつ「こ、こんな恥ずかしいこと……お前にだけ見せるんだからな」と硬かたい鉄棒を両胸で揉み上げ始める。


　創もそれに続き「ボクだって、こんな恥ずかしいこときみにだけ見せるんだよ？」と鉄柵の一本を胸ではさもうとした……が、ボリュームが足りず失敗してしまう。


　……確かに、ある意味で恥ずかしいわね……。


　謡江は創に内心で突つっこみつつ、牢番へたたみかけるようにして潤うるんだ瞳ひとみを向ける。そして鉄柵に絡ませていた片足をそっと広げると、隣となりの鉄柵に絡ませ直して太ふと股ももがより多く見えるようにした。制服のスカート部分は重力によって腿の付け根までずれ、もう……あと一ミリでショーツが見えそうだ。


「ねぇ、牢番さん。こっちへ来て。お・ね・が・い[image: ]」


「──はい、なんでしょう！」


　口の形だけで「お・ね・が・い[image: ]」の部分くらいはわかったのだろう。牢番が嬉き々きとして謡江のもとへ走り──とうとう、耳栓を取った！


　──やったわ！　作戦成功ね!!


　その瞬しゆん間かん、謡江たちの後ろで「バキバキッ！」と拳こぶしを鳴らす音がする。


「……貴様！　わしですら今日初めて拝んだ謡江さんのエロダンスを、よりによって正面から堪たん能のうしおって……!!」


　まるで血を吐はくようにしてつむがれる呪じゆ詛そ……。声の主は、総才であった。


　牢番は彼を見て「お、お前は一体……!?」と慌あわてていたがもう遅おそい。


　総才はすぐに口を開くと、そのボスの才能を使い始めた。


「貴様、世界平和を謳うたう者が無実の人間を牢ろうに押しこめるとは何事だ！」


「なっ……だってお前らはテロリスト──」


「証しよう拠こはあるのか!?」


「あの状況で爆ばく発はつが起きたら、誰だれが見たってお前らの仕し業わざだと思う──」


「証拠がないんだな？　ないのに捕つかまえたんだな？　お前が望む平和な世界とは……証拠もないのに人を捕まえて牢に押しこめる世界なのか！　そんなもののどこが平和だ!!」


「それは……た、確かに……。なんてことだ……俺は、なんてことをしてしまったんだ!!」


　総才の言葉に、牢番は大きなショックを受けたようだった。平和を望んでやったはずの行動が、実際は平和と大きくかけ離はなれたものになっていた……。純じゆん粋すいに世界平和を夢見ている者であればあるほど、その矛む盾じゆんに気づいたときのショックは大きい。


「……すみません。俺が間ま違ちがってました……」


　牢番はうなだれ、その場に手を突いてしまった。


　──パシャッ。


「信念のために動いていたつもりが、自らの行動で信念を汚けがしていたとは……醜みにくい！」


　来夏はうなだれる牢番へ向けてカメラのシャッターを切りながら、場をしめるようにして声を上げていた。


　それから牢番は総才の指示に従い、謡江たちが無事に脱だつ獄ごくできるよう準備を始める。


　脱獄前にひとつやるべきことは、監かん視しカメラへの工作だ。謡江は美術系の天才に頼たのみ、衣服の切れ端はしに牢の汚れを使ってみんなが寝ねている姿の絵を描えがいてもらっていた。牢の中は薄うす暗ぐらい。もとが見えにくい映像なので、監視カメラはこれで充じゆう分ぶんごまかせるはずだ。謡江たちが事前に牢で寝ていたのも、急に監視カメラへみんなが寝た映像が流れて不自然にならないようにするためであった。


　謡江たちは監視カメラの映像を自然に切り替かえるため、再び牢の中で寝る。


　その間に牢番が監視カメラへ絵を貼はった。


　そして、ついに謡江たちは牢の鍵かぎを開けてもらい、解放される。


「謡江さん、やりましたね！」


　喜びの声を上げる総才に続き、男たちが次々と謡江に話しかけてくる。


「──謡江さん、マジでエロいっす！　ファンになりました!!」


「──謡江さん、一生ついていきます！　もう他ほかの女じゃ満足できません!!」


　男たちの熱ねつ烈れつなエール……。


「ふふっ……。今日の謡江さんのエロダンスで、またファンが増えてしまいましたね。早くファンクラブへの入会手続きをすませなければ」


　総才は謡江を見つつ満足げに漏もらしていた。


　そんな中、謡江は顔を真っ赤にして黙だまりこんでいる。ポールダンスよろしく腰こしを振ふっていた自分の行動を思い返していたのだ。


　──駄だ目め！　やっぱりあんなこと思い出しちゃ駄目っっ!!


　彼女はすぐに回想をやめ、思考をシャットアウトする。


　彼女にとって今日のダンスは、記き憶おくの底にいち早く葬ほうむるべき暗黒の歴史と化していた。


　……私、穴があったら入りたいわ……。




【カット】










　…………………………………………………………………………………………………………。


　ぼくと勝代は、今度こそ普ふ通つうの座ざ布ぶ団とんに腰こしをおろしていた。成樹が「我が〝成樹座〟の公演、とくとご覧あれ！」とうざい見み得えを切ったあと、客席誘ゆう導どう係の人が持ってきてくれたのだ。


　その後すぐに舞ぶ台たい建設がおこなわれ、ぼくたちの目の前には今、幕が下りた立派な野外劇場が建っている。成樹たちは現在、その中に入って演劇の準備を進めている最中だ。


　ぼくと勝代を監視しているのは、数名の劇団員だけ……。


　……今のうちに逃にげようかな……。


　ぼくがそっと腰を上げようとしたそのとき──舞台の中から、成樹の高笑いが響ひびいてきた。


「ふははははははははっ！　宿敵丈途よ、ぜひお楽しみあれ！　満員劇場フアンタステイツク・サーガ開幕!!」


　その声とともに、幕が上がる。


　舞台の上には古代ローマ風のセットが立ち並んでいた。石造りの建物を模した大道具がいくつも設置されており、スピーカーからはオーケストラの奏かなでる荘そう厳ごんな音楽が流れている。


「──神と人との間に生まれた神聖児ナルキウス。彼は今、人の世を滅ほろぼそうとしている神々との戦いを決意していた。その右手に宿る超ちよう常じようの力から繰くり出される〝神殺しのデコピン〟は、どんな荒こう神じんだろうと半泣きで『ナルキウスさんマジすんません許してください！』とソッコーでワビを入れるほどだ。ナルキウスはその力をもって人の世を救おうとしていた──」


　スピーカーからナレーションが流れると、布の服を着た成樹が舞台に登場する。その頭には月げつ桂けい樹じゆの葉で作られた冠かんむりをのせており、舞台セットとあいまってまさに古代ローマ風の雰ふん囲い気きを醸かもしていた。


　……っていうか成樹が〝ナルキウス〟とか必殺技わざが〝神殺しのデコピン〟とか神が〝ソッコーでワビ〟とか、明らかに一部の設定がおかしいだろ！


　ぼくは頰ほおをひくつかせつつ、同時にため息を漏らしてしまう。


　……公演が始まって逃げるタイミングを失ったな……。劇団員たちが公演に集中し始めた頃ころを狙ねらってこっそり抜ぬけ出すしかないか……。


　ぼくは勝代の方を向くと、そっと小声で喋しやべりかける。


「ねぇ。タイミングを見計らって逃げるからさ、ぼくが合図したら一いつ緒しよに──」


「静かにして！」


「……へ？」


「今、いいところでしょ！　だから静かにして!!」


　勝代に怒おこられて舞台に目を向けると、すでにナルキウスが神との戦いを始めていた。


「──貴様、人間から魂たましいをカツアゲして腹を満たすために世界を滅ぼそうとしていたのか！　たちの悪いチンピラめ！　このナルキウスのデコピンで一発ワビを入れさせてやるわ!!」


「──人間ごときがなにをほざくか！　我は貴様ら人間の生みの親。我が腹に魂が収まるは、親の愛に満たされると同じ！　手始めに貴様の魂から食うてやるわ！　ゆけ、我が愛馬!!」


　──ヴォォォオオン！


　神役の男は白いローブを身につけていた……のだが、背中に「愛羅武勇アイラブユー」と刺し繡しゆうしてあった。それだけでなく、髪かみは金きん髪ぱつリーゼントで、さっき愛馬と呼んだのは……バイクだった!!


「完全に不良じゃん!!」


　ぼくのツッコミは、勝代も含ふくめてこの場にいる全員に無視されてしまった。


　……え？　ツッコミ入れるぼくがおかしいの!?


　激しく戸と惑まどう中、劇はつつがなく続く……。


「神と人の血が生み出した奇き跡せきの右手よ！　今こそ超常の力を発揮せよ！　うぉぉぉぉ……」


　その言葉とともに、ナルキウスが右手の中指を内側に丸めて親指で押さえる。


「半泣け！　神殺しのぉぉぉぉぉデコピン!!」


　ナルキウスが雄お叫たけびを上げつつ丸めていた中指を弾はじき出す。しかし神はバイクで舞台上を移動してそれを避よけてしまった。


「ちっ、神のくせにちょこまかと……！」


　呻うめくナルキウスに向かって、神がバイクで一直線に猛もう突とつ進しんをかける。


「──ナルキウス、危ない！」


　ぼくは思わず叫さけんでしまう。


　だがナルキウスはすんでのところでバイクから逃のがれると、舞台の端はしで荒あらい息を整え始めた。


「丈途くん。ナルキウス無事でよかったわね！」


「うん。一いつ瞬しゆんどうなるかと思ったよ……」


　勝代とふたりで安あん堵どの声を交えるも、ぼくたちの視線は舞台に釘くぎ付づけのまま離はなれない。成樹は演技の天才だ。神にデコピンを食くらわせるため必死で舞台を駆かけ回る姿も、神のバイクをすんでのところでかわす姿も真に迫せまっていた。


　変な設定の劇だと思っていたが……面おも白しろい！


「ナルキウス！　そんな不良神、絶対に半泣かせよ!!」


「そうよ！　ちゃんとワビ入れさせて、ナルキウス!!」


　ぼくと勝代はふたりで声を上げてナルキウスを応おう援えんする。


　そして、ナルキウスが様々な神と戦ってデコピンを炸さく裂れつさせ、神を半泣かせてワビを入れさせる様を手に汗あせ握にぎって眺ながめ続けた………………………………………………………………………。


「──やっとすべての神を半泣かせた。きちんとワビも入れさせたし、もう人の魂をカツアゲしようなどとは思うまい。しかし激げき闘とうに続く激闘の末、右手はボロボロだ……。神殺しのデコピンは使えなくなってしまった……」


　ナルキウスは痛みをこらえるようにして呻くと、その場にうずくまって右の拳こぶしを押さえる。


「ふっ……だがもう世界は平和になったのだ。デコピンを使う必要などなくなったな。これからは普ふ通つうの人間として生きてゆくのも悪くない。……そう、このナルキウスが救った人の世で、ただひとりの人間として素す晴ばらしき生を謳おう歌かしてゆこう!!」


　その言葉とともに、スピーカーから流りゆう麗れいなオーケストラ音楽が流れ、ゆっくりと幕が下り始める。


　ついに、終幕だった。


「──ナルキウス、ぼくに感動をありがとう!!」


「──私にも感動をありがとう！　もう、涙なみだが止まらなくて……」


　ぼくが舞ぶ台たいに向かってお礼を言う中、勝代は瞳ひとみから涙を溢あふれさせつつ拍はく手しゆをしていた。


　感動のあまり拍手を忘れていたぼくは、慌あわてて手を叩たたき始める。


　本当にいい劇だった。……なんか、異様に長かった気がするけど……。


　空を見上げると、すでに星が出ていた。ぼくらが映画セットに侵しん入にゆうしたときはまだ辺りが茜あかね色に染まる前だったので……上演時間は思った通りかなり長かったことがわかる。


「まっ、面白かったからいいか」


　ぼくは軽く言うと、勝代とともに拍手を送り続けた。


　おそらくこのあともう一度幕が上がり、舞台に出演したすべての俳優があいさつをするだろう。そのときになれば、今よりも盛大な拍手でこの素晴しい劇を称たたえたいと思う。


　──パチパチパチ。


　──パチパチパチ。


　ぼくは勝代と一緒にずっと拍手を送り続けていたが……なぜか、一向に幕が上がらない。


　まさか俳優があいさつをしないまま舞台が終わるのだろうか？


「せっかくみんなを称えたかったのに……残念だな」


　ぼくが漏もらしていると、急に後ろから声が聞こえてきた。


「くくくっ……宿敵丈途よ。我が満員劇場フアンタステイツク・サーガ、大変お楽しみ頂けたようでなによりだよ」


　振ふり返ると、そこにはキラッキラのラメ入り紫むらさきコートに着き替がえた成樹が立っていた。いや、立っていたのは成樹だけではない。舞台を向いていたぼくと勝代の視界に入らないようにして、劇団員たちがいつの間にかこちらを半円形に囲んでいた！


「な、成樹……一体これって……」


「満員劇場……それは、貴様らが感動に打ち震ふるえている隙すきに周りを取り囲むという、恐きよう怖ふのトラップ公演なのさ!!」


　成樹がそう口にすると、こちらを半円形に囲んでいた劇団員たちは素す早ばやく動いて完全な円形の囲いを作ってきた。


「成樹……こんなトラップのためにわざわざあんな長い劇を演じてたなんて……ほんっっっっとにうざい奴やつだな!!」


「ふん。『ナルキウス！　そんな不良神、絶対に半泣かせよ!!』だなんてはしゃいで楽しんでいた男がよく言うわ」


「うっ……！」


「かかれぃぃぃぃ!!」


　成樹の号令とともに、劇団員たちが一いつ斉せいに円形の輪を縮めてくる。


「勝代、まずいよ！　このままじゃ捕つかまっちゃう!!」


「えと……あの人たちの夢は〝演劇で宇宙人と交流〟だったり〝演劇でお化けと交流〟だったり……」


　勝代は急いで生徒名めい簿ぼと習字をめくりだし、劇団員みんなの夢を確かく認にんしようとする。


「勝代、それじゃ駄だ目めだよ！　ひとりひとりに桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムを使おうとして、さっき失敗したじゃないか！　この人数相手じゃポルノを喋しやべりきる暇ひまがないよ!!」


「そっか……ど、どうしよう!?」


「このままじゃジリ貧だ……なにか、一発で全員を導けるポルノがあれば……」


「全員の共通点って言えば、〝劇団員〟よ！」


「なるほど……劇団系のポルノか。敵は男も女もまじってるけど、そこはポルノに出る劇団員の性別をぼかして喋ればエロさで強ごう引いんに導けるか。……ただ、もうちょっと具体的にみんなの望みがわからないと、心に響ひびくポルノにならないな……」


　ぼくたちが話している間にも劇団員たちの輪は縮まり、捕まるまであといくばくもなかった。


「いいこと思いついたわ！　この劇団、結成したばかりでまだ売れてないでしょ？　それなら、売れない劇団を明るく応援するポルノなんてどうかしら！」


「それいいね！　よし、さっそくそのポルノを喋ろう！　えと……『今日の演技もよかったわよ！』。閑かん散さんとした劇場の中で、勝代は元気に声を上げて劇団員たちを誉ほめ称える。彼女はこの劇団のマネージャーで──」


「なんで私がモチーフなの!?」


「もう時間がないんだ！　今一番近くにいる勝代で妄もう想そうさせてもらうよ!!」


　ぼくは「嫌いやぁぁぁ!!」と叫さけぶ勝代を無視して、彼女を見つめて妄想を膨ふくらませる。


「──ポルノは喋らせないぞ!!」


　劇団員たちは輪を縮めながらこちらに小道具や大道具を投げ始めた。


　──またこのパターンだ！　これじゃあ本当に捕まっちゃう……。


「よし！　こうなったら投げ飛ばされる物を避よけながら断続的にポルノを喋りきってやる!!」


　ぼくは大きく息を吸うとすぐにポルノを口にする。


「勝代はこの劇団のマネージャーで、売れないながらもがんばる劇団員たちをいつも明るく応おう援えんしていた。そんな彼女が熱い視線を送る人物がひとりいる。彼女が応援している劇団員たちの中で、さらに特別に応援している人物だ──わっ！」


　ぼくは飛んできた金かな槌づちを避け、もう一度息を吸う。


「勝代の視線に気づいたその劇団員は、静かに舞ぶ台たい裏うらへと消えた。勝代はそれを追って舞台裏へ行くと『今日もお疲つかれさま！』と急に劇団員へ抱だきつく。『勝代、やめなって。今一仕事終えたばっかりで体が汚よごれてるし……』。『いいの！　それなら私、全身を舐なめて綺き麗れいにしてあげるね！』。『そ、そんなこと……！』。勝代は驚おどろく劇団員を無視して相手の服に手を伸のばし、少しはだけさせる──うわっ！」


　ポルノを喋っている間に劇団員たちの輪が完全に縮まってしまい、ぼくと勝代は手足を押さえつけられて縄なわで縛しばられようとする。


「──丈途くん！」


　勝代が悲鳴じみた声でぼくの名前を叫ぶ。しかしぼくはそれを耳にしながらも、一心不乱にポルノを喋り続けた。


「勝代は劇団員のうなじを舌で愛あい撫ぶしながら『汗あせの味と……これはペンキの味かな？　色々まじっててわからないね』と微笑ほほえむ。『だから汚きたないんだってば！　もうやめなよ……』。『いいの。だって私、あなたを一番に応援してるマネージャーなのよ？　綺麗になってもらって、明日あしたの公演もがんばってもらわないとね！』。劇団員は純じゆん粋すいすぎるほど一いち途ずに応援してくれる勝代を見て、心が温かくなってゆくのを感じた──」


　…………ん？


　なぜか、ぼくはまだ縛られていなかった。それどころか、劇団員たちがぼくを押さえつける力も妙みように弱まっている。


　周りに目を向けると、劇団員たちが勝代をじっと眺ながめて止まっているのが見えた。


　……まさか、ぼくのポルノにはまった？


「──今だ！　一気に決めてやる！　食くらえ！　必殺、桃色昇天!!」












　今、劇団員は舞台裏の床に仰向けで寝ており、勝代はその上におおいかぶさって舌を這わせていた。勝代の温かさに心奪われた劇団員は、彼女の舌が織り成す愛撫を素直に受け取り続けている……。


「んっ……いろんなものがまじった味……あなたのがんばってる証の味……おいしい……」


　勝代は言いながら劇団員の片手をそっと握る。まるで「私たちふたりでがんばりましょう」と言わんばかりの優しい仕草だ。


「勝代……」


　彼女の行為に心打たれた劇団員は、そっと手を握り返して目を閉じる。すべての快楽をマネージャーたる勝代に任せたのだ。勝代の思うがまま、やるがまま、信じてすべてを受けようと決めたのだ。


　勝代は劇団員の想いを受け取ったかのように頷くと、耳に舌を這わせ始める。温かくぬめった舌が、耳の渦にしたがって回るように穴へと向かう……。


「うんっ……！　な、なんか変な気持……」


　劇団員の声を聞きながら、勝代は耳の穴に舌先を挿れた。舌の微細な突起が敏感な耳の神経を刺激し、性器への愛撫とは一味違う快楽を与える。穴に舌先を挿れては出し、時に回し、時にねじこんで穴を広げてゆく。


「はあぁっっ……！　そ、そんなにきつくしたら……」


「駄ぁ目っ！　ちゃんと穴の中まで綺麗にしないとね！」


　勝代は言いつつ、耳の中で舌先をチロチロと動かす。なんの迷いもない一途な愛撫だ。


　劇団員は彼女の舌先が与える快楽に気が遠くなる中、ふと直接耳に響く声を聞いた。


「綺麗になって明日の公演もがんばって、劇団を日本一の演劇集団にしてね」


　耳へと直に送られる勝代のエール……。それは劇団員を体の芯から励まし、明日への活力を与えてくれるのであった。












「丈途ぉぉぉ……！　貴様、売れない劇団員心をくすぐりおって……!!」


　──バタンッ！


　キラッキラのラメ入り紫むらさきコートをひるがえし、成樹がその場に倒たおれた。次いで劇団員たちも呻うめき声を上げつつ倒れ、みんなして悦えつ楽らくに浸ひたった顔のまま意識を失ってビクンッビクンッと痙けい攣れんし始める。


「また、つまらぬ者を導いてしまった……」


　ぼくは虚むなしげにつぶやくと、視線を上げて夜空へと目を向ける。


『──吹音さんが貴様への憎にくしみの力でオーケストラシーンを演じると決めたようだ！』


　静かに輝かがやく星を眺めつつ、ぼくは成樹が言った台詞せりふを思い出していた。


「鳴唐さん……本当に成樹が言った通り、ぼくを憎んでオーケストラシーンを演じるって決めたの……？」


　その問いに、答える者はいない。


「……とにかく部長を助けましょう。そうすれば、なんとかしてくれるわよ」


　勝代がそっとこちらへ歩み寄り、気き遣づかうように言う。


「……うん。ここでだいぶ時間を食っちゃったし……先を急ごう！」


　ぼくは夜空から道の先へと視線を変える。


　もう、宮きゆう殿でんは目と鼻の先だった。


　部長。無事でいてくれ！




７　ごめん……君を変えた噓







　ぼくは勝代とともに宮殿内を駆かけていた。外にはたくさんの侵しん入にゆう者用トラップがあったのに、宮殿内は不気味なほど静かだ。


　あまりに簡単に進めすぎて一いち抹まつの不安を感じるも……ぼくは脇わき目めも振ふらず、部長がいるであろう一番上のフロアにある奥の部屋を全力で目指した。


　扉とびらの近くまで来ると、部屋の中から誰だれかが話す声が聞こえてくる。


「──きみは勇士たちを犬死にさせる気かい？　天才プロデューサーの力があれば、彼らが作戦から生せい還かんすることも可能かもしれないのに??」


「だから、そもそもそんな危険な作戦をおこなわなければ──」


「きみは勇士たちの決死の覚かく悟ごを聞いただろ？　彼らはつまるところ、きみがいようがいまいが作戦をおこなうつもりだ。いや、すでに作戦をおこなうための準備を始めにこの部屋を出てしまった。このままでは彼らが死ぬ確率は高いだろう。しかし、当然のことながらきみがいた方が生還できる確率は上がる。……どうするかね？　もう考えている時間はあまりないよ。まだぼくに腹を立ててこの部屋にこもるのかい？」


「そんな……あたくしは……あたくしは……うぅ……」


「──部長！」


　ぼくは声を上げながら部屋に駆け入る。すると部長の他ほかに……中世の王子のような恰かつ好こうをしたクロトと、純白のワンピースドレスを着た鳴唐さんがいた！


「なんでクロトと鳴唐さんまでここに……!?」


　ぼくが驚おどろきの声を上げると、部長がこちらへ目を向けて「丈途さん、来てくださったんですね！　あたくし……あたくし……」と今にも泣きそうな顔を見せる。


「そんな顔をして……どうしたのさ部長!?　クロトになにかされたの!?」


「違ちがうんです。世界平和計画に心しん酔すいして、自ら望んで命がけの任務にあたろうとする生徒たちが出てきてしまって……。クロトさんはあたくしに秘密で、そんな生徒たちを取りまとめていたみたいなんです。あたくし、もうどうしたらいいのかわかりませんわ……。もしかしたらこのままクロトさんに協力した方がいいのかもしれません。そうすれば、命がけの任務をおこなう生徒たちが生還できる確率が上がりますから……」


「部長、なに言ってるんだよ!?　クロトの計画なんかに協力したら──」


　そのとき、ぼくはじっとこちらを見つめる視線に気づいた。……鳴唐さんだ。ぼくを見つめる彼女の表情は……険しかった。


「……鳴唐さん。ぼくを憎にくんでオーケストラシーンを演じるって話を聞いたけど……本当？」


　彼女は、なぜか答えない。険しい表情のまま、ぼくをじっと見つめるだけだ。


　……本当に憎んでるみたいだ。そんな……クロトの奴やつ、鳴唐さんになにをしたんだよ！　鳴唐さんだけじゃない！　部長だって様子がおかしいじゃないか!!


　クロトを睨にらみつけると、彼は「時間通りに来たね」と涼すずしい顔をこちらへ向ける。


「……時間通りだって？」


「そうさ。成樹くんの満員劇場フアンタステイツク・サーガを楽しんでくれたからこんなに到とう着ちやくが遅おくれたんだろ？　あれのシナリオを担当したぼくとしても嬉うれしいよ」


「まさか……成樹はただの時間稼かせぎだったのか!?」


「その通り。おかげでぼくは現状の把は握あくとシナリオの改かい稿こうを終えられた。しかし……『ポルノ王（仮）』の設定である桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムを実際に使って戦いを挑いどんでくるとはね。さすが丈途くん……と言いたいところだが、ぼくの心中は穏おだやかじゃないな。桃色昇天はぼくが考えた設定……著作権の侵しん害がいを主張したい気分だよ」


　そう言ったクロトは、しかし冗じよう談だんでも言うかのように笑っていた。


　……どうしてこんな状じよう況きようで笑えるんだ？　潜くんをゲリラの捕ほ虜りよにしたり、命がけで任務にあたる生徒たちを取りまとめたり、しかも部長や鳴唐さんのことをおかしくしたり……それで、どうして笑えるんだよ!!


「クロト！　もうお前のシナリオにつき合うのはうんざりだ！　今すぐお前を倒たおしてみんなを返してもらう!!」


「……返す？　無秩ちつ序じよ派についてはその表現は妥だ当とうだが……映画『世界平和』制作スタッフについては不当だね。制作スタッフは皆みな、自分の意思でここにいる。きみが今この部屋から連れ出そうとしている彼女たちもまた、自分の意思でここにいるんだよ？」


　クロトはそう言って鳴唐さんと部長へ目を向ける。


「クロトがシナリオで操あやつったからここにいるだけだろ!!」


　ぼくの言葉に、部長も鳴唐さんも答えない。


　……駄だ目めだ。ふたりとも、完全にクロトのシナリオに操られてる……。


「丈途くん。自分の考えを押しつけるのはよくないね」


「自分の考えを押しつけてるのはクロトだろ！　世界平和を実現しようとするのはいいことだけど……やり方がおかしいよ!!」


「……ふっ。ゲリラ戦を止めた映像を見せたときも、きみは似たようなことを言ったね」


「何度でも言ってやるさ！　クロトのやり方なんてぼくは認めない!!」


「ならばぼくも何度でも言おう。ぼくは間ま違ちがってるだなんて思わないね」


　場の空気が、一気に張りつめる。


　もう、戦うしかなかった。


　──先手必勝だ！


「勝代！　クロトの夢は!?」


「世界平和よ！」


　ほとんど即そく答とうで教えてくれた勝代に応こたえ、ぼくはすぐにポルノをつむぎ始める。


「『あくぅぅぅ……！』。女はベッドの上でドレスを乱しながら喘あえぐ。クロトが服の上から胸に這はわせる手で、思わず感じてしまったからだ。ふたりは世界が平和になった夜、ついに結ばれた。そして今、濃のう密みつな夜をともに過ごそうとしている……」


　ぼくのポルノを聞きながら、クロトは不敵な顔をして微び動どうだにしない。


　……これくらいじゃ駄目か！　もっとエロく……!!


「クロトは女をベッドに押し倒すと、その股こ間かんに手を這わせ、ゆっくりとショーツの上から押し回す。女は綺き麗れいな顔とは裏腹に、股間を淫みだらにも熱く濡ぬらしていた──」


　……まだ、クロトはなんの反応も見せない。不敵な顔のまま、ため息すらついていた。


「丈途くん、桃色昇天とはその程度の技わざかね？　しょせんはぼくの著作権を侵害した劣れつ化かコピーにすぎないか。……よろしい。オリジナルの技すら生み出せない三流作家に、本家本元の力というものを見せてやろう」


　クロトはそう言うと、マントをひるがえして高らかな声を上げる。


「悔くい改めよ！　大道昇天ドラマ・オブ・ヒユーマニテイー!!」


　その台詞せりふとともに、彼は言葉をつむぎ始めた。


「丈途くんは苦く悩のうしていた。自分の書いたポルノ小説のせいで道を誤り、警察に捕つかまった読者が出たからだ。その読者は丈途くんが書いた『女はとりあえず勃ぼつ起きした男の股間を見て欲よく情じようする』というシチュエーションの物語を信じ、裸はだかになって勃起状態の股間をさらしてナンパをしていた。……そして警察に捕まり、丈途くんの小説が噓うそ八はつ百ぴやくであったと知ったのだ。男はこれから先、丈途くんのせいで性犯罪者という汚お名めいを背負ったまま一生を過ごすことになるだろう。……丈途くん。きみは作者として……その責任が取れるか!?」


　クロトは断罪するかのように言い、ぼくを指差す。


「そ、そんな……責任だなんて……。だってポルノ小説ってエッチありきだし、そんなの読者だってわかってて買ってるわけだしさ……」


「しかしきみは、読者が共感できるように苦心してポルノ小説を書いたはずだ。共感すれば性犯罪を起こすのも必然だろう。言うなればきみは、確信犯なのさ!!」


「か、確信犯だなんて……馬ば鹿かなことを……」


「馬鹿なこと？　読者に性犯罪者の汚名を背負わせて、馬鹿なことだと言うのか？　ふっ……化けの皮が剝はがれたな。そんな責任感のない作者に……小説を書く資格などない!!」


「うっ……!!」


　クロトの言葉に、胸をえぐられた。責任感のない作者……確かにそうかもしれない。読者に「裸になって勃起状態の股間をさらしてナンパ」だなんて行こう為いをさせてしまっておいて、なにが作家だ。読者に性犯罪者の汚名を背負わせておいて……なにが天才ポルノ作家だ!!


「……ごめんなさい。断筆します……断筆して罪をつぐないます……」


　ぼくはそう漏もらすと、その場に膝ひざを突ついてしまった。


「──丈途くん、なに言ってるのよ!?　『裸になって勃起状態の股間をさらしてナンパ』だなんて常識的に考えて犯罪でしょ！　完全にやった人の責任よ！　丈途くんは悪くないわ!!」


「でもさ……ピュアな読者だっているんだよ……ぼくはそのピュアな心を汚けがしてしまったんだ。あぁ……断筆じゃ足りない。どうしよう……どうやって罪をつぐなおう……」


　言いながら震ふるえるぼくを見て、勝代は「もう！　私がクロト先せん輩ぱいと戦うしかないわ!!」と声を上げる。


「クロト先輩！　私もあなたのやり方は認めないわ！　あなたの野望……木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしちゃうんだから!!」


　勝代はそう言って、クロト目がけて駆かけ出す。しかし──。


「なんの方策もなくぼくに立ち向かうとは……勇ゆう敢かんを通り越こして愚ぐ昧まいだね。ふっ……悔い改めよ！　大道昇天!!」


　その台詞とともに、クロトは再び物語り始めた。


「マネージャーとして水泳部の応おう援えんを続ける勝代さん……。しかし彼女に励はげまされるあまりがんばりすぎた水泳部のエースは、ひとりで海へ行って泳ぎの武者修しゆ行ぎようをして……隣りん国ごくにたどり着いてしまった。そこでスパイの容疑をかけられたエースは、地元の警察に捕まってしまう。将来を期待されたエースだったのに、勝代さんが応援したせいでこれから先スパイという汚名を背負ったまま一生を暗い牢ろうの中で過ごすだろう。……勝代さん。きみはマネージャーとして……その責任が取れるか!?」


　クロトは断罪するかのように言い、勝代を指差す。


「わ、私……責任だなんて……だってマネージャーが応援するのは当然じゃない……」


「当然だから責任を負わなくていいとでも？　水泳部のエースはきみの応援に励まされてがんばったんだ。それなのに微み塵じんも責任を感じていないのかね？　ふっ……化けの皮が剝がれたな。そんな責任感のないマネージャーに……人を応援する資格などない!!」


「なっ……!!」


　勝代はクロトの言葉に胸をえぐられたかのように呻うめくと、嗚お咽えつを始めてしまう。


「ごめんなさい……私が応援したばっかりにスパイの汚名を……。私、もう誰だれも応援しません。断応援して罪をつぐないます……」


　彼女はそう漏らし、その場に膝を突いてしまった。


「……他愛たわいもないふたりだったな。この程度でぼくを倒たおすつもりだったなんてね」


　クロトはつぶやくと、まずぼくを引っ張って天てん蓋がい付きのベッドの柱を抱だかせた。そして懐ふところから手て錠じようを取り出すと、それでぼくの両手を繫つないでその場から動けなくする。クロトは次いで懐からもう一本手錠を取り出すと、勝代にぼくと同じ柱を抱かせて同じようにして両手を繫いだ。


　ぼくたちを拘こう束そくし終えたクロトは、勝ち誇ほこったようにして漏らす。


「丈途くん、きみは完かん璧ぺきにぼくのシナリオ通りに負けた。閃学園は少数精せい鋭えいの学校……。世界平和計画に協力してくれる貴重な戦力をきみの桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムで潰つぶされるのは勘かん弁べんして欲しかったからね。ぼくが直接引導を渡わたすためにこの部屋まで簡単に通したんだよ」


　クロトの声は聞こえてはいるが、大道昇天ドラマ・オブ・ヒユーマニテイーで受けた精神的ダメージが強すぎて頭が回らず、答える余よ裕ゆうもない。勝代に至っては「断応援くらいじゃ罪はつぐなえないわ……し、死ぬしかないのかしら……」と切せつ羽ぱ詰つまったように呻いていた。


　クロトはそんなぼくらを尻しり目めに、部長のもとへ行って自分に協力するよう説得を再開する。


　……部長、クロトなんかの言うことを聞いちゃ駄だ目めだ……あぁ、でもぼく、読者に罪を背負わせちゃったし……そんなぼくになにを言う資格もないよね。いっそぼくも裸になって勃起状態の股こ間かんをさらしてナンパして、同じ罪で警察に捕まって読者に謝罪しようか。そのためにはまずかわいい子がたくさんいそうな場所に行って人ひと混ごみの中で堂々と発情して勃起して、その場で全ぜん裸らになって野性にかえったかのように猛もう烈れつなアタックを仕し掛かけて──。


「──私死ぬわ！　死んでおわびをするわ!!」


　突とつ然ぜん、勝代が叫さけんで暴れ始める。


「どうして両手が動かないの!?　自分で自分の首すら絞しめられないじゃない!!　……仕方ないわ。こうなったら自分で自分を蹴けり殺すしか……!!」


　勝代はそう言って、力の限り膝を突き上げた。


　しかし、勝代はぼくと同じ柱に拘束されているのだ。ぼくと彼女はかなり密着した状態にあった。ゆえに勝代が突き上げた膝は彼女自身に当たることなく──。


　ゴスッ！


　ぼくの股間を、直ちよく撃げきした!!


「うぐごぉぉぉぉぉ!!　あがぁぁぁぁぁ!!　げぐぅぅぅぅぅ!!」


　意識が飛びそうになるほどの衝しよう撃げきを前に、ぼくはただわめき散らして悶もだえるしかない。


「た、丈途くん大だい丈じよう夫ぶ!?　私またやっちゃったの!?　もう、私の馬ば鹿か馬鹿っっ!!　やっぱり私なんて死ぬしかないのよ!!」


　勝代はそう言って、盛大に涙なみだを流し始めてしまう。


　……ぐぅぅっ！　この痛み……死ぬより辛つらいかも……。


　ぼくは股間を襲おそう激痛に悶えながらも、しかしどこかほっとしていた。


　……死ぬより辛い痛みなら、読者へのつぐないになったかもな。だってあの読者、警察に捕つかまっただけだし。ぼくみたいに、殺人的な力がこめられた膝ひざ蹴げりを股間に受けたりしてないし。


「……なんだ。あの読者よりぼくの方がよっぽど不幸じゃん。ぼくなんて勝代のドジのせいで死ぬより辛い目にあったっていうのにさ……」


　そうつぶやいた瞬しゆん間かん、ぼくは意識が覚かく醒せいするのを感じた。


「──って、あれ!?　ぼく、いつの間にか柱に繫がれてる!?　……あっ、勝代！　なんで息を止めてるの!?」


　気がつくと、ぼくの横で同じようにして柱に繫がれていた勝代が、顔を真っ赤にして息を止めている。


　──そうか！　ぼくたち、大道昇天にやられたんだ!!


「わ、私……応おう援えんした罪を死んでつぐなうの……だから放っておいて……あ、喋しやべったら息が完全に切れて……」


　今まで真っ赤だった勝代の顔が、急速に青ざめていた。


「勝代！　ちゃんと息をしてよ!!」


　ぼくの言葉に、彼女は力なく首を横に振ふるだけだ……。


　まずい!!　どうにかしなきゃ勝代が本当に死んじゃう!!


　ぼくは周りを見てなにか使えそうな物はないか探す。……しかし、拘束されているぼくにできることなど少なかった。


　……強制的に息をさせるには……強制的に空気を吸わせるには……そうだ!!


　ぼくは急いで足を上げると、爪つま先さきで勝代の脇わきをくすぐり始める。


「あっ、あひゃっ……丈途くん、なにするの……私は死ぬのよ……あははははっっっ!!」


　勝代はこらえきれなくなったかのように笑い出し、わずかに呼吸を始めた。


　──よし！　もっとくすぐれば……。


　ぼくはさらに爪先を動かし、勝代の脇を全力でくすぐる。


「わははっ！　きゃははっ！　あひゃひゃっ！　……もう、丈途くんなにするのよ！　完全に息を吸って死に損そこねたじゃない!!」


　勝代はこちらを睨にらんで怒ど鳴なり声を上げる。そしてふと気がついたように周りを見ると「……あれ？　私、なんで柱に拘束されてるの!?」と驚おどろいていた。


　……どうやら笑いすぎた勝代は、大道昇天で受けた精神的ダメージから回復したようだ。くすぐりの思わぬ副産物であった。


「──まったく。膝蹴りで丈途くんを目覚めさせるとは……勝代さんのドジっ子設定はどこまでもぼくのシナリオの邪じや魔まをするね」


　声のした方を見ると、クロトがため息をついてこちらを見ていた。


「まぁいいさ。もう手て錠じようで繫いであるんだ。きみらは黙だまってそこで映画『世界平和』がつつがなく撮さつ影えいされる様を眺ながめるがいいよ」


　クロトはそう言うと部屋の天てん井じようにあった監かん視しカメラを指差し、次いで部長の方に向き直って話を続けようとする。


「部長！　クロトの言うことなんて聞いちゃ駄だ目めだ！　ぼくがこの映画セットに侵しん入にゆうする前、ブレイドの携けい帯たいに正体不明のアドレスから『鬼隠潜がゲリラの捕ほ虜りよになった』って書かれたメールが来たんだ！　それでブレイドとロッキーが潜くんの救出に向かったんだけど……あれ、絶対に部長からＳＰたちを引き離はなすためにクロトが仕組んだことだから!!」


「なっ……なんですって!?」


　ぼくの言葉を聞いた部長は、信じられない話を聞いたかのようにクロトを見つめる。


「あたくし、潜さんが無事に帰き還かんできるよう、クロトさんにシナリオを任せましたわよね!?」


「ちゃんと丈途くんの話を聞きたまえ。正体不明のアドレスから連れん絡らくが来たと言ってるじゃないか。なぜぼくの仕し業わざだと決めつけるんだい？」


「正体不明のアドレスだろうとなんだろうと関係ありません！　あたくしはこの映画『世界平和』のプロデュースにたずさわってるんですよ！　潜さんが捕虜になった場合、それを知りうる立場にいる人間はクロトさん以外にいないことくらいわかっております!!」


　クロトはおおげさに息を吐くと、仕方なさそうに「本当はきみのために隠かくしていたんだが……」と口を開く。


「実は、潜くんもまた勇士だったんだよ。命を賭かけて世界平和計画に協力してくれているんだ。きみは勇士の存在を簡単には受け入れないだろうからね。あえて黙っていたのさ。潜くんがゲリラの捕虜になったことは辛いが……ぼくだって彼を救出したい。そのためにきみのＳＰたちを向かわせたんだよ」


「噓うそです！　だって潜さんの派は遣けんに関しては、あたくしが担当したんですよ！　あたくし、潜さんの口からそんな話は一いつ切さい聞いておりませんもの!!」


「きみが知らない間にぼくと彼との間で約束を交かわしたのさ。安心したまえ。すべては世界平和実現のためだ。きみはぼくのシナリオをプロデュースすることだけに専念すればいい」


「っ……！」


　部長は納なつ得とくしかねるように呻うめくと、おしおき棒のような巨きよ大だいノートで床ゆかを打ちつける。


「お兄さまはいつもそうですわ！　あたくしのことを子こ供ども扱あつかいして自分で勝手にことを進めて……」


　………………………………………………………………………………………………………へ？


　ぼくは、部長の台詞せりふの意味を受け取り損ねて、目が点になってしまう。


　……今、もしかして部長、クロトのことを……「お兄さま」って言った!?


「──あっ！」


　部長はまずいことを言ってしまったかのように口へ手を当て「いえ、えと、その……」と気まずそうに漏もらす。


「部長！　クロトがお兄さんって本当なの!?」


「あ、あたくしそんなこと言いましたか？」


「思いっきり言ったじゃないか！　『あたくしのことを子供扱いして』だなんて完全に妹な台詞まで喋ってさ!!」


「その……あれは言葉のあやと言いますか……」


「──ふっ。繰くる美み、もういいよ。現状でばれても計画に支障はない」


　クロトは多少苦々しい顔をしながらも、どこか微笑ほほえんでつぶやく。まるで、かわいい妹の失態を笑って許すお兄さんのように……。


　……このふたり、本当に兄きよう妹だいなんだ。つき合ってるとばかり思ってたけど……兄妹なら一いつ緒しよにホテルの部屋に入ったり、昔から互たがいのことを知ってたりしても不思議じゃないな。っていうか部長の本名、繰美だったんだ！　へぇ……かわいい名前だな……。


　唐とう突とつに訪おとずれた衝しよう撃げきの告白を前にぼくが考えを巡めぐらせていると、クロトがこちらを向いて改めるように一礼してくる。


「丈途くん。せっかくだからここで自己紹しよう介かいをしよう。ぼくは黒樹書か徒と。ペンネームの〝クロト〟は本名の略さ。そしてきみらが〝部長〟と呼んでいた彼女は、黒樹繰美。ぼくの二歳下の妹だ」


　……黒樹書徒に黒樹繰美か……あれ？　黒樹??　なんだか聞き覚えのある名字のような──。


「あ！　水墨校長と名字が一緒だ！　でも、まさか血けつ縁えんがあるってわけじゃ……」


「よく気づいたね。その通りさ。ぼくたちは校長の孫だ」


「え、えぇぇぇぇぇ!?」


　ぼくは声を上げる中、部長とクロトと校長の三人を頭の中で見比べてしまう。


　……そういえば、巨大ノートを持ってる部長の立ち姿って大筆を担かついでる校長を彷ほう彿ふつさせるな。部長のノートにはいろんな生徒の情報がつまってて、クロトのノートパソコンにも同じように生徒の情報がつまってるし……考えてみれば、この三人って似てる。


「──あっ！　そういえばロッキーとブレイドが校長に頭をさげてた！　あのふたりが部長以外の人に頭をさげるなんて珍めずらしいと思ってたんだ……」


「校長はＳＰたちの雇やとい主だからね。当然の行こう為いさ」


　クロトはこちらに向かってそうつぶやきながら「ま、ぼくは昔からあのＳＰたちと反りが合わないけどね」と苦く笑しようしていた。


「ぼくたちが今まで校長の孫だということを隠していたのは、世界平和計画をおじいさまとぼくらの家族喧げん嘩かと勘かん違ちがいされては困るからさ。あの計画は閃学園の校訓に真っ向から反対しているからね……。志のために立ち上がるのなら人はついてくるが、家族喧嘩では誰だれもついてこないだろう？　しかし、すでに映画『世界平和』に関かかわるみんなは胸の内に志を持っている。今さらばれたところで支障はないというわけだよ」


　微笑むクロトに続くようにして、部長が喋しやべり始める。


「丈途さんは、あたくしの胸に傷があることを知っておりますわね？　あれはあたくしが中学生の頃ころにＤＤＲをしていたとき、ゲリラを捕とらえようとして被ひ弾だんして負った傷なんですの……。お兄さまはあたくしの怪け我がのことを知り、世界平和計画に参加すると決めてくださいました。そういう意味で、あたくしはお兄さまに感謝しているんですの」


「繰美。そう言ってくれると嬉うれしいよ。だが……ならばこそ、勇士の存在を受け入れて世界平和計画を完かん璧ぺきなものにしようじゃないか！」


「そ、それは……」


　部長は戸と惑まどうようにしてこちらを見つめる。


『──誰かを犠ぎ牲せいにして成り立つ平和なんて、お嬢じようの望む平和じゃねぇからな!!』


　ぼくは、ふとＳＰが言った台詞を思い出した。


　……そうだ。部長は誰も犠牲にしたくないんだ。それなのにクロトはひとりで暴走して部長の計画を歪ゆがめて……。


「部長！　クロトの言うことなんか聞かなくていいよ！　部長は誰も犠牲にしたくないんだろ!?」


「丈途さん……」


　戸惑いの晴れぬ声でつぶやく部長へ向け、クロトが冷たく言い放つ。


「まさか、本気で誰の犠牲もなく世界平和が実現できるとでも思っているのかい？　いや、それだけじゃない。現状の世界平和計画は軍事組織のすべてを行動不能に陥おとしいれようとしているが……それでは計画として不完全だ。人は、放っておけばまた武力を持つ。真に世界を平和にするには、完全なる統治が必要だ」


「完全なる……統治!?」


　ぼくはクロトの発言につい声を上げてしまう。部長もまた、彼の言葉に驚おどろきを隠かくせないでいた。


　完全なる統治って……それって……世界征せい服ふくじゃん!!


「クロト！　お前、やっぱりろくでもないこと考えてたんだな！　みんなをロボットみたいに変えたり無秩ちつ序じよ派のみんなを捕つかまえたりして……変だと思ってたんだよ！　まさか世界征服するつもりだったなんて……!!」


「きみがどうとらえようが構わないよ。だが……繰美。絶え間ない紛ふん争そうを目にしてきたきみならわかるはずだ。紛争終しゆう了りよう後は統治こそが重要。統治がなければ結局はまた紛争がぶり返す。それは世界平和計画も同じはずだろ？」


　部長は、なにも答えない。


　黙だまりこむことで、クロトの言葉を肯こう定ていしていた。


「部長……そんな……いいの？　このまま誰かが犠牲になるような計画を進めて、部長は平気なの……？」


　部長は唇くちびるを強く嚙かみしめると、顔をうつむけてしまう。


　……駄だ目めだ。部長、完全にクロトの言うことに呑のまれ始めてる。やっぱりあいつを倒たおさないと……この状じよう況きようを変えられない!!


　ぼくは息を吸うと、さきほどの桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムの続きを必死で喋り始めた。


「世界平和が達成された夜……。クロトが女と濃のう密みつな時間を過ごしている夜……。それは、まだ続いていた。女のショーツの上から愛あい撫ぶをしていたクロトは、そこがもう充じゆう分ぶんに濡ぬれたことを感じる。だが彼はまだショーツを剝はがさず、じらすようにして女の胸へ手を這はわせる。もうたっぷりと愛撫を受けていたせいだろう。女はクロトの指がドレス越ごしに胸へ触ふれただけで敏びん感かんに反応し『ふくぅっ……！』と喘あえぎを漏もらす──」


　クロトを見つめると、うんざりしたように首を横に振ふっていた。


「……丈途くん、見苦しいよ。きみは負けたんだ。おとなしくしていたまえ」


　……なんで、なんでクロトには桃色昇天が効かないんだ!?　おかしい……絶対に、なにか秘密がある……。


　そう思いながらも、ぼくはその場でポルノをわめくしかなかった。ぼくには……それくらいしかできなかった……。


「ドレスの上から女の胸を揉もみ始めたクロトは、服のなめらかさを感じながらすべるようにして指先を動かす。『あはぁっっ……！　そんなにじらさないで……あっっ……！』。女は熱に浮うかされたようにして喘ぐと──」


　クロトはぼくの桃色昇天を無視すると、部長の方を向いて話し始めてしまった。


「さぁ、繰美。素す直なおにぼくの計画に協力したまえ。ぼくが今進めている計画の方がより確実に世界を平和にできると気づいているんだろう？」


「……それは……」


「──部長、駄目だ！　誰だれかを犠牲にして平和をつかんでも、部長は普ふ通つうの女子高生になれないよ！　仲間を平気で犠牲にする人なんて……全然普通じゃないよ!!」


　桃色昇天をやめて思わず叫さけんだ言葉に、部長が息を呑んだ。


「……普通の、女子高生……？」


「部長は、世界が平和になったら普通の女子高生になりたいんだろ!?　普通の女子高生になって、普通のクラスでみんなと一いつ緒しよに授業を受けて、みんなと一緒に普通に楽しく遊んで……それで、またぼくたちと一緒に、普通に閃新聞を作ろう!!」


「丈途さん……」


　感かん極きわまったように漏らした部長の瞳ひとみには、涙なみだが滲にじんでいた。


　……やっぱり、部長はクロトの計画に協力したくないんだ……。


　ぼくがそう思う横で、勝代が「部長、丈途くんの言う通りよ！　また私たちと一緒に羽子はね突つき大会でエッチな必殺技わざを取材したり、雪山で遭そう難なんしてエッチな目にあったりして……普通に閃新聞を作りましょう!!」と声を上げる。


「……お兄さま、ごめんなさい!!」


　部長はそう叫ぶと、いきなりクロトに体当たりをして彼をその場に倒す。


　そして彼のポケットへ手を入れると鍵かぎを抜ぬき出し、ベッドに繫つながれているぼくらのもとへ駆かけてきて手て錠じようを外してくれた。


「──普通の女子高生になりたい……か。世界を平和へ導こうという者が、ずいぶんと志の低いことを言う。だが……問題はそこじゃない！　問題なのは、どうして丈途くんがそのことを知っているかということだ！　繰美！　ぼくのシナリオにはそれを丈途くんに伝えるシーンはなかったはずだよ!!」


　いつの間にか起き上がっていたクロトが、部長へ厳しい眼まな指ざしを向ける。


「……お兄さま。あたくしはお兄さまに従うだけの妹ではありませんわ。あたくしはあたくしの考えをもって行動しております。ゆえに、お兄さまの世界平和計画にも……反対します！」


「……どうやらぼくは、妹ゆえにキャラクター設定を甘くしてしまったようだな。まさかぼくに逆らってシナリオにないシーンを演じ、しかもぼくを裏切るとは……。繰美、そもそもぼくは、もう二度ときみが傷つかない世界を作るために平和を求めて──」


「──俺の写真を返せぇぇ！　むしろ俺の部屋を盗とう撮さつしてんじゃねぇぇぇぇぇ!!」


　不意に、廊ろう下かから男の怒ど鳴なり声が聞こえる。


「──ははっ！　プロファイリングの天才だかなんだか知らんが、クラスの女子たちの『パンティー観察日誌』だなんてつけて性せい癖へきを探さぐる醜みにくいお前が悪いんだ！　しかしお前が日誌をつけている写真……もう手元にないんだが……。多分、宮きゆう殿でんのどっかに落としたぞ。ほらほら、私を追ってないでさっさと拾いに行かないとまずいんじゃないのか？」


「──なんだと!?　くっ……みんな、あとは任せた!!」


　男の声が途と切ぎれた直後、廊下から大勢の足音が響ひびいてきた。それと一緒に、飛び交かう怒ど号ごうも聞こえてくる。


　……な、なにが起こってるんだ!?


　ぼくが扉とびらの方を見つめていると──来夏が現れた！


「おっ、丈途。こんな所にいたんだな。捜さがしたぞ」


「な、なんで来夏がここに!?　捕つかまってたはずだよね!?」


　来夏がそれに答えようとすると、創が部屋に駆け入って一直線にぼくへ抱だきついてくる。


「わぁ～い、ポルノ作家くんだ～！　ここにはどんなエロアイデアで侵しん入にゆうしたの～？」


「……エロアイデア前提で侵入方法を聞かないでくれよ。確かに使ったけどさ……」


　ぼくが創を見つめていると、無秩ちつ序じよ派のみんなが部屋に入ってきた。


　次いで、甲かつ冑ちゆうを身につけた兵士たちも部屋に入ってくる。


「これ……なにがあったの!?」


　ぼくが声を上げると、謡江がそばに来た。


「私たち、レジスタンスを結成して牢ろうを抜け出したの。それで、丈途くんがやろうとしていることに協力しようと思って、丈途くんを捜してたの」


「そんな危ないことを……大だい丈じよう夫ぶだった？」


「うん！　丈途くんだけに頼たよってたら悪いもんね!!」


　走ってきたせいか謡江は荒あらい息をついていたが、ぼくに元気な笑え顔がおを見せながらそう喋しやべる。


　……謡江、ぼくの知らないところでがんばってたんだな……。


　ぼくが謡江に感謝していると、部屋の中でレジスタンスと兵士たちの睨にらみ合いが始まった。レジスタンスはみんなぼくのいたベッド側に集まっている。兵士たちは部屋の入口側に固まっていた。クロトも兵士たちと一緒に入口側におり、自分を守らせるようにして周りに人を配置している。


　十数名のレジスタンスに対して、兵士たちは三十名近い……。多勢に無勢な上、部屋の中は人でごった返していてまともに動ける状態ではなかった。


「……あれ？　鳴唐さん、どうしてあんな所に……？」


　鳴唐さんは、レジスタンスや兵士たちのいないちょうど人の途切れた辺りの壁かべに寄りそって立っていた。この場において彼女ひとりだけ、まるで戦いに関係ないかのようにうつむいている……。


　……鳴唐さん、様子がおかしいままだ。大丈夫かな……？


「……きみたち、どうやって牢を抜けた？　きみたちのキャラクター設定では不可能のはずだが？」


　クロトは状じよう況きようを確かく認にんするように周りを眺ながめながら、淡たん々たんとつぶやく。


　彼の言葉を聞いた謡江は、怒おこったようにしてぼくらの一歩前に出た。


「クロト先せん輩ぱい！　なんでもかんでも自分の思い通りにいくと思ったら大おお間ま違ちがいですよ！　あなたのキャラクター設定なんて、しょせんは人を人とも思わないで作ったものでしょ！　人は……その気になれば普ふ段だん以上に凄すごいことができるんですからね!!」


「──そうだそうだ！　謡江さんのエロさ、マジで半はん端ぱなかったんだからな!!」


「──ほんと、俺、一生謡江さんのエロさだけを想おもっていれば満足だぜ!!」


　……レジスタンスの中から、謡江の言葉に続くようにして熱ねつ烈れつなラブコールが響く……。謡江はそれを聞いて顔を真っ赤にしてしまったが、クロトからは目をそらさず、ぼくらの一歩前に出たまま堂々としていた。


「……ねぇ。謡江のマジで半はん端ぱないエロさって……なに？」


「丈途くん！　私は今、クロト先輩と真面目まじめな話をしてるの！　空気読んでよ!!」


「いや……でもさ、謡江のエロさだけを想って一生過ごせるだなんて……ただごとじゃないよ。ぼく、すっっっごく気になるんだけど!!」


「あの件は私の記き憶おくの奥底に葬ほうむりました！　もう覚えてません!!」


　取りつく島もない回答だった。


　……ちぇっ。あとで他ほかの人から聞こうっと……。


　ぼくが落らく胆たんして口をすぼめていると、謡江は話を切り替かえるようにして喋る。


「丈途くんは映画セットに侵入して、なにをどうするつもりだったの？　さっき言ったように、私たちは丈途くんがやろうとしていることに協力するわよ」


「えと……ぼくは……」


　言いながら、ぼくは自分がなにをしようとしていたのか考える。


　……ぼくは、映画作りに協力している人も反対している人も、全員助けたいんだよな。それで、まずは部長から知ち恵えを借りようと思ってここへ来たんだ。つまり──。


「部長、今この映画セット内にいる人全員を助ける方法を教えて」


「な……なんですかそれ!?」


「だから、映画作りに協力してる人も反対してる人も、全員助ける方法を教えて」


「……まさか丈途さん、なにも考えずにここまで来たんですか？」


「ちゃんと考えてるよ。部長を助けて、部長のプロデュースの才能でどうにかしてもらおうと思ってここへ来たんだ」


「それ、完全にあたくし頼だのみの作戦じゃありませんか!!」


　──ビシィィィ!!


　部長は、おしおき棒のような巨きよ大だいノートで床ゆかを思いっきり打ちつけていた。


　……助けに来たのに、怒られちゃった……。


　ここまで来るのに結構苦労をしたので、知らず肩かたを落としてしまう。


「……ぼく、部長なら絶対にどうにかしてくれるって信じて助けに来たんだ……。やっぱりぼくじゃ、いい作戦は思い浮うかばないよ……」


「丈途さん……」


　部長はぼくの言葉にそう漏もらすと、「ちょ、ちょっと驚おどろいたもので怒ど鳴なってしまってすみませんでしたわ。助けに来てくださってありがとうございます」と頰ほおを染めていた。


「しかし、映画作りに協力している人も反対している人も全員助けるとなると……今すぐは方策が浮かびませんわねぇ。本来なら一いつ旦たんここから退たい却きやくして、戦略や戦術を練り直した方がいいんですが……」


　部長はそう言って部屋の扉とびらを見つめた。そこはすでに兵士たちが固めており、簡単には通れそうにない。


「お兄さまに地の利は取られてしまいましたわね」


「ぼくたち、いつの間にかクロトに先手を打たれてたのか……」


　悔くやしげに扉へ目をやるぼくらを見たクロトは「レジスタンスは袋ふくろのねずみだ。じっくりと制圧していこう」と兵士たちへ声をかける。


　そして、レジスタンスと兵士たちの戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。


　兵士たちは中世の軍を思わせる動きで、レプリカの剣けんや槍やりを振ふるってこちらに攻せめてくる。


　対して、レジスタンスはずいぶんと個性的な攻こう撃げきだった。


　来夏は事前に撮とったものなのか、兵士たちの醜みにくい写真を辺りにばらまいて混乱を誘さそっている。


　創は部屋の家具を解体して巨大なねずみ捕とり器を作り、中に来夏の写真を何枚か入れると「きみたちの写真がこの中にあるかもよ～！」と言って兵士たちを誘い、捕つかまえては「袋のねずみがねずみ捕り～！」とはしゃいでいた。


　謡江は来夏の写真に動じない兵士たちへ向けてバラードを歌い、しんみりさせて戦意を削そいでいる。


　……謡江に関しては、アップテンポを歌ってもらった方が破は壊かい力が──。


「いや、そうすると『最後の晩ばん餐さんルーム』の悪夢が再び……!!」


　ぼくは謡江の歌で死にかけたことを思い出し、つい身み震ぶるいしてしまった。


「──少人数のレジスタンスにここまでてこずるとは……情けない。ぼくの必殺技わざでひとりひとり確実に葬っていった方がよさそうだね」


　声のした方に顔を向けると、兵士に身辺を守られたクロトがノートパソコンを開いている姿が見えた。彼はパソコンをいくらか操作すると「レジスタンスのキャラクター設定は把は握あくした」と顔を上げる。


　そしてマントをひるがえし、高らかに叫さけんだ。


「悔くい改めよ！　大道昇天ドラマ・オブ・ヒユーマニテイー!!」


　その言葉とともに、クロトはレジスタンスのひとりを見つめて物語り始める。


「……まずい。あの技の強きよう烈れつな責めに耐たえられる人なんて、いないよな……」


　予想通り、クロトの大道昇天にやられてひとりまたひとりとレジスタンスが倒たおれてゆく。レジスタンスはただでさえ人数が少ない。クロトの攻撃は時間がかかるとはいえ、確実に倒せるぶんこちらの戦力を的確に削いでいった。


「部長！　どうしよう!?」


　近くにいた部長へ問いかけると、彼女は巨大ノートをめくりながら唸うなる。


「……状じよう況きようから見て、お兄さまを一番先に倒すべきですわね。そうすればレジスタンスの戦力が長持ちしますし……なにより、あちらの指示系統が混乱します」


「どうやって倒そうか!?」


「う～ん……お兄さまは兵士に守られておりますし……遠えん距きよ離り攻こう撃げきをするしかありませんわね。例えばお兄さまと同じような攻撃──そう、桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレムですわ！」


「でも、クロトは世界平和が夢のはずなのに、それを使った桃色昇天は効かなかったよ!?」


「問題はそこですわよね……よし！　あたくしのプロデュース能力で、丈途さんの桃色昇天をより強力なものに変えてみせますわ!!」


　部長はそう言うと、巨きよ大だいノートを高速でめくりつつ考えるようにしてつぶやき始める。


「……世界平和は元々あたくしの夢。お兄さまに対して桃色昇天を使うなら、さらに別の望みも上乗せしてポルノを考える必要がありますわね……お兄さまの望み……え～と……」


　部長が考えている間にもレジスタンスは大道昇天にやられて少しずつ倒れていく。十数名いたレジスタンスはすでに、半数近くがクロトに倒されるか兵士に捕まるかしていた。


「部長！　早くしないとレジスタンスのみんなが持たないよ!!」


　ぼくの声は聞こえているはずだが、部長は全力で集中するようにして巨大ノートをめくり続けている。


「……お兄さまはただ世界が平和になるだけでは満足しませんわ……映画『世界平和』が素す晴ばらしい作品にならないと駄だ目め……そして映画『世界平和』の主演は吹音さん……そうですわ！　お兄さま、吹音さんのことが好きなんでしたわ！　吹音さんでポルノを作りましょう!!」


　……え？


　一いつ瞬しゆん、部長の台詞せりふの意味がわからなかった。さらりと言われたクロトの秘密に、頭が追いつかない……。


　……ナルカラサンノコトガ、スキ……？


「鳴唐さんのことが……好きだって!?」


　声を上げる中で、ぼくはやっと部長の言葉の意味が呑みこめる。


　……言われてみれば、クロトは鳴唐さんを自分の映画シナリオでやけに主演にしたがったり、鳴唐さんのオーケストラ演奏にこだわったり……なんでもかんでも、鳴唐さん基準でやってた！　あれ、好きだったからなんだ!!


　部長はその場で声を失っているぼくを見つめ、説明するようにして口を開く。


「映画は大勢の人で作るものです。シナリオライターはスタッフのひとりにすぎません。コミュニケーション能力も大事ですわ。ですが丈途さんも知っての通り、お兄さまは人に胸の内を明かすタイプではありません。……そう、吹音さんと同じように。オーケストラで演奏したいのに孤こ独どくな練習を続ける吹音さんと、大勢の人と仕事をしているのに孤独なお兄さま……通じるものがあったんでしょう。お兄さま、吹音さんが中庭で練習しているとき、よく近くの木こ陰かげに寝ねそべって演奏を聞いておりましたわ」


　こ……木陰に寝そべって聞いてたって──なにそのロマンチックな感じ！　妙みように腹立たしいんだけど!!


「……丈途さん。なんでお兄さまが吹音さんのことを好きって聞いてそんな嫌いやそうな顔をするんですの？　お兄さまが誰だれを好きだろうと関係ないはずでしょ？」


「そ、それは……えと……」


「丈途さん、まさか吹音さんに気があるんですの？」


「いやぁ……気があるとかそんな直接的に聞かれても、あの……」


　部長は口ごもるぼくを見ると、ノートの端はしを握にぎっていた手に力をこめ、震ふるわせる。


「勝代さんからいつも応おう援えんしてもらったり謡江さんから色々と世話を焼いてもらったり他ほかにも挙げればきりはありませんがとにかく……丈途さんはほんっっとにだらしない方ですわね!!」


「ぶ、部長！　今はそこじゃなくて、早くクロトを倒さないと!!」


「っ……！　まったく……仕方ありませんわね。では丈途さん！　世界平和が達成された夜、お兄さまと吹音さんが結ばれるポルノを作ってください!!」


「でもぼく、鳴唐さんじゃポルノを書けないんだけど……」


「『ポルノ王（仮）』と同じですわ！　反戦音楽家・鳴唐吹音で作ってください!!」


「そうか、わかったよ!!」


　ぼくはその場で目をつぶり、極限の集中状態に入ろうとする。


　しかし、クロトが鳴唐さんのことを好きと知ってどこか腹立たしい思いをしていたぼくは、うまく集中できなかった。


　……いくら役の設定である反戦音楽家・鳴唐吹音でも、クロトと結ばれるポルノを作るのはしゃくだな……。っていうか、なんでぼくがクロトの悦よろこぶポルノなんて作らなきゃいけないんだよ！　あぁもう、ほんとに腹立つっっっ!!


　ぼくが顔をしかめてイライラしていると、ふと、部長がこちらの手を取り……その豊満な胸に、当てた！


「なっ……！　ぶ、部ちょ……!?」


「うまく集中できていないようですから、妄もう想そう力の補ほ充じゆうですわ。さぁ、丈途さん！　リビドー性衝動のたけをぶつけ、ポルノ王の力を見せつけてやってください!!」


「うん！」


　さすが天才プロデューサーだ。人をのせるのがうまい。


　ぼくは頭を切り替かえると、すぐに妄想を始める。


　……とりあえず、クロトっぽい別人って設定でポルノを作ろう。それならぼくもクロトも納なつ得とくのポルノができるはずだ。あとは……。


「そうだ！　部長、せっかくだからぼくに協力してよ！」


「……協力？」


　ぼくは頷うなずくと、部長にアイデアを耳打ちする。


　それを聞いた彼女は「本気ですか!?」と顔を赤くしてこちらを見つめてきた。


「いいじゃん。妄想力の補充までしてくれたんだし、その程度なら恥はずかしくないでしょ？」


「恥ずかしいですわよ！　むしろ『いいじゃん』ってなんですか！　丈途さん、乙おと女めの純情をなんだと思ってるんですの!?」


「純情って言うほどでも……普ふ通つうに考えて、胸を触さわらせる方が恥ずかしいと思うよ？」


「あたくしは、あくまでプロデューサーとして作家をのせるために胸を触らせてるんです！　あたくしの純情を軽々しく扱あつかわないで欲しいですわ!!」


「じゃあ、あくまでプロデューサーとしてぼくのアイデアに協力してよ。だってぼくが言った通りにした方が、絶対に技わざの威い力りよくが上がるでしょ？」


「うっ……それは……」


　ぼくは部長が反論できなくなったのをいいことに、巨大ノートを勝手に取り上げる。そして部長からペンを借りると……凄すごく残念だが、彼女の胸から手を放してノートに計画を書き始めた。


「……せっかくだから技名も新しくしよう。これはぼくと部長が協力してやる技だから──」


　ノートにすべてを書き終えると、ぼくは部長を見つめて「じゃあ、いくよ？」とささやく。


「……や、やるしかありませんわよね。その方がお兄さまを倒たおせる確率が上がりますし……」


　部長は覚かく悟ごを決めるようにして息を呑のむと、ノートを眺ながめる。


　次いでぼくと部長は同時にクロトを指差し、それぞれが言葉をつむいだ。


「ポルノ王と──」


「天才プロデューサーの力──」


「「食くらえ！　必殺、桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレム──二重詠唱デユエツト!!」」


　その声とともにぼくはポルノを喋しやべりだし、部長は「あーあー、あっん……！」と喘あえぐ準備を始めた。












　──パチパチパチパチ!!


　世界の平和を宣言するコンサート……。そこで軍事国家のオーケストラと共演を果たした吹音は、演奏が終わると会場の聴衆からスタンディングオベーションを一身に浴びる。強い照明によって彼女の白いワンピースドレスが輝いており、その姿はまさに天使のようだった。


　ステージをあとにした吹音は、一直線に自分の控室へと向かう。そこには、今日のコンサートを演出してくれた男がいるのだ。


「──吹音さん、お疲れさま。乙女旋律ラブリー・クラリネット……素晴しかったよ」


「ありがとう！　吹音、あなたの計画に勇気をもらってトラウマを乗り越えて……それでオーケストラと共演できたの！　本当に感謝してるの!!」


　吹音はそう言うと男に抱きつき、演奏で熱っぽくなっている体を押しつけた。


「吹音……あなたに勇気をもらったから、お礼をしたいの。吹音のこと……食べて？」


　吹音は言いながら男の手を取ると自分の胸に当てる。微笑ましいほどの小さな膨らみの中に、男の指がわずかに沈んだ。


「吹音さん……ぼくのことをそこまで……。ありがとう」


　男は感激したように言うと、まず吹音の唇に自分の唇を重ねた。小さな胸と同様にかわいらしく小ぶりな唇が、男のキスを柔らかく受け入れる。


　男はそのまま、吹音の小さな胸を優しく撫で回し始めた。まだ愛撫というものを知らなかった吹音は「んっ……！」と体をわずかに震わせてしまう。


「安心していいんだよ？　気持よくしてあげるからね」


　男は微笑むと、吹音の胸の天辺に指先を這わせて軽く回す。敏感な部分を集中して責められ、吹音は今度こそ体を強く震わせた。


「んくぅぅ……！　な、なにこれ……気持いい……」


　男は吹音の初心な喘ぎを聞きながら、胸の天辺を指ではさんでグリグリと回し、強めの刺激を与えてみる。小さな胸の小さな天辺が、責めによって歪んでは戻ることを繰り返した……。


「うっ……くっ……あはぁぁぁ……!!」


　吹音は強い刺激に翻弄されて溢れんばかりの喘ぎを漏らした。すでに頰は上気しており、普段は幼子のようなかわいらしさの目立つ彼女に〝女〟としての色香が漂い始めている。


「吹音さん、これが性感だよ。独特の気持よさがあるだろ？　では次は……」


　男はそう漏らしつつ吹音の白いワンピースドレスの裾をたくし上げ、彼女の無垢な股間へと手を這わせる。そして、そこをゆっくりと押し回した。


「ど、どうしてそんなところ触るの……？　んっっ……！　ま、まさかそこもエッチなところなの……？　あくぅぅ……！」


　吹音は戸惑ったように喘ぎながら潤んだ瞳を男に向ける。その瞳には、おそらく彼女が今まで一度も抱いたことのないであろう感情が浮かんでいた。……そう、性欲という名の淫らな感情が……。


「吹音……吹音……よくわからないけど、もっとそこを触って欲しいの。そこを触る以上に気持いいことがあったら、して欲しいの……」


「では、そろそろ体の内側を直接愛撫しよう」


　男はそう言うと自分のズボンに手をかけ「体の内側から突き上げる快楽……きっと好きになると思うよ」とささやく。


　その言葉を聞いて、吹音は夢見るように甘い吐息を漏らした。


「世界が平和になって、あなたと結ばれてよかった。食べられるのって……快感」












　──桃色昇天・二重詠唱デユエツト。それは、ぼくと部長の声が織り成す桃もも色いろの妄もう想そう。地の文はふたりで喋り、男声はぼくが担当し、女声は部長が担当して本気で喘ぐ……本物のエッチっぽいポルノ朗読だ!!


「──繰美……！　なんとはしたないことをっっ……!!」


　クロトは言いながら膝ひざを突くと「くっ……まさか女声を使うとは……!!」と一筋の鼻血を垂らし……気絶した。


「やった！　クロトを倒したぞ!!」


　ぼくが喜びの声を上げる中、部長は頭を抱かかえて「あぁ……大勢の殿との方がたの前で喘いでしまいましたわ……あたくし、もうお嫁よめに行けません……」と呻うめいていた。


　……部長。やけに艶つやっぽい喘ぎ……ありがとう!!


　ぼくは微笑むと、レジスタンスたちの状じよう況きようを確かく認にんする。


　人数が少ないため兵士たちに押されてはいたが……クロトが気を失い、兵士たちは浮き足だって扉とびらの守りを薄うすくしていた。


「みんな、今のうちに逃にげよう！」


　ぼくが声を上げると、レジスタンスたちは一いつ斉せいに扉を目がけて突とつ撃げきする。


　そんな中、ぼくの瞳にいまだ壁かべに寄りそって立つ鳴唐さんが映った。


　彼女はこちらの視線に気づいたのか、顔を上げる。


　そんな彼女を見て、ぼくは思わず「鳴唐さん、一いつ緒しよに逃げよう！」と口にした。


　鳴唐さんがクロトのシナリオにはめられてぼくのことを憎にくんでいることはわかっている。しかし、どうしても言わずにはいられなかった……。


　ぼくの言葉を聞いた彼女は、急に険しい顔を作る。


「丈途くん……どうして主演を降りちゃったの!!」


　辺りに、鳴唐さんの金切り声が響ひびいた。その口調の激しさに、ぼくはたじろいでしまう。


「な、鳴唐さん。あれはクロトの作戦だったんだ。クロトはぼくを悪者にして鳴唐さんに憎ませて、その感情をバネにオーケストラシーンを演じさせるつもりなんだよ」


「そんな話、信じられない！　だって丈途くん、『ポルノ王（仮）』に関かかわるってことは映画『世界平和』に関わることになるって言って、出演を嫌いやがってたじゃない！　クロト先せん輩ぱいの作戦なんて関係なく、映画に出たくないんでしょ!!」


「それは……」


　……確かにその通りだった。そもそもぼくは、クロトにはめられる直前に自らの意思で映画の出演を嫌がっていた……。


「丈途くんは吹音に『映画の成功を目指してお互たがいがんばろう！』って言ったのに、どうして主演を降りたの!?　どうして今また映画セットから逃げようとしてるの!?　吹音を応おう援えんするだけ応援して逃げて、なにかあったらクロト先輩のせいにして……丈途くんの噓うそつき！」


「う、噓つき!?　でもさ、鳴唐さんだってクロトの話を聞いてただろ!?　クロトは学園生に危険な任務をさせるような計画を進めてるんだ。そんな奴やつに協力なんてできるわけないじゃないか！」


「吹音、そこも許せないの！　丈途くんが主演を降りちゃったせいで、映画『世界平和』のために命を賭かけてる〝勇士〟って人たちの死ぬ確率が上がっちゃったのよ!!　丈途くん、自分のやったことわかってるの!!」


「──吹音さん、勇士の話には矛む盾じゆんがあるんです！　そもそも、丈途さんはお兄さまのシナリオにはめられて映画セットを追い出されたわけですから──」


　部長がぼくに助け船を出してくれるも、鳴唐さんは言葉の途と中ちゆうで「そんな話も信じられないっっ！」とまた金切り声を上げる。


　……鳴唐さんの中では、映画に再出演しない限りぼくはずっと〝噓つき〟のままなのかもしれない……。


「吹音はここに残る！　丈途くんは逃げるなら逃げればいいじゃない!!」


「鳴唐さん……お願いだからぼくの話をきちんと聞いてくれ。今はあまり時間がないから詳くわしく話せないけど……とにかく一緒に逃げて、ぼくの話を聞いてから映画『世界平和』に出るかどうか決めて欲しいんだ」


「丈途くんの話なんて聞いても一緒だよ！　吹音のことおいて映画をやめた言訳ばかりするつもりでしょ！　吹音、一年零組として映画作りを引っ張る丈途くんの力になろうと思って主演を務めるって決めて、丈途くんの『お互いがんばろう！』って言葉を励はげみに主演のプレッシャーを押しのけてたのに……もう、あなたのこと信じられない！　丈途くんの噓つき！　噓つき！　噓つきっっっ!!」


　鳴唐さんはそう言って、ぼくに一枚のリードを投げつけてきた。


　──パシッッ。


　小さな音を立ててリードがぼくに当たり、床ゆかに落ちる。見ると、そのリードには「がんばってね！」と彫ほってあった。
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「な、鳴唐さん……これ……」


「もういらない！　丈途くんは裏切り者だもん！　テロリストだもん！　吹音のクラリネットで……世界を平和にする!!」


　……言葉が、出なかった。彼女がぼくとの共演にそこまで強い想おもいを持っていたなんて……気づかなかった。


　ぼくも鳴唐さんも黙だまりこんでしまったせいで、レジスタンスと兵士たちの戦う音が再び耳に入ってくる。


　クロトは倒たおしたものの、人数の少ないレジスタンスはやはり劣れつ勢せいのようだった……。


「っ……！　丈途さん、吹音さんの説得はあきらめましょう！　なにをおいてもまず、この映画セットを出て態勢を整えなければ!!」


「でも……ぼくは……」


「丈途さん!!」


　……くっ……。


　部長に強い口調で言われ、あきらめるしかなかった。


　……部長と一緒に学園生みんなを助ける方法を考えればいいことなんだ。そうすれば鳴唐さんだって……。


　ぼくは自分に言訳するようにして心の中でつぶやくと、足元に落ちているリードを拾う。


　次いで鳴唐さんへ目を向けるも……彼女はぼくから視線をそらしており、かたくなにこちらを向こうとはしなかった。


　……鳴唐さん……。


「さぁ、丈途さん！　行きますわよ!!」


　部長に言われ、ぼくはリードをポケットに入れる。


　未練を断たち切って鳴唐さんから顔をそらすと、扉とびらへ向かって全力で駆かけた…………………。


　扉付近に着くと、乱戦の合間から謡江たちが奮ふん闘とうしている姿が見える。……だが思った以上に劣勢で、すでに大半のレジスタンスが兵士に捕つかまっていた。


「──丈途くん！　もうみんなで逃にげるのは無理だわ！　ここはレジスタンスに任せて……丈途くんたちだけ逃げて!!」


　謡江はぼくを見つけると、こちらに駆け寄りながらそう叫さけぶ。


「なに言ってるんだよ!?　謡江たちをおいて行けるわけないだろ!!」


「ここで無理をしてもみんな捕まるだけだわ！　レジスタンスの力で一いつ瞬しゆんだけ扉前の兵士たちをどけてみせるから……その間に逃げて!!」


　ぼくが謡江に対してさらに言葉を返そうとすると、部長が「ここはお言葉に甘えるしかありませんわ……」と力なく首を横に振ふった。


　部長は頭を切り替かえるようにしてすぐに周りを確かく認にんし、いくらか離はなれた所で掃そう除じの天才の手伝いをしている勝代へ目を向ける。彼女はどこから集めたのかもわからぬ大量のホコリを掃除の天才から渡わたされ、兵士に投げつけて目め潰つぶしと咳せきこませを同時におこなっていた。


「勝代さん！　レジスタンスのみなさんが脱だつ出しゆつに協力してくれますから、こちらに来てください!!」


　部長の声を聞いた勝代は、持っていたホコリをまとめて兵士たちの方へ投げるとこちらへ駆けてくる。


　近くにいたレジスタンスたちはぼくらのやりとりを聞いていたらしく、力を合わせるために集結し始めた。


「──丈途。今度私たちを助けに来るときはカメラのフィルムを持ってきてくれ。もう切れそうなんだ」


　兵士たちの醜みにくい写真を持った来夏が困ったように言う。


「──ボクには工具と適当な機械類を持ってきて～！　あり合わせの物で発明なんてしてたら、世界を狂くるわせられないよ～!!」


　すでに巨きよ大だいねずみ捕とり器を兵士で満まん杯ぱいにしてしまった創が、不満そうに声を上げる。


「みんな……」


　ぼくがつぶやくと、「じゃあ、始めるわよ！」と謡江がみんなを見み渡わたす。


「レジスタンス一同、扉付近の兵士に集中攻こう撃げき！　なにがなんでも零組を逃がすわよ!!」


　謡江の号令を聞いたレジスタンスは、捨て身の総攻撃を開始した。


　謡江はバラードを歌って兵士たちの戦意を削そぎ、創はレジスタンスの仲間と一いつ緒しよに巨大ねずみ捕り器を押して兵士たちをまとめてのかし、残った兵士には来夏が醜い写真のばらまきで動どう揺ようを誘さそう……。


「──今ですわ！　丈途さん、勝代さん！　一気に突つっ切りますわよ!!」


「「おぉ!!」」


　ぼくと勝代は声を上げると同時に部長について駆け出す。


　何人かの兵士を押しのけて無事に扉を抜ぬけると、ぼくは謡江に向かって「また必ず助けに来るからね!!」と声をかける。


　すると、彼女の目前に兵士が迫せまっているのが見えた。しかし謡江はそんなことどうでもいいと言わんばかりにこちらを向くと「早く来てくれないと、また自分で脱だつ獄ごくしちゃうわよ！」と微笑ほほえみ……兵士に、捕まってしまう。


　ぼくたちが逃のがれたのを見て、自分の役目は終わったと思ったのだろう……。


「謡江、ごめん……」


　ぼくは言いながらも駆ける速度をゆるめず宮きゆう殿でん内をひた走る。


　この悔くやしさを忘れないよう、謡江が捕まった瞬しゆん間かんを目に焼きつけたままで…………………。


　やっと外に出ると、夜よ闇やみがぼくたちを隠かくしてくれた。これで逃げるのが楽になりそうだ。


　出口まで駆けている中で、ぼくたちはちょっとした林に入った。その途端──。


「──神聖なるこのジャングルを汚けがす不届き者は、この俺が許さん！」


　どこからか声が聞こえてきて、木から垂れていた何本もの長いツタが一斉に揺ゆれ始める。そのツタ先すべてに、腰こし蓑みの一枚の男がブーメランを持つ……絵があった！


「また仕掛華さんかぁぁぁぁぁ!!」


　ぼくが叫ぶとともに、こちらへ向かって何本ものブーメランが飛んできた…………………………………………………………………………………………………………………………………。




８　廃墟で誓った執念のリメイク







【シーン７　王の間】


　映研撮さつ影えい　映画『世界平和』本編映像より





「──一年零組は全員、無傷で閃学園へ戻もどったようです」


　宮殿内にある王の間で、クロトは金細工に彩いろどられた玉座へ腰こしをおろして兵士からの報告を聞いていた。その顔は涼すずしげだが、丈途と部長の桃色昇天ポルノ・オブ・ハーレム・二重詠唱デユエツトを食くらって倒たおれたのはつい小一時間ほど前のことだ。心中は穏おだやかではないだろう……。


「逃にげおおせたか。今日の映画『世界平和』の撮影フィルムは、不測のシーンばかり挿そう入にゆうされて完全に台無しだな……」


　わずかに顔を曇くもらせた彼を、ビデオカメラを持った男が隙すきなく撮影する。


　実はこのカメラマン、クロトの命令によってこの失態を克こく明めいに記録しているのだ。映画『世界平和』とはクロトのシナリオによって動いた現実が作り出すノンフィクション映画である。ゆえに、クロトは映画にたずさわる者の仁義としてすべてのシーンを記録させていた。


「今日の撮影不備はどこから挙げていいのかすらわからないが……まさか、繰美が裏切るとはね……」


　クロトは大きなため息をつき、言葉を続ける。


「繰美が反対しようとも、ぼくは世界平和計画を遂すい行こうする。繰美の胸の傷を知ってぼくが決めた覚かく悟ごは生半可じゃない。かわいい妹が二度と傷つかぬ世界を作るためなら、ぼくは妹に怨うらまれてでも邁まい進しんするさ」


「──謡江さんたちはどうしたの？」


　不意に、クロトの横にある同じ金細工で作られた椅い子すの方から声がした。


　そこに座っていた人物は「痛いことしちゃ駄だ目めよ」と念を押すように言うと、クロトの方を向く。……吹音だ。クロトとふたりで映画の衣装を着て並んでいると、まるで王と王おう妃ひのようで様になった。


「レジスタンスにも気を遣つかうとは……吹音さんは優やさしいね。安心してくれ。彼女たちは二度と脱獄できないようによりセキュリティーの高い牢ろうに入ってもらっただけだよ」


「そう……。それにしても謡江さんたち、レジスタンスを作ってまで世界平和を止めようとするだなんて……」


「酷ひどい人たちだね。しかし、まさか謡江さんがあんなお色気ダンスを踊おどってまで牢を抜ぬけ出すとは……さすがにぼくのキャラクター設定にはなかったな。『しょせんは人を人とも思わないで作ったもの』……か。謡江さんも中々言うね。まるで丈途くんが感染うつったみたいだ。彼女のキャラクター設定もまた、丈途くんと近しいものにしなければね」


〝丈途〟という言葉に、吹音がピクッと肩かたを震ふるわせて反応する。それを目にとめたクロトは、どこか嬉うれしげに口を開いた。


「そういえば吹音さん。きみはぼくが倒れているとき、丈途くんの誘さそいをきっぱりと断ってくれたらしいね。嬉しい限りだよ」


　吹音はギュッと唇くちびるを嚙かみしめたまま、その言葉には答えない。


　あれだけきっぱりと拒きよ絶ぜつしてなお、丈途という存在は吹音の心を揺ゆるがしてやまないのだ。いや、いつまでも心を揺るがすほどの大きな存在だからこそ、拒絶するときに大きな感情を爆ばく発はつさせてしまったのだ……。


　黙だまりこむ吹音を脇わきに、クロトは考えるようにしてノートパソコンを開く。


「……結局のところは、今回も丈途くんのせいで映画が台無しになったということか。一年零組は全員逃のがしてしまったし……これではまたなにか仕し掛かけてきそうだな」


　クロトはパソコンをいくらか操作すると、ひとつのファイルを開いた。


　そして、どこか憂ゆう鬱うつそうに漏もらす。


「本当はぼくもこんなシーンを作りたくはなかったんだが……丈途くん、ぼくを本気にさせたきみが悪いんだよ？」


　その台詞せりふを聞いたカメラマンが、撮影場所を移動してクロトの後ろに回った。次いで、パソコンのディスプレイに向かってカメラをズームさせる……………………………………………。












　○閃学園高等学校・構内（夜）




砂塵の舞う閃学園構内。そこには、人道的破壊の跡が生々しく──────────。











【カット】










『がんばってね！』


『がんばってね！』





　……ぼくは、一年零組の席に座って二枚のリードを見つめていた。鳴唐さんがぼくに投げつけたリードと、ぼくが元々持っていたリード……。鳴唐さんと互たがいを応おう援えんし合った思い出のリード……。


「ぼくがなにを言っても、鳴唐さんに噓うそをついたって事実は変わらないんだよな……」


　思わず漏らしていると、隣となりの席に座っていた部長が「すみません……あたくしがお兄さまの考えを知らなかったばっかりに……」と肩を落とす。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　教室の中を、重い沈ちん黙もくが包んでいた。


　それを打ち破るようにして、部長の向こう側にある席から元気な声が響ひびく。


「私たち、クロト先せん輩ぱいのシナリオに勝って零組のみんなでこの教室に戻もどってきたのよ！　クロト先輩のシナリオを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしたんだから、もう少し明るい顔しましょ!!　……野望までは粉砕できなかったけど……」


　最後の台詞は、思いっきりトーンの落ちた暗い声で言われた。……どうやら空元気だったようだ。いつも元気な勝代ですらこんな状態……それが、ぼくらの戦いの結果だった。


　ぼくら三人は自分の席に座ったまま、再び沈黙し始めてしまう。


　──ギギィ。


　ふと、教室の扉とびらが開く音がする。


　驚おどろいて顔を向けると、そこには水墨校長が立っていた。


「おじいさま！」


　部長が声を上げて席から腰こしを浮うかす。


　……だが、急に気まずそうになり、口をつぐんですぐに座りなおしてしまった。


「繰美。ロッキーとブレイドは潜くんの救出に向かっている途と中ちゆうだが……まだ悪い知らせは届いていない。気休め程度にしかならん話だが、一応伝えに来た」


「おじいさま、違ちがうでしょ！　おじいさまはあたくしに、もっと別のことが言いたいんでしょ！　おじいさまの校訓に反対して世界平和が夢だなんて息巻いてたのに、こんな結果になってしまって……」


「私は誰だれも責めるつもりはないよ。それよりどうだ？　久しぶりに私と一服せんかね？」


　校長はそう言うと、茶さ道どうの道具が多少見え隠かくれしている小さな風ふ呂ろ敷しきとポットを掲かかげる。


「おじいさま……」


　校長は教きよう壇だんに茶道の道具を置くと、ポットで茶ちや碗わんにお湯を入れてお茶をたて始めた。


　しばらくしてできあがったお茶を飲むと……やっぱり、苦い。


　校長は教壇に立ったままお茶を飲み干すと「さて、一服したところで久しぶりに授業でもしてみようかな」と言い、ホワイトボードに向かってなにか書き始めた。





『夢』





　全校集会で書いたものと同じ字……。達筆だが、やはりいつもの大筆とは字の印象がずいぶん違う。いつもは少し構えて見てしまういかにも〝書道〟といった字だが、ホワイトボードに書かれた字はどこか日常的で馴な染じみやすい。


「全校集会できみたちが書いた夢……いろんな夢があったが、私はどれも素す晴ばらしい夢だと思ったよ。書いた人にとってその夢はかけがえのないものだ。それを否定するつもりはない」


　……部長が、校長の話を聞いてうつむく。この授業は明らかにさっき部長が校長に話していたことの続きだった。部長もそれに気づいたのだろう。


「夢によっては叶かなえることが難しいものも当然ある。だが……一度や二度の失敗であきらめるのなら、それは心の底から願ったものではなかったのだろう。まだ生きている者が、まだ挑ちよう戦せんする方法の残っている者が、単に気分であきらめるというならその夢は絵空事の夢だよ」


「っ……！」


　部長が歯をきつく嚙かみ合わせて呻うめく。


　だがぼくは、校長の言葉から溢あふれる優やさしさを感じていた。


　……校長、部長のことを励はげましに来たんだな。部長は誰も傷つけない方法で世界を平和にしようとしてるんだ。校長とは考えが違うかもしれないけど……立派な夢だもんな。


「部長。校長の言う通り、世界平和をここであきらめたらただの絵空事になっちゃうよ。ぼくたち、まだ戦えるじゃ──」


　ズドォォォォン!!


　ズドォォォォン!!


　ズドォォォォン!!


　頭上で、大きな爆ばく音おんが鳴り響く。


　強い衝しよう撃げきのためか、教室の天てん井じようからパラパラと塵ちりが落ちてきた。


「なにが起こったの!?」


　ぼくは急いで教室の扉を出て確かく認にんしてみる。


　すると……大量のがれきで階段がふさがっていた!!


「これ……なんなんだよ!?」


　がれきを見つめて叫さけぶぼくに、後ろから「お兄さまですわ」と部長の声がする。


「クロトの奴やつ、いくらぼくらがいるからって……やりすぎだろ!!」


「いえ、これはあたくしたちを狙ねらったものではないと思います。閃学園には様々な設備がありますから……それをあたくしたちに使わせないために攻こう撃げきしたんでしょう。おそらく不測の事態が起こったときのために、事前に爆ばく弾だんでも仕込んでいたんですわ。この零組が破は壊かいされていないことからもわかるように、人を傷つけるための攻撃ではありませんから……もし学園に先生方が残っていたとしても大だい丈じよう夫ぶだと思います」


「人のいる場所は攻撃してないって……それでもぼくら、生いき埋うめなんだけど!?」


　叫ぶぼくの横を、校長が腕うでまくりしながら通りすぎる。そして「不ふ屈くつの精神は中々のものだが、手段を選ばなすぎるのも考えものだな」と言いながら、がれきをひとつひとつ教室の中に入れ始めた。


「ぼくも手伝います！」


　それからぼくらは、みんなでがれきを取りのぞき始めた………………………………………。


　外に出ると、新しん鮮せんな夜気が肺いっぱいに広がって心地ここちよかった。今夜は雲ひとつなく、満天の星も綺き麗れいに見える。


　……ついでに、建物が全ぜん壊かいした学園も、よく見み渡わたせた……。


「クロト、本当にやりすぎだからっっっっっ!!」


　一年三組のある校舎も、ぼくが住んでいた男子寮りようも、女子寮も体育館も音楽棟とうも……みんなみんな、壊こわれていた。


「私たちの方が木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされちゃった……」


　勝代が辺りを眺ながめて呆ぼう然ぜんとつぶやいている。


　そんな中、ぼくの横から不ふ穏おんな低い声が響ひびいてきた。


「ふっ……ふふふっ……うふふふふっ……」


　目を向けると、部長がうつむいたまま肩かたを震ふるわせ、なぜか笑っている……。


「ど、どうしちゃったの部長!?　クロトが無む茶ちや苦く茶ちやすぎて壊れちゃったの!?」


「──そんなわけありませんっっっ!!」


　ビシィィィ!!


　部長が、地面におしおき棒のような巨きよ大だいノートを思いっきり打ちつける。


「あたくし、目が覚めましたわ。おじいさまもお兄さまも、へこんでいるあたくしに発破をかけるのがお好きなようですわね。……特に、お兄さまなんて文字通り発破で攻撃してきましたからね！　お兄さまのお望み通り、あたくし、やる気を取り戻もどして差し上げますわよ！　あたくしは世界平和を……あきらめません!!」


「部長……」


　彼女の力強い言葉に、ぼくは安あん堵どの声を漏もらす。


　少し離はなれた場所で被ひ害がい状じよう況きようを確認していた校長も、満足そうに頷うなずいていた。


「一年零組はこれより、お兄さま率いる映画制作スタッフの進める世界平和計画を止め、あたくしの進める世界平和計画で世の中を平和にします!!」


「それ……具体的にはどうするの？」


「細かいプランはまだ決めておりませんわ。ただ、ひとつだけ決めていることがあります。あたくしはお兄さまと『天才プロデューサーと天才シナリオライター』のペアを組んで映画『世界平和』を作っておりましたわ。それと同じことを丈途さんとやります。つまり『天才プロデューサーと天才ポルノ作家』のペアで……『世界平和ポルノ』を作るんです!!」


「世界平和ポルノ!?　それ、本当にできるの!?　っていうかポルノで世界を平和にできるの!?」


「大丈夫ですわ。あたくしに任せてください。お兄さまは映画『世界平和』で『才能は世界を救う！』を合言葉に計画を進めておりますが……あたくしたちは、『ポルノ王（仮）』にあったあのキャッチコピーを合言葉に計画を進めることにしましょう」


「『ポルノ王（仮）』のキャッチコピーって、まさか……」


「そう──『エロの力が世界を救う！』です!!」






あとがき







　今巻で私がなにをしたかったかというと、最後の一行に尽つきるわけだったりします。心ある読者様におかれましては、どうぞ最後までおつき合い頂けると嬉うれしゅうございます……。


　だなんてすでに終しゆう了りよう気味のごあいさつであとがきを幕開けしてしまったのですが、理由は単純です。この巻、書くのに凄すご～～～～く時間がかかってしまいました！　そのせいで担当編集者様は当然のことながら、いつも素す敵てきな絵を描えがいてくださる藤真様にも、そして本書に関かかわってくださっているすべての部署の担当様にも、かなり直ちよく撃げき的な意味でご迷めい惑わくをおかけしてしまい、本当に、その節はすみませんでしたそしてありがとうございました！


　しばらく前に公式発表があったのですが、『Ｒ－15』はアニメ化企き画かくが進行中でございます。それにともない、様々な方が本シリーズに関わってくださることになり、私のスキルではこのあとがき中にすべての方へ謝辞を述べさせて頂くのが不可能臭くさいので、この場で全方位に向かって「よろしくお願い致いたします！」と最敬礼させて頂きます!!


　……いきなり謝辞であとがきを始めてしまいましたね。ここらで近きん況きよう報告を致します。


　今巻は休日返上の完全ノンストップで原げん稿こうを書いておりましたもので、「原稿終わったらやらなきゃいけない雑務リスト」が凄いことになってました（そう、書くのに時間はかかったんですが、普ふ通つうにノンストップでずっと書いてたんですよ！）。そのリストの項目数、なんと十!!　……あ、たいしたことないですかそうですね……。左記にリストの一部を挙げてみます。


●エコポイントの申しん請せい（前に一度やったんですが、やり方を忘れて面めん倒どうです……）


●帳ちよう簿ぼ付つけ（……言わずもがな、超ちよう面倒です……）


　……これじゃ人生つまらなそうですね。では、修しゆ羅ら場ば明けにガチで遊んだときの話も……。


●『ガンダム00ダブルオー』の映画を観に行った（映画終了時、みんな圧あつ倒とうされてしばらく無言で座ったままだったのが印象的でした）


●ＰＣゲーム『シュタインズ・ゲート』をプレイした（本当は発売当初に買ってたのに、修羅場真っ最中だったので丸二ヶ月近く放置してやっとプレイ。先せん輩ぱい作家さんから修正パッチの存在を聞いてゲームを始める駄だ目め人間ぶり……）


　……さて、真面目まじめに『Ｒ－15』の話に戻もどりましょうかね……。次巻では吹音のちょっと変わった一面が書かれる（予定）です。実は次巻に書く内容、一部、一巻のラスト付近に本当は存在したシーン……げっふんごっふん！　詳くわしくは次巻のあとがきで！　春までには出ます!!


　先日、ついに漫まん画が『Ｒ－15』の一巻も発売されました。閃学園のみんなが活いき活いきと描かれておりますので、本書ともどもぜひお楽しみ頂ければ幸いです。




伏見ひろゆき　　
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Rあーる-15じゆうご


こんばんは学がく園えん崩ほう壊かい





伏ふし見みひろゆき
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